
tq _;!',遺 侶 肝̀ 価 吊 に

井 31 号

(磁 軸 55年 度)

輯 立 適 任 学 研 究 所

1981



I.巻 鎖 す

孟

腐 東奮-溝t･･∴･･:･- ･7
研 究 ･簿 竃

Ⅰ▼.研 究 の 義 況
▲.# 責 董 卓 傭
P.轟 島 遍 伝 龍
C.生 毘 遺 伝 蔑
D.生化学漣伝部
E.応 用 遺 伝 缶

F.変 異 逮 伝 部

6.人 難 遺伝 部

丑.故生物漣伝部
L 集僧 逮 伝､部

1.骨 子 漣 軽 部

V.研 究 活 動
A.研 究 業 兼

B.その他の発表文献

C.発 表 瀧 済

飢 その他の研究活動

判.併発材料の収集と保存
YII.行 事

Ⅶ Ⅰ.庶 務

▲.沿 羊

& 組織 (畿儀と職員)
C.土地および建物

B.予 算

】臥 日 誌

F.着 金

6.表 彰

I.栄 誉

L 画着および出版

村;相 法入港伝学普及会

1

8

5

9

9
18
臥

鉱

瓜
仰

臥

即

臥

佑
乃

S3

飴

飢

糾
l00

111
は

l汐

脚

は

111
地

相

は
M

l前

川

'･い･-T3.
W'jp



国立遺伝学研究所年報 第31号

国 立 遺 伝 学 研 究 所

1981



(撮影 中込弥男)



｢
′

ヽ

1

Ⅰ. 巻 頭 昌

近年における遺伝学の進展はまことにめざましいものがある. しかも遺伝学

の関連する範囲は農学,理学,医学と頗る広範囲にわたる.当所では創立以来,

遺伝学の各専門分科間の調和を保つよう注意しながら部門編成,定員配置を行

ってきたのであるが,すさまじいまでの遺伝学の進展の速さと,国家公務員の

一律定員削減との挟撃にあって 十分な対応策がとれないのが残念ながら現状

である.

このため,かねてから共同利用研究所へ脱皮することを検討して来たのであ

るが,これも種々の意見があって,なかなか決断ができなかった. しかし遺伝

学の急速な進展は体制切り替えを遅滞させることを許さず,本年 6月 8日当

所将来計画委員会はついに共同利用研究所に切り替える決意を固めた.そして

このことについて 6月 20日開催の評議員会に審議をお願いした.評議員会は

慎重に検討の結果,原案通り切り替えることが望ましいとの結論を出された.

そこで私は所内各層の諒解を求めた上で,文部省にこの旨申達すると共に,こ

の間題を再び将来計画委員会に戻して切替えのための具体案の作成を求めた.

今年は従来になく国際交流が活重な年だった.所員の海外出張数は前年度の

32件にくらベ18座-と減少したが,海外からの来訪者の数は倍増して,62名

に適した.中でも中国からは各種調査団の来訪が目立った.

学術振興会や外国の学術交流資金によって当所に長期間滞在し,研究を行っ

た人達としてはフランスから GerardSeeond氏夫妻 (応用遺伝部),台湾から

白銀博士 (応用,生化学遺伝部),スイスからJosefAchermann博士 (生化学

遺伝部),アメリカからNancyL.Wanek博士 (生化学遺伝部), ドイツから

HaroldWolfgangKeck博士夫妻 (微生物遺伝部)などがあり,所内は国際

色が豊かになった.

人事の面では応用遺伝部長岡彦一博士が,4月 1日付で停年退職 された.

永年イネ研究陣の1)-ダーとして活躍された博士が当所を離れたことはまこと

に淋しい.一方,かねて欠員になっていた生理遺伝部長に,集団遺伝部の丸山

毅夫室長が起用された.なお残念な記録であるが,前生化学遺伝部長 ･名誉所

負,辻田光雄先生が4月7日急逝された.謹んで御冥福をお祈りする次第であ

る.

所員の栄誉としては変異遺伝部長賀田恒夫博士が環境変異原に関する研究業

績により,日本農学会から賞を受けられた.
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施設の面では遺伝実験生物保存研究施設にネズミとカイコのための附属棟が

それぞれ 3月未に完成し,さらに 9月には微生物保存棟の建築が始まった.

tD 転 i･T,入神



ⅠⅠ.研 究 室 一 覧 (昭和 55年 12朋 1日現在)

部 B･Jl部 可 研 究 室 [室 長 f研 究 可 研 究 補 助 員 等 l客 員･非 常 勤

形質遺伝部 黒 田 行 昭
第1研究室

第2研究室

村 上 昭 雄 深瀬与惣治 ･大 沼昭夫
黒 木 登志夫 (非)
大 森 和 子 (非)

細胞遺伝部

l
生理遺伝部

青 田 俊 秀
第1研究室

第2研究室

丸 山 毅 夫

第1研究室

第2研究室

森 脇 和 郎

渡 辺 隆 夫

山 本 雅 敏

今 井 弘 民

露木正美･榊原勝美
岩崎久治

河西正典

鈴木和代
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部 別 [部 可 研 究 室 E室 長 l研 究 員 l 研 究 補 助 員 等 I 客 員 ･非 常 勤

人類 遺 伝部 t松 永 英
第1研究室

第2研究室 境 雅 子
飯 沼 和 三 (非)

微生物遺伝部 広 田 辛 敬
第1研究室

第2研究室 安 田 成 一

西 村 行 進

山 田 正 夫

集 団遺 伝 部 木 村 資 生
第 1研究室

第2研究室

原 田 朋 子
(旧姓太田)

高 畑 尚 之
青 木 健 一

石井百合子

舘 野 義 男 (非)

註: (併)は併任.(休)は休職,(非)は非常勤研究員を示す.
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Ill.研 究 課 題

課 題 l研 究 部 l担 当 者

A.経 常 研 究
(1) 遺伝子及びその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルス遺伝子 RNA とメッセソジャー RNA の
構造と機能の研究

DNA の一次構造の研究

真核細胞遺伝子のクローソ化と構造 ･機能の研究

大腸菌RNAポリメラーゼとT4RNA 1)ガ-ゼの
遺伝学的酵素学的研究

力イコのフィブロイン遺伝子のクp-ニソグ

(2) 微生物の遺伝学的研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

大腸菌 DNA複製の遺伝的調節に関する研究

大腸菌のDNA複製開始額域の構造と機能に関する
研究

大腸菌のべん毛形成の遺伝学的研究

枯草菌における突然変異･細胞分化に関する研究

(3) 細胞遺伝学的研究

者歯類の細胞遺伝学的研究

腫痔の細胞遺伝学的研究

染色体進化機構及びアリ類の細胞遺伝学的研究

力イコの細胞遺伝学及び染色体組換え機構の研究

ショウジョウパェの細胞遺伝学的研究

魚供の細胞遺伝学的研究

(4) 変異遺伝学に関する研究

放射線及び化学物質による突然変異生成機構の遺伝
生化学的研究
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倣生物 ･培養細胞 ･高等動物による変異 ･がん原物
質の検出とその評価に関する研究

植物における変異原の遺伝的影響の研究

(5) 遺伝生化学の研究

高等生物における形質転換及び細胞分化に関する研
究

血清タンパク及び臓器組織特異性タンパクの遺伝生
化学研究

植物アイソザイムの遺伝生化学的研究

(6) 発生,免疫遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の増殖と分化に関する研究

昆虫培養細胞の遺伝子発現に関する研究

ネズミ現の免疫遺伝学的研究

マウステラトーマに関する発生遺伝学的研究

淡水ヒドラ発生分化機構の遺伝学的研究

(7) 動植物の進化,生態並びに行動に関する遺伝学的研究

ショウジョウバエの行動と種分化の研究

ショウジョウバエ自然集団の遺伝的変異の研究

ネズミ類の種の分化と染色体

-ツカネズミ種分化の遺伝学的研究

ネズミの行動遺伝学的研究

雑草種社会の生態遺伝学的研究

稲と麦類系統の生態的特性の研究

(8) 集団遺伝学の理論的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

集団構造と変異保有に関する数学的研究

(9) 人類遺伝に関する研究

発がん遺伝子に対する宿主抵抗性に関する研究

先天異常の臨床遺伝学的,細胞遺伝学的研究

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究
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研 究 課 題

(10) 育種学の基礎的研究

稲の進化と適応に関する遺伝学的研究

育種理論の研究

天然林の遺伝学的研究

ウズラとニワ7!I)の遺伝学的研究 .

同遺伝質系統の利用によるイネの遺伝子分析
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B.プロジェク ト研究

(1) 特 別 研 究 (文部省)

1) 遺伝学的手法による窒素固定能のイネ科植物-の付与

1. 窒素固定遺伝子資源の開発に関する研究

2. 窒素固定能の向上に関する研究

3. 窒素固定遺伝子に関する研究

2) 発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究

1) 遺伝子レベルの研究

2) 分子レベルの研究

(2) 放射綾の遺伝に及ほす影響の研究 (科学技術庁)

1. 低線量放射線に対する噴乳動物系での効果的な
突然変異検出法の検索

2. 低線量及び低線量率放射線の遺伝子突然変異効
果に関する研究

3. 植物における突然変異誘発と回復に関する要因
の解明

4. 生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊,
低線量照射の遺伝的影響に関する研究
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(3) 環境汚染が動植物の耐性および種社会に及ほす遺伝的影響の研究

C. 系統保存と特性研究
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アサガオ,サ クラ,その他

ショウジョウ/;-摂

カイコ

ネズ ミ類

寄歯煩の実験動物としての開発に関する研究

細菌,ウイルス,ファージ,プラス ミド

培養細胞

ニワ トリ,ウズラ
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lV.研 究 の 概 要

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では,生物の発生過程や突然変異生成過程において各種遺伝的形質がいつど

のようにして発現するかについて,昆虫や噴乳類の培養細胞を用いて研究を行なってい

る.本研究部は2研究室からなり,第1研究室ではカイコを用いて,化学物質や放射線に

よって生殖細胞に誘発され,子孫に伝えられる突然変異の生成横構を卵色や優性致死を指

標として研究しており, また生殖細胞や腫発生の各時期に発現する突然変異の細胞学的,

遺伝学的な解析を行なっている.

第2研究室では,昆虫や鳥類,晴乳類などの培養細胞を用いて,形質発現に関与する遺

伝的要因や細胞環境要因の解析,化学物質によって誘発される突然変異形質の発現機構,

化学物質の作用量と細胞の反応関係の解析などの研究を行なっている.

部長黒田は,8月4日国立京都国際会館で開催された第 16回国際昆虫学会議におい

て,｢体外培養された昆虫細胞の特性｣と贋するシソポジウムにおいて,｢初代培養におけ
るキイロショウジョウバェの肱細胞の特性｣について講演を行ない,諸外国からの昆虫の

組織培養研究者と討議を行なった.また,8月 10日から3日間にわたって比叡山荘で開

かれた ｢昆虫の発生と分子生物学｣と題するサテライト･シンポジウムでは ｢生殖細胞形

成,旺発生および分化｣の分科会の座長をつとめるとともに ｢体外培養によるキイロショ

ウジョウバェの旺発生における遺伝子作用の解析｣について講演を行なった.

そのほか,9月4日軽井沢で行なわれた日米医学協力研究の突然変異 ･がん原専門部会

の ｢食物および消化管の変異原およびがん原物質｣の合同会議で ｢培養ヒト胎児2倍体細

胞に対するアミノ酸熱分解物の突然変異作用｣について講演を行なった. さらに,10月

19-31日,フイリピソ大学で行なわれた ｢東南アジア環境変異原,がん原,催奇形原の

検出と規制に関する会議｣に出席し,｢変異原およびがん原物質検出の晴乳類培養細胞系｣
についての講演を行ない,フィリピンを含めた東南アジア各国からの研修生に対して,培

養細胞を使った検出法の実習指導を行なった.

本年 12月 2-5日,東京において第50回研究会を迎えた日本組織培養学会では,｢日

本組織培養学会 25年のあゆみと将来｣と題する記念講演会を企画し,過去,現在,未来

の組織培養の成果と展望について討議し,続いて行なわれた記念国際シソポジウム ｢環境

発がん物質の検出における晴乳類細胞の利用:その機構と応用｣においても,｢染色体突
然変異｣の分科会の座長をつとめ,外国からの多数の参加者を混えて活発な討議を行なっ

た.

本年度から特別研究 ｢発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究｣が発足し,キイロシ

ョウジョバェの培養細胞を使用して,遺伝子発現の組織特異性,時間特異性の研究を強力

に推進することができた.
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特別研究生としてほ,名古星大学大学院理学研究科博士課程松谷悦哉が,本年も引続い

て培養細胞を用いた形質分化の研究に参加し,また中央労働災害防止協会日本バイオアッ

セイ研究センター準備室研究員伊州直樹および浅倉真澄が,それぞれ昆虫および培養細胞

を使用した突然変異生成機構の研究を行なった.さらに,非常勤研究員として,昭和女子

大学大森和子助教授および,東京大学医科学研究所黒木立志夫助教授が,それぞれ昆虫の

卵形成に関する遺伝子機能の解析,および培養細胞における化学物質の代謝活性化による

突然変異性の研究を推進した.

第 1研究室 (村上)

1) カイコにおける化学物質誘発突然変異生成機構に関する研究

a)生殖細胞発育時期と突然変異反応 (村上 ･伊川):化学物質による突然変異誘発実

験において減数分裂を終了した細胞を対照とした報告例は数多く見られるが,環境化学物

質の遺伝的影響の事前評肺において,減数分裂前の生殖細胞に対する感受性およびその誘

発機構に関する報告例は,分裂後の生殖細胞よりむしろ重要であるにもかかわらず,非常

に限られている.そこでマイトマイシン (MC)をモデル検体として,カイコの雄生殖細

胞を対象に細胞時期別の感受性の変動,突然変異体のスペクトラム,および投与法による

変異頻度の変動などを明らかにする目的で,卵色の特定座位法によって解析した.

カイコの精原 および若い精母細胞期は 1-3令幼虫期に相当し,注射法によって薬剤

MCを授与することが困難なので食下法によって行なった.1-4令幼虫に対して食下法

で投与した結果は以下の通りで,1-3令幼虫期の精原細胞から若い 4令期の精母細胞に

かけて生殖細胞の発育に伴って,単位体重あたりの誘発突然変異率は漸増傾向が見られた.

また,突然異変体のスペクトラムも生殖細胞の発育に伴って変化し,2･3令幼虫の精原

細胞では全体突然変異体が主体で,部分突然変異体の出現頻度は対照区のそれと差異が見

られなかった.しかし,4令幼虫 (精母細胞)では全体 ･部分両突然変異体の出現頻度が

ほぼ同一となることが認められた.

4令幼虫期から蛸期にかけては注射法が可能なので,この方法によってMCの突然変異

反応を測定した.その結果分裂前の精母細胞の感受性は非常に高く,以下精子細胞 (5令

後期)精子 (棉)の順で低下し,分裂前の精母細胞の単位体重あたりMCの誘発突然変異

頻度は精子に比較して約5倍程度高かった.分裂期の細胞 (5令中期)の突然変異のスペ

クトラムは部分突然変異体が主体で,全体突然変異体は対照区のそれよりも多少高い程度

であった.同様なスペクトラムが精子細胞や精子においても観察された.このような精子

形成過程におけるスペクトラムの相異は,問題の生殖細胞がDNA合成前か否かに依存す

ることが示唆された.

つぎに4令幼虫 (精母細胞)における食下法と注射法による突然変異検出感度を比較し

たところ,後者は前者に比較して170倍程感度が高く,この相異は食下法によって投与さ

れたMCが消化管内で分解 ･排推されやすいことに原田すると考えられた.ところが突然

変異体のスペクトラムを比較すると,食下法では全体突然変異体と部分突然変異体が同程

度の頻度であるのに対し,注射法では後者の頻度が明らかに高く検出された.これは消化
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管内で代謝をされたAtCは注射法によって直接生殖細胞に作用するHC構造と異なる化合

物に変化したものと考察された.

ここに観察された結果が一般性を有するかどうかを知る目的で,マウスの特定座位法に

よって顕著な変異原性が見られたェチルニトT,ソウレアを用いて実験中である.

b)低濃度域におけるかび毒素による遺伝的障害の定量的研究 (村上 ･小沢);環境化

学物質の高等生物の生殖細胞におよばす遺伝的障害の危険性評価に関する基礎資料を得る

目的で,カイコの生殖細胞を対象に既知の変異原物質の投与量と突然変異との関係を,劣

性可視突然変異を指標に解析を進めている.昨年われわれは卵母細胞に対して変異原性の

非常に強いマイコトキシンのアフラトキシンBl(AFTBl)とステ])グマトシスチン(STC)

における薬量一突然変異頻度関係を定量的に解析し,かび毒素は 0.1から10f̀gに至る

濃度においてほぼ直線性が認められ,開催は存在しないかそれとも非常に低い濃度域にあ

ると考えられた.そこで AFTBlとSTCの低濃度域の投与量一突然変異頻度のkinctics

を解析した.実験濃度は対照区 0,0.007,0.035,0.07fLg/g体重であった.その結果,

STCの 0.035FEg/gにおける突然変異頻度は対照区のそれと差異が認められず 0.035と

0.07FEg/gの問に閲値が存在し,一方 AFTBlではいずれの濃度における変異頻度もとも

に対照区のそれよりも高くかつ直線的な薬量一突然変異頻度関係が認められ,閲値はたと

え存在しても0.007JJg/gよりさらに低い濃度域にあることが示唆された.

これまでに得られた既知のかび毒素 (AFTBlとSTC)および精神安定剤クPPデイア

ゼェポキサイドとジアゼパムの変異原物質の Do8e-kineticsの比較から,AFTBlが最強

の変異原性があり,ついで STCが続き,両 トランキライザーの活性はかび毒素の数百分

の-程度であることが観察された. また, 自明のことながら閥値は変異活性の高い (低

い)化学物質程低 (高)濃度域にあることが認められた.

C)化学変異原物質による優性致死突然変異 (村上):変異原物質は大別して遺伝物質

に直接作用するものと,環境変異原物質の大部分を占めしかも生体内で代謝活性化されて

初めて変異原性を現わすものとの2種類に分類される.われわれは数年来カイコの生殖細

胞系を用いて,環境変異原物質の遺伝毒性の有無を検出する系の開発を試みてきた.カイ

コにおける主な検出系は卵色の特定座位法で,検体の投与はその容易さから婦期 (卵母細

脂,精子)に行なってきた. このテスト系は-化合物の突然変異実験に 2,000 匹前後を

必要とし,突然変異頼度の計算までにはかなりの時間と経費を必要とする.その上大部分

の間接変異原物質の変異原性は他の検出生物系において陽性であったにもかかわらず陰性

であった.

そこで検出法は簡便でしかも経済的な受精卵の僻化率の低下を指標とした優性致死突然

変異検出法によって,代表的な化学物質の変異原性の有無を調査した.化学物質は中期の

棉 (卵母細胞または精子)に注射法によって投与しそれぞれ反対の性の個体を交配し,そ

の結果産下された Fl受精卵の筋化率の低下を計測し,対照区の征子の致死率を基準に,

問題となる化学物質の優性致死突然変異誘発能の有無を検定した.その結果,卵色の特定

座位法で陽性のものはむろんのこと,陰性であった間接変異原物質 (アセチルアミノフル
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オレン:ヒダントインなど)でも陽性の反応を示すことが認められた.とくに興味あるこ

とは,染色体異常に由来する優性致死が検出される雄桶 (精子)において陰性であったが

雌嫡 (減数分裂前の卵母細胞)を対象とした場合にのみ陽性となりその上感度が高いこと

である.この致死事象は染色体異常よりむしろ細胞分裂異常による可能性が示唆された.

2) 低線量域における電離放射線の突然変異誘発効果 (村上 ･深瀬):Ⅹ一線および原子

力の利用に伴って放出される微量放射線の人間の遺伝に及ぼす影響の事前の評価は重要な

問題である.従来,放射線の遺伝的影響の研究は主に高線量域でなされ,低線量域におけ

る知見は必らずLも充分とはいえない.したがって低線量域における突然変異反応の解析

は高線量域との関連のみならず,低線量域の突然変異誘発機構そのものを明らかにする上

でも有意義と考えられる.低線量域における突然変異反応の定量的解析には均一なしかも

大量の生殖細胞集団を必要とする.この点,カイコの減数分裂中期の卵母細胞は産下直前

の蛾の体内にあり,比較的容易に大量の材料の集収が可能で,しかも感受性の高い時期で

もある.その上,染色体生物を対象とした低線量域の研究はショウジョウバエの雄生殖細

胞を対象にしたものが 2,3あるが,雌の生殖細胞については一編の短報がみられるにと

どまる.このような観点からしてもカイコ卵母細胞における実験は興味あるものと考えら

れた.

突然変異は卵色の特定座位法によって測定した.化蛾後間もない野生型の雌蛾に 180

KUPX一線 (線量率 300R/min)を 0,25,50,100,200Rを照射した.各線量区ごと

に数十万前後の個体数を観察の対象とした.

その結果,線量-効果関係は 95% 信頼限界内でいずれの座位の全体 ･部分両突然変異

とも25-200Rの問において直線的関係にあることが観察された. なお検出座位によっ

て感度が異なり, pe座位の自然誘発突然変異頻度は 2.4-8.8×10-5で照射区 25Rの

頻度とほぼ同一か多少高く,re座位のそれは 0.0-0.8×10-5で25R照射区の値より明

らかに低く,25R以下の低線量域の実験が可能である. ところで致死を指標とするカイ

コの放射感受性は晴乳類のそれに比較して1/10-1/1000とかなり低く,卵母細胞の LD50

は 2-4kR前後で照射線量 25Rはかなりの低線量と言える.今後生殖細胞の発育時期

別の細胞についての低線量域の突然変異反応について追究し,閥値の有無などを明らかに

したい.

3) カイコにおける細胞遺伝学的研究

a)カイコ雌3倍体の不妊性の遺伝学的解析 (村上):近年,倍数体は種の形成,癌細

胞の病理,生殖細胞の形成枚横などの観点から改めて注目され,数々の生物種で研究が行

なわれている.カイコは倍数体の自然発生頻度が高いことや人為的な誘発手段が確立して

いて,倍数体の遺伝学的研究に都合のよい材料である.カイコの3倍体は不妊であると一

般に認められてきたが,その症状は変化に富み,それに介在する機構は他の生物種でなさ

れている説明のほかの機構も関係している可能性が考えられた.

そこで染色体組替え事象の解析の過程に得られた300匹前後の3倍体雌と正常2倍体雄

との交配を行ない,そこに産下された卵を観察の対象に不妊性の機構について追究した.
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その結果,それら卵の不妊症の発現時期を観察分類してみると,一般に認められる様相と

は異なって,減数分裂開始以前の卵形成期異常に起因するタイプから,精 ･卵核合体以後

の形態形成期の異常による広いスペクトラムが観察され,カイコ3倍体雌の不妊性が一般

に受け入れられているような染色体の分離異常だけでなく,卵形成に関与する遺伝子の発

現機構の異常にも起因する可能性が示唆された.なお不妊率は他の生物におけると同様ケこ

非常に商いが,Fl個体中には腫形成を完了し,貯化に至る場合も低頻度ながら認められ,
カイコ3倍体雌は完全不妊でないように見受けられた.

b)Ⅹ染色体の異常組換え価を示す系統の分析 (村上 ･大沼):カイコ雄において第一

(Ⅹ)染色体の末端から中程 (soh-od問)にかけて組換え価が極端に低く,先端から中程

(08-sch間)にかけての組換え価が正常に比較して2倍程高い系統が兄い出され,その系(/( ､､
統の由来についてはすでに記述した.その際,その系統の染色体構成はⅩ･IIIZe･Ⅹか
Ⅹ･ⅠⅠIZeであると推論したが,今年度は染色体構成についてより詳細な分析と異常組換え

価を示す原因について併せ て考察した.その結果,Y染色体に転座した Zdra座位を

含む 3連関群がさらに Ⅹ染色体の末端 (ad座位:49.6)に転座した複雑な染色体構成

Ⅹ･(Y)ⅠⅠIZeを有することが明らかとなった.このような染色体構成の異常は sch座位よ

り右側 (sch-cd間)の相同部分の親和力 (対合)を低下させ,結果的に組換え価が減少

したが,一方 sch座位近傍から os側の組換え事象は干渉現象が低下しscA-os間の組換

え価を増大させたものと考察した.

4) カイコ第1(Ⅹ)連関群における新しい劣性致死突然変異遺伝子座位とその特性 (村

上:大沼)

a)腫子致死突然変異体:Ⅹ染色体の構造,機能およびY染色体との関係を明らかにす

るためには,多数のⅩ染色体上の遺伝子座位が知られていることが望まれる.そこで最近

開発された伴性劣性致死突然変異法を用いて,ジエチル硫酸によって誘発された伴性致死

突然変異体の中で,これまでに遺伝子分析の結果,座位が一応確定した8系統について記

述する.

変異体の座位の推定は,致死遺伝子を-テT,に有する雄 (l++/+sohod)と,第 3染

色体に座乗する虚蚕 (Ze)遺伝子で標識されたY染色体とSChとod油遺伝子で標識さ

れたⅩ染色休を有する転座系統 (十schod/YBe)雌個体との BFl個体を作り,それら個

体のうち野生型蟻色蚕 (8Ch)の幼虫を飼育し,いわゆる3点実験法で,新たに検出され

た劣性致死突然変異体の座位を求めた.その結果,致死突然変異 (遺伝子)系虎 L-2は

Ⅹ染色体上15.0の位置に以下 l-3(16.4),i-5(21.5),l-7(12.0),l-9(38.9),l-ll

(35.2),l-14(82.4),ト16(28.2)の 8遺伝子座位をⅩ染色体上に追加することができ

た.なお,それらの致死遺伝子は従来から知られている致死遺伝子とは異なったものであ

った.現在,同様の方法によってえられた 10数系統の伴性致死変異体の座位について分

析中である.

b)幼虫後期致死突然変異体:この突然変異体 Ine(non-ecdyciallethal)は性 (Ⅹ･Y)

染色体の放射線誘発組換え実験の過程で,5令幼虫の卵母細胞にⅩ線2000R照射し正常
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雄との交雑 Flに検出された.この致死遺伝子は4眠期の雌を不脱皮によってほとんど致

死させ,たとえ4眠脱皮を無事通過した幼虫でも,蛸期脱皮が全うされず最終的には全て

の雌個体を致死に至らしめる.なお致死事象は荘子期から4令幼虫期にかけて両性とも認

められない.この突然変異系統の致死性は不脱皮に起因する神経一内分泌系の欠陥による

ものと考えられ行動遺伝学上興味あるものと言える.しかもこの致死性がⅩ染色体に座乗

する伴性遺伝形質である事実は,この致死変異体の遺伝的行動分析に際して実験材料とし

て便利であるばかりでなく,この遺伝形質は眠性 (脱皮)機構を追究する上においても重

要なものと考えられる.なお,lne突然変異体は Ⅹ･Y染色体問の切断一転座形成の際に
その切断点の近傍に生じた ものと考えている.この Ineの Ⅹ 染色体上の位置について

は最終的な結論に達していないが,Schを基準として ±11% 前後に座乗しているようで

ある.現在詳しい座位について測定車である.

第 2研究室 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒m):キイロショウジョウバ

エには多くの伴性劣性致死突然変異があり,これまでこれらの致死肺.の細胞を体外培養し

て,致死遺伝子の組織特異性および時間特異性の解析を進めてきた.これらの伴性致死突

然変異の多くは母性効果があり,致死遺伝子ホモでも野生遺伝子と-テロの母親から生ま

れた個体は,正常に成体にまで発育し,致死腫からの培養細胞も,その培養液に-テロ個

体の卵細胞質抽出物を加えることによって,その異常欠損が帽復される.

このような卵細胞質中の有効物質の形成や,肱の形質分化の決定に関与する卵細IruTfの
極性形成などの過程を解析するためには,蛸期における卵射J,]での卵成熟など生殖細JJL!形

成過程を研究することが必要である.このために本年度はキイロショウジョウノミェの桶期

より取り出した生殖巣および生殖細胞の体外培養を試み,これらの成熟,分化の過程をし

らべた.

キイロショウジョウ/ミニの伴性?,h･性不妊突然変異 fSeSl(1-22.7)を用いて.産卵直後

の卵を滅菌し,無菌状態で発育させた桶から精巣および卵巣を取り出し,10% 牛胎児血

清および 0.1FLg/mlフェツインを含む合成培養液中で体外培養し, これら生殖巣の発育

過程および生殖細胞の成熟分化の各過程を継時的に観察した.

嫡化後 48時間の桶から取り山した精巣は,すでにその後端が,/i殖ii;=原基より分化し

た輸精管と結合し,精巣の螺旋構造の形成が始まっている.螺旋周辺部 (精巣前.:那)に

は,主として精原細胞が,螺旋･トむ部 (精巣後部)には,主として精母細胞が見られるが,

培養条件下で,精原細胞より精母細胞嚢の形成が進行し,精巣の著しい成長が観察され

た.

このような精巣より単一精母細胞嚢を分離して培養すると,これらが同調的な減数分裂

を行なうのが観察された.精母細胞零からさらに単一精母細胞を遊離して培養すると,こ

れらの精母細胞は精細胞に分化し,さらに精子尾部の形成,伸展とともに成熟精子が束状

に形成されるのが観察された.体外培養条件下でのこのような精巣の著 しい分化に対し

て,同時期の卵巣の培養では,卵巣および内部の卵原細胞には,めだった発育,分化はみ
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られず,f8981遺伝子の雌生殖器および生殖細胞に対に対する選択的作用発現を示唆し
た.

2) ウズラ肱の培養細胞を用いた細胞分化の研究 (黒田･松谷):鳥類肱の肢芽から遊

離した間充織細胞は,体外培養条件下で軟骨細胞に分化するが,培養を始める際にシャー

レにまく間充織細胞の密度を増大させると,軟骨分化の程度は指数函数的に増大する.こ

の軟骨分化の細胞密度依存性は,細胞間相互作用による物理的接触と,細胞生産物の蓄積

が関与するものと考えられ,細胞間接触を種々に変化させることにより,軟骨分化の安定

性が変化することをすでに報告した.本年度はさらに細胞を凝集させる作用が知られてい

る数種のレクチソを用いて,細胞凝集を人為的に制御することによって,軟骨分化を促進

させることを試みた.

発生段階 20-21のウズラ腔の後肢芽から解離した間充織細胞を,微少滴培養法を用い

て培養し,レクチソとしてはコンカナバリンA(ConA),コ-ク酸コソカナパT)ソA(s

ConA), ド])コス凝集素 (DBA),および小麦腫芽凝集素 (WGA)を用いた.培養開始

後 24時間より, これらの レクチンを加え 24時間細胞を処理し,正常培養液中でさら

に 48時間培養して,細胞を固定,染色し,軟骨細胞に特異的な渦巻き状の構造 "結節''

(nodllle)の数を算定して,軟骨分化の程度を判定した.

上記4種のレクチソについて,種々の濃度で細胞を処理して軟骨分化の程度をしらべた

結果,ConA とDBAは軟骨結節の形成に対して低濃度では効果がなく,sConA と

WGA は有効で, とくに SConAはもっとも効果があり,50FLg/mlの濃度で,軟骨結

節の形成がこれを加えない対照に比して 24時間も早くみられ,その数も2倍以上であっ

た.この場合,らconAの添加によって細胞増殖にはほとんど影響を与えないことから,

SConAは細胞数を増加させてその結果細胞密度を増大させ,軟骨分化を促進したのでは

なく,直接細胞間の接触を増大させ,これによって軟骨分化を促進することが分った.揺

養開始直後に sConAによって細胞を処理すると,細胞は収縮して凝集塊を作るが,細

胞数は著しく減少することが分った.これらの結果は,処理条件を適当に設定すれば,軟

骨分化の初期過程の解明にレクチンは有効な解析手段として使用できることを示した.

3) 晴乳塀の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究

a)ヒト正常2倍体細胞に対するアミノ酸熱分解物の突然変異誘発作用 (黒田):ヒト

胎児肺臓由来の正常2倍体細胞を用いて,種々の化学物質による突然変異の生成とその誘

発機構についての研究を進めている.本年度は昨年度に引続いてアミノ酸熟分解物である

ト1)プ-p-2,グルーP-1,グ′レP-2の細胞生存率および8-アザグアニソ(8AG)抵抗性突然

変異誘発作用についてしらべた.

トリプーP･2については,まず細胞生存率に対する作用は,細胞を種々の濃度の トリプ-

p-2で 1,2,4,8,16および 24時間処理し,正常培養液で 14日間培養後のコロニー

形成率によってしらべた. トリプ-p-2の各処理時間において,それぞれの細胞生存率は.

ト1)プーP12の濃度に依存して低下するが, ト1)プ-p-2の濃度と処理時間の積を作用量と

して,同じ作用量によるト1)プ-p-2の細胞生存率に与える影響を各処理時間について比
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較すると,1,2,4時間のような短時間処理の方が,8,16,24時間のような長時間処理

よりも細胞生存率に対する影響が大きく,昨年度 トリプ-p-1でみられたのと同様な,演

度率効果がみられた.種々の濃度のトリプ-p-2で 4時間細胞を処理した場合の 8AG抵

抗性突然変異誘発作用は, トリプ-p-1に比較して弱く,0.3FLg/ml以下の濃度では誘発

突然変異のコロニ-はまったく出現せず,1.OFEg/mlおよび 3.OFLg/mlの濃度でわずか

に突然変異の誘発がみられた.

グルーP-1およびグルーP-2は,細胞致死作用も,8AG抵抗性突然変異誘発作用も,と

もに弱く,100Flg/mlの濃度でもグルーP-1で 93%,グルーP12で 87% の細胞生存率を

示し, また突然変異もグルーP-1の 0.3FLg/mlでわずかにみられ, グルーP-1の濃度の増

大とともに誘発率は少しずつ上昇したが,30FLg/mlでも誘発率はきわめて低かった.こ

れらの結果は, トリプ-p-2,グルーP11ともに, ヒト正常 2倍体細胞に対しては,その

突然変異誘発作用発現に肝 ミクロソ-ムの添加など代謝活性化を必要とすることを示唆し

ている.

b)チャイニーズ･,､ムスク-細胞に対するトt)プトフアン熱分解物の作用 (黒田･浅

倉):突然変異生成過程における化学物質の作用量と細胞の反応関係を定量的にしらべる

のに,チャイニーズ･-ムスターの培養細胞はi)正常2倍体の核型を安定に保持してい

る.ii)培養が比較的容易で高いコロニー形成率を示す.ことなどから有利な材料である.

アミノ酸の熱分解物の噛乳類培養細胞に対する突然変異誘発作用をしらべる研究で,ヒト

正常2倍体細胞と比較するために,チャイニ-ズ･-ムスク- V79細胞を用いて, トリ

プ-p-1および トリプ-p-2の突然変異作用をしらべた.

細胞生存率に対するトリプ-p-1および トリプ-p-2の作用は,4時間処理で細胞生存率

を 50% に低下させる濃度は,それぞれ 2.6FLg/mlおよび 12.3FLg/mlで, ヒト正常 2

倍体細胞に比べて, トリプ-p-1に対してほ感受性が高く, ト1)プ-p-2に対しては感受性

が低かった.また,8AG抵抗性突然変異誘発作用は, トリプ-p-1および トリプ-p-2の 4

時間処理で,いずれも0.02fLg/mlの低濃度で対照よりもやや高い突然変異率が得られた

が,処理濃度の増大にともなう突然変異率のめだった上昇はみられなかった.これに対し

て,ウアバイン (OIJA)抵抗性を指標とした突然変異誘発作用は,8AG抵抗性を指標と

した場合の約1/10で,はるかに低かった.

トリプトファン熱分解物は,微生物の系では代謝活性化を必要とすることが知られてい

るので,チャイニ-ズ･-ムスク-V79細胞を用いて,肝 ミクpソーム分画を含む薬物

代謝活性化酵素系 S-9Mixを加え, トリプtP-1の細胞生存率および突然変異誘発率に対

する影響をしらべた. トリプ-p-1に S-9Mixを加え細胞を 4時間処理した場合の細胞

生存率は, トリプ-p-1のみで処理した場合とほとんど差異は認められないが,8AG抵抗

性突然変異誘発作用は, トリプ-p-1のみで処理した場合の約3倍,OUA抵抗性突然変異

誘発作用は約 1.5倍に上昇した.

4)がん細胞の細胞接着性の細胞周期による変動 (黒田):正常細胞のがん化にともな

う変化の1つは,細胞膜の構造的および機能的な変化である.細胞膜機能の指標として,
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細胞相互の接着性が,細胞のがん化にともなって著しく変化し,細胞膜関連物質としてア

ミノ糖およびそのアセチル誘導体を外から加えると細胞の接着性がその悪性度と関連して

変化することがこれまでの研究で明らかになった.このような細胞相互の接着性は,細胞

周期によって変動し,これが細胞の分裂,増殖を調蔀する可能性も考えられる.

ヒト子宮がん由来の EeIJaS3細胞では,細胞相互の接着性は,X 耕および S期初期

で高く,G1期,S期後期および G皇期に低いという2相性を示したが,これと対比する

ためヒト正常2倍体細胞の細胞周期にともなう細胞相互の接着性の変動をしらべた.1%

血清で 36時間処理,続いて10JAl-イドpキシウレアで 12時間処理によりGl/S境
界に岡諭した細胞を,種々の時間単層静置培養し,それぞれの細胞を再遊離し,旋回培養

1時間後の単∵遊離細胞の割合を細胞接着性の指標とした.この結果,S期の進行ととも

に射胞接着性は低下し,S期後期には最小値を示し,G2期に入ると接着性はふたたび増

大し,M期からG1期に入るとともに接着性はふたたび低下した.

このような細胞周期にともなう接着性の2相性の変化は,EeIJa細胞の場合と本質的に

は同じであるが,各時期の接着性は,正常2倍体細胞の方が,IIeI.a細胞よりも高く,こ

れが細胞のがん化と関連した変化と考えられる.

5) キイpショウジョウバェの野外集団の卵の筋化率等に関する研穿 く湊):キイpシ

ョウジョウバェ Oregon-R系統の種々の実験室内厨青系統問には,筋化率や婦化率,漢

たは酵母を過勲に摂取した時にみられるそれらの低下傾向などの諸性質に大きな差異が存

在する.そこでどの系統が野外の自然集団に近いかを知るために,野外集団の-工での上

記諸性質について調査した.

三島市内2カ所で採取されたそれぞれ雌雄1対に由来する 16系統について,突放室飼

育 (酵母, トウモロコシ粉,果糖,寒天で飼育),3代目に,産卵率,卵死亡率,幼虫死亡

率,蝋死亡率,蝿化日数などについてしらべ,0柁gOn-R の実験室飼育の3系統と比較し

た .

産卵率に関しては,野外系統の多くは,用いた条件下で,OregozI-Rの3系統 (7.3,

9.6,および6卵/雌/日)よりは低い平均5.5卵/雌/日を示した.卵死亡率に関しては,

野外系統中には,10%を越える数系統が含まれ,全体の平均値は6.5%であり,OregoIト

Rの3系統が示す卵死亡率 1.8%,2.4,および 5.3% よりも高い値を示した.したがっ

て卵死亡率については,自然集団は実験室飼育集団よりも高いようである.

幼虫死亡率についても同様な現象がみられ,野外系統の中のいくつかは 20%以上の値

を示し,平均でも12.2% とOregon-Rの3系統の示す平均 2.4% よりもかなり高い値

を示した.桶死亡率に関しては,野外系統とOregon-Rの3系統はいずれも1-3% でそ

の間にあまり差異はなかった.平均焼化日数については,Oregon-Rの3系統はいずれも

6.1日前後であったが,野外系では 5.8日前後のものと,7.0日前後のものの2つの群

に分れた.
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B. 細 胞 遺 伝 部

この部では主にネズミ規および昆虫類を材料として,遺伝および進化の現象を染色体の

形態や分子の面から研究した.またネズミ類の系統繁殖も本研究部の重要な研究課題とし

た.第1研究室では前年度に引続いてクマネズミ,イソドトゲ-ツカネズミ,ミラルディ

ア等の野生ネズミ類の細胞遺伝学的な研究をおこなうと共に,実験室での交配実験や系統

繁殖をおこなった.特にクマネズミの染色体については東大出版会およびパーク大学プレ

ス (パルチモア)より著書 (研究業績参照)を出版し従来の研究を総括した.また分瑛学

的にクマネズミに近く,実験動物として多く使用されているラット (ドブネズり に染色

体変異や遺伝子突然変異などを発見したので,その遺伝学的調査と系統の育成をおこなっ

た.なお日大三島短大らとの共同研究で昨年度に引続き魚溝の細胞遺伝学的な研究も進め

た (吉田).本年度よりオーストラ1)アおよび米国で細胞遺伝学の研究に携わっていた山

本研究員が着任し,主にショウジョバ-を材料として相同染色体の対合の機構や-テロク

ロマチンの機能に関する研究を推進し,また味覚の突然変異体の遺伝学的研究等もおこな

った.文部省総合研究 (A)｢小型晴乳動物の実験動物化に関する研究｣が代表者 ･吉田

として進められた壬

第2研究室では-ツカネズミ亜種分化に関する細胞遺伝学的,遺伝生化学的および免疫

遺伝学的研究がおこなわれた.野生マウスの主要組織適合抗原 (Ⅱ-2)に関する免疫遺伝

学的研究も進められ,その一環としての日本産野生由来のH-2遺伝子を持つB･10,MOL

コソジェニック系統の育成も数系が完了した.マウス亜種間雑種を用いた発癌実験も昨年

に引続き進行中であり成果の一部を7月の癌学会シンポジウムで発表した (森脇).マウ

ス,ショウジョウバェ亜種間雑種における減数分裂の研究もかなりの発展をみた.一方,

日本産野生メダカの分布と遺伝生化学的変異の探索もおこなわれ,ほぼ完成に近い.また

本年度購入した走査型電子顕微鏡によるア1)類分化の形態学的研究も始められた.この他

染色体進化に関する理論的考察も前年に引続き進められている.

青田部長は日印学術交流により10月 21日より11月 9日までインド国へ出張した.

その間カルカッタ大学その他インド国内数カ所の大学にて研究連絡,講演および材料の採

集をおこなった.森脇室長は第4回国際免疫学会出席 (パリ),第2回マウス分子遺伝学

ワークショップ出席 (オールース,デソマ-ク)および Dr.Gropp(高等医学研究所,l)

ユーペック,西 ドイツ)との共同研究のため 7月 19日から8月 17日までヨーロッパ

に出張した.

特別研究生としては,春木孝祐 (大阪環境科学研),横川 泰 (九州大学医学部),浜田

俊 (沼津学園高校),室伏 誠 (日大三島),城石俊彦 (東北大学大学院),加藤秀樹 (実

験動物中央研究所),宮下信泉 (静岡大学大学院),酒泉 満 (東京大学大学院),松田宗

罪 (東京都立大学研究生),松田洋一 (名右足大学大学院)らが加わった. またインドよ

りB.B.Parida(Utkal大学),およびビルマよりK.M.Zaw (Bio-MedicalResearch

Center)が外国人研究員として滞在した.
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第 1研究垂 (吉田)

1) ドブネズミの核型分化,I.Lewis系ラットに生じた第 1および第 12染色体の転

座 (吉田):ドブネズミ(RattuenOrVegiouS)はクマネズミ (R.raltus)の近縁種で,

核型分析その他の調査から前種は後種のアジア型 (2n=42)から分化したであろうと推察

された.ドブネズミの染色体数はアジア塾クマネズミと同じく2n-42で,核型も両種は

非常によく似ている.クマネズミには染色体の数と形に閑し多型や地理的変異が頻繁に観

察されたが (青田1964-1980), しかし近縁種であるドブネズミには染色体変異が非常に

少なく,極く少さい逆位が第3染色体に起っているという報告がなされた程度である (普

田 1965).ドブネズミにおける染色体異常の有無を知るには調査個体数を更に広げる必要

がある.まず手始めとして実験室で飼育しているいわゆるウィスク-由来のラット65頭

について核型を調査した.その結果,LewiS系の 1頭 (雌)に,第 1と第12染色体間

で転座を起している個体が発見された.すなわち,小型のサブテロセントリック染色体対

(no.12)の一方の長腕部に切断が起こり,その切断端がサブテロセントリック第 1染色

体対の一方の短腕部に転座していた.したがって第 12染色体対の一方は小さなメタセン

トリックに変化し,逆に第 1染色体対の一方の短腕が正常のそれよりも長くなり,いず

れも異型接合対となった.尾端部培養によって観察された 50個の細胞は全て第 1と第

12染色体は異型接合的であった.

この染色体異常が遺伝性であるかどうかを調べるた削こ,正常 Lewis系姓ラットと交

配して 17頭のFlを得た.それらのうち9頭 (雌 :雄 4)は正常核型を示したが,8頭

(雌 5:雄 3)は転座染色体型であり,予測したとおり正常と異常がほぼ均等に分離した.

このような子孫における染色体の分離比から,本個体は生殖細胞でも体細胞と同様 1/12

染色体転座をもっており,それらは規則正しく子孫に遺伝することが判明した.転座染色

体をもつ8頭のうち雌1頭の第1染色体は転座/正常一細胞の外に転座/逆位一細胞をも含む

体細胞モザイックであることが判明した.(Proc.才ap.Acad.56B･.268-272,1980).

2) ドプネズネの核型分化,Ⅱ.第1染色体 モザイックラットとその遺伝 (吉田):
LewiS系ラットの雌1頭に,第1染色体が 1/12染色体転座と正常染色体に閑し-テtZ

(以下 t/+)となっていたことは先に報告した. この転座-テp雌 (t/+)と正常雄 (以

下 +/+)との交雑によって得た 8頭の-テロ個体 (t/+)の中の,雌1頭は体細胞に2

種類の核型をもついわゆるモザイック個体であることが判明した.核学的なモザイックラ

ットの出現は非常に珍らしい現象であるので,この個体の核学的特異性およびモザイヅク

個体における染色体の子孫への伝達等について調査した.

モザイヅク個体に含まれている2種の核型のうち,1種は母親と同じ転座と正常染色体

の-テロ型 (t/+)であったが,他は転座染色体の相手の正常第1染色体に逝位 (pericen-

tricinver8ion)が起ってサブメタセント1)ックに変化し,転座と逆位に閑し異型対 (以下

t/i)となっていた.これら2種の細胞 (t/+ とt/i)の含まれる割合を尾端部および耳端

部培養細胞で調べたところ,ほぼ 1:1で含まれていた.しかし骨髄では t/i細胞の方が

t/+ 細胞よりも多少多かったが,全細胞の合計でほぼ 1:1の割合で含まれていた.
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この雌個体の生殖細胞におけるそザイック性については不明である.もし体細胞と同じ

モザイックであるならば,正常堆ラット (+/+ 細胞)と交雑して得た Flは,正常核型
(+/+),転座と正常の-テT,(t/+)および逆位と正常-テT2(i/+)が,それぞれ 1:

2:1の都合で生れるはずである.hng･Evan8系正常雄ラットとの交配によって 6頭の

Flが生れたが,それらは1(+/+):3(t/+):2(i/+)の都合で分離した.これは (t),

(i)および正常染色体が均等に分離するとして期待された分離比とほぼ一致した.これら

の結果から,モザイック雌個体の生殖系も体細胞と同様に2型の紳胞からなるモザイック

であること,I/+ とt/i細胞は体細胞と同様はば同数ずつ含まれていたこと,および両

種の細胞に含まれていた染色体がそれぞれに独立して子供に伝達したことなどが明らかと

なった.本モザイク雌個体の発生の原因としては,恐らく発生の非常に早い時期,即ち第

1卵分割直後に,一方の細胞の第1染色体に適位が起って生じたのであろうと考えられた

(Proc.才ap.Acod.56B:322-327,1980).

3) ドプネズミの核型分化,Ⅲ.1/12転座-テロ染色体の分離と転座系ラットの育成
およびその妊性 (青田):第1と第 12染色体転座ラット(Lewi13系)と,正常ラットと

の交配から,染色体転座に閑し-テT3やホモ個体を多数得ることができた.今回は転座-

テロ (t/+)と正常ホモ (+I+)の交配 (t/+9×+/+8および +/+?×t/+8),お

よび転座-テT]同志の交配 (t/+?×t/+8)から,正常ホモ型 (+/+),転座と正常の

-テロ型 (t/+)および転座ホモ型 (tit)がどのような割合で子孫 (Fl)に分離するかに

ついて調べると共に,転座ホモ (t/i)個体の妊性等について調査した.

転座-テT,(t/+)と正常個体 (+/+)の交配では,雌雄を逆にして合計 148頭の Fl

を得た.これらは正常ホモ (+/+)と範座-テロ (t/+)が 83:66の割合で分離した.

転座-テロの個体は期待値よりも多少少ないが,期待値 (74:74)との間で有意な差異は

認められなかった.次に-テロ同志 (t/+)の交配から68藻の Flを得た.これらは正

常ホモ (+/+)が 18頭,-テロ (t/+)が43頭,および転座ホモ (t/t)が7頭の割合

で分離した.分離の期待値 (17+/+:$4t/+:lワt/t)よりも,転座ホモ (t/t)の出生は

かなり少なく,また逆に-テロ (t/十)個体が多く生れ,観察値と期待値の問に有意差が

認められた.-テロ同志の交配では恐らく染色体の不分離等によって分離にひずみが生じ

たものと思われた.

-テT,同志 (t/+)の交雑から転座ホモ (I/t)の個体が生じ,それらの交雑によって転

座ホモの系統を育成することができた.これら転座ホモ同志の交配によって生れた 16腹

148頭の平均産仔数は 9.2±8.2で,これは対照の正常染色体同志の交配による平均産仔

敬 (7.4土8.3)よりもかなり高かった.調査個体数が少ないが,転座染色体をホモにもつ

個体は生存上決して不利Klなることは無いと結論されよう.ドブネズミにおける 1/12転

座系統の作成は世界で初めてであるのでこれを LET一系と命名した (Pr舵.才ap.Acad.

668:487-442,1980).

4) ドブネズミの核型分化 Ⅳ.第1染色体逆位-テロの子孫における染色体分離と逆

位系ラットの育成ならびにその妊性 (青田):第 1染色体が 1/12転座-テp(I/+)と
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転座 ･逆位-テロ (t/i)に閑しモザイックの Lewiさ系ラットを得たので,それと正常ラ

ットとの交配から逆位-テロ (i/+)を分離することに成功した.逆位-テロ同志の交配

から逆位ホモ (i/i)個体を作り,更にそれを基として道位系を育成することができた.

逆位-テロと正常ホモの交雑によって得られた 50頭のラットは,正常ホモ (20)と逆

位-テロ (30)の割合で分離した.これは分離の期待比 (25:25)と有意差は無かった.

次に-テロ同志の交配によって得た 50頭は正常ホモ (19):逝位-テロ (22);逆位ホモ

(9)の割合で分離し,分離の期待値 (12.5:25:12.6)との間で有意差があった.すなわ

ち逆位ホモが期待値より有意に低く,逆に正常ホモが高かった.逆位-テロ同志の交配か

ら逆位ホモ個体を得たので,逆位ホモ同志を交配して,これらラットの妊性を検討した,

逆位ホモ同志の交配 13腹 97頭の平均産仔数は 7.4±2.8で,これは正常同志の交配に

よる平均産仔数 7.4±3.3と殆んど差異はなかった. しかし-テロ同志の平均産仔数は

5.7±2.3で正常または逆位ホモ同志の交配による産仔数よりも有意に低かった. これは

前述した逆位ホモ個体の出現の低下に原因したと思われた.逆位ホモ同志の場合には染色

体は雌雄共にバラソスが保たれ,減数分裂および受精等には何等支障がないためと考えら

れた.

第1染色体逆位ホモラットは兄妹交配5代に達し,これを仮にLEM系と命名し,染色

体逆位をもつ新 しい ラッ トの系統として報告した (Jap.Jour.Genet.SS:397-403,

1980).

5) ドブネズミにおける核型分化,Ⅴ.染色体逆位系統 (LEAI)に生じた無毛性ラット

(青田):第1染色体に逆位を生じ,サブテロセントリックがメタセントリックとなったラ

ットの系統 (I.EM)に,兄妹交配5代目に無毛性が生じたので,その遺伝性および染色

体について調査した.

無毛症ラットについては,すでに4種の遺伝子 (hr,n,f38,および rnu)による突然

変異が報告されている.形態的にこれらの無毛性と現在得たそれとを比較したが,形状が

それぞれ多少違っているので,染色体逆位系 (LEW)に生じた本無毛性は新しい遺伝子に

よるのではないかと推察し,それを bared(ba)と名づけた.baredラットの染色体は他

の逆位系 (LEN)と同じで,第1染色体がメタセント])ックとなっていた.それ以外の染

色体異常は観察されなかった.これらの観察からbaredラットは,新規の染色体異常に

基づいて生じたものでは無く,本系統の遺伝子突然変異によると推察された.無毛症(ba)

は逆位系統から生じたもので,遺伝子が逆位をおこした第1染色体上に存在するかどうか

はリソケージテストをおこなえば容易に判明するので,唯今研究続行中である.

染色体の転座,逆位および無毛性突然変異等が連続的に生じたので,突然変異の連続的

な発現の可能性を示唆した.

6) インドトゲ-ツカネズミの肺培養細胞における姉妹染色分体交換の頻度 (吉田･井

上*):イソドトゲ-ツカネズミ (Musplatythrix)の染色体数は 2n=26で,全て棒状

*酪農学園大学獣医部
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である.一般にマウス (MusnuSeuluS)の染色体よりも長大で,染色体数はマウス (2n

-40)よりも14本少ない.G-バソド染色により両種の核型を比較すると,イソドトゲ-

ツカネズミの核型はマウスの染色体の約 14対がそれぞれ 2対ずつ縦に結合して生じた

であろうことは先に報告した (Yo8ida1980).染色体数が少なくしかも大きいので本種は

従来のマウスよりも細胞遺伝学的研究によりすぐれた材料である.この度はイソドトゲ-

ツカネズミの肺培養細胞を用いて姉妹染色分体交換の頻度を調べた.

姉妹染色体を分染するために培養肺細胞をBrdUで処理し,ギムザ染色をおこなった.

姉妹染色体を染めわけるには 30時間のBrdU処理が最も効果的であった.したがって

以後の実験は全て 30時間処理した.姉妹染色分体交換 (SCE)の頻度は用いたBrdU

の濃度によって上昇した.すなわち 0.1FLg/mlから 25.OfLg/mlの BrdUを使用した

が,その時の SCEの頻度は 1細胞当り7.6±0.75から18.1±0.93まで変動した.し

かし0.25から1.Opg/mlBrdUの濃度での頻度はほぼ水平となった.従来,0.5FLg/ml

濃度処理によって生ずる姉妹染色体分体交換の頻度が自然のそれにあてはまると考えられ

ている.インドトゲ-ツカネズミの肺培養細胞における 0.5fLg/mlBraU処理時の1細
胞当りSCEの頻度は 11.1±0.8であるから,これが本動物種に自然に起っている SCE

の頻度であると推察した.

マウスの肺培養細胞における自然の SCEの頻度は 8.5/cellと推定されている (Kato

1977).インドトゲ′､ツカネズミの染色体の総量はマウスのそれよりも約 10% 少なくな

っているが (Yosida1980),SCEの頻度 (ll.1/cell)はマウスのそれよりも高い.一般

にマウスは殆んど全染色体の動原体附近に大きな異質染色質 (C-バンド)があるが,イン

ドトゲ-ツカネズミのそれは非常に小さい (Yosida1980).真正染色質の部分は異質染色

質の部分よりも SCEの頻度は高いと一般にいわれ てい る.イソドトゲ-ツカネズミの

SCEの頻度がマウスよりも高いのは異質染色質の量的な差に関係しているのではないか

と推察した.

7) オセアニア型 (2n-38)とモーリシャス型 (2n-42)クマネズミの雑種第2代の核

型 (吉田):世界に広く分布するオセアニア型クマネズミは 2n-38(16対)の染色体を

もち,それらのうち2対の常染色体 (Mlと MS) は大きなメタセントリック,7対 (罪

14-20対)のそれらは小型のメタセントリック,残り9対の常染色体と ⅩY 染色体は

大小のアクロセントリックからなっていた.小さなアクロセントリックは第 13対日の 2

個の染色体を含むだけである.一方モ-1)シャス型はモ-リャス島で発見されたクマネズ

ミで,核型は基本的にオセアニア型と同じであるが,小さなメタセントリックの常染色体

が5対に減少し,代りに小さなアクpセント7)ックが8個増加し,染色体数は 42個に増

大していた.アクロセソい)ックの増加は第 14と18のメタセソト1)ック染色体対の動

原体切断に由来した.

実験室でモーリシャス型とオセアニア型クマネズミを交配することに成功し,雑種 Fl

については先に報告した.Fl個体の染色体数は 2n-40で,両親の染色体を半分ずつ含

ち,第 14と第 18染色体対は 1個のメタセント1)ックと2個のアクpセント1)ックに
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よる異型接合的となっていた.今回は Fl同志の交配によって得た F之の核型の分離およ

び Flの妊性等を調べた.

Flにおける第 14と第 18染色体の異型接合から 9通りの核型を持つ F2が理論的に

得られるはずである.しかし実験室で得られた 16頭 (4腹)の FSはそれらのうち6通

りの核型をもつ個体が得られ,その分離比は期待値とよく一致した.また F芝の産仔数は

両親及び Flのそれと殆んど差異はなく,Flの妊性はほぼ正常であると推察された.こ

れらのことから,メタセントリックの動原体切断によって生じたアクロセントリック染色

体は規則正しい分裂行動によって子孫に伝達することが実証された (Proc.Jap.Acad.

56B:557-561,1980).
8) キイpショウジョウバエ (Drosophila仇elanogaster)のオスにおける相同染色体

対合の棟横に関する細胞遺伝学的研究 (山本);還元分裂過程における相同染色体の対合

機構は,細胞遺伝学の興味の的でありながら,未だ謎のままである.以前から仮説として

提出された染色体対合における-テロクロマチソの重要性が,再びサテライトDNAの畿

樵として考えられるようになってきた.構成-テpクロマチン内に多く含まれるサテライ

トDNAが,相同染色体の認識と対合に重要であろうという仮説が広く支持されたちのの

ひとつであった.しかしながら,多くの染色体異常を用いてキイロショウジョウ';ェのオ

スにおける対合を細胞学的に研究することにより,相同染色体の認識と対合にはヘテロク

ロマチンは重要な意味を持たないことが明らかとなった.対合に重要なのはヘテロクロマ

チンではなくユウクロマチンである.キイロショウジョウバエのオスでの性染色体の対合

は,Ⅹ と Y染色体 (Ⅹ,Y ともに-テロク7]マテソ内にであるが)に存在する pairing

sitesで起っていることが以前から知られていた.細胞学的にも遺伝学的にも,このpair-

ingsitesの存在は確かめられている.このような特定の Sitesでの対合は性染色体以外

では明らかにされておらず,常染色体にまで一般化できるものではないかも知れないと考

えられていた.そこで,キイロショウジョウバエの最も小さな常染色体である第4染色体

の対合を細胞遺伝学的に研究した.第4染色体が関与している教程の転座と2種類の欠失

を用いて,第4染体色を分断し,どの染色体部分が正常な第4染色体と対合するかを調べ

たのである.結果は,ほとんどのユウク｡マテソ部分は対合に関与せず,ユウクロマチン

と-テロクロマチンとの境界領域と考えられている部位だけが,対合に重要であることを

見出した.この部位は ciより少しだけ動原体位置に近い部分である.常染色体でも性男

色体と同様な pairingsitesによる対合をしているらしいことがここに確かめられた.

9) -テロクT,マチソ (サテライトDNA)の機能に関する研究:中間部介在-テロク

ロマチン (interstitialheterochromatin)を持つ染色体の合成 (山本):構成-テロクp

マチソ (conBtitutiveheterochromatin)は真核生物に特異的に見出される染色体構成の

一形態として区別されるが,分子生物学的研究から,高度に反復した DNA,あるいはサ

テライトDNAが局在している部位としても知られている.この-テpクロマチンの機能

は,多くの研究者の精力的な研究にもかかわらず,未だ解明された訳ではない.へテpク

ロマチンの機能をさぐる方法として,多くは量的あるいは質的に差を示す種問での比較が
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主であった.しかし種間での比掛 も -テpクTZマチソだけの差よりも他の遺伝的背景の

差を比較している危険性があるため,突放的条件は,同一種 ･同一系統内で,遺伝的背景

が同様である上に,-テF,ク｡マテソだけが量的に異なることが必要である.この日的に

応じて,動原体周辺構成-テpクロマチン (eentromericheterochromatin)の量的差を

もつ系統の作成と実験-の応用についてはすでに報告した.しかし生物界には,末端部-

テロクロマチソ,中間部介在-テロクロマチ-/も広く存在するため,それらに対応する同

様な状況をキイpショウジョウ,:ェで作成することは,将来の遺伝学的研究にとって必要

である.中間部介在-テロクロマチンを持つⅩ染色体は,今までキイロショウジョウバェ

では存在しなかった.そこで,Ⅹ染色体が Y染色体との間で転座を起した T(Ⅹ;Y)の

系統を用いた.T(Ⅹ;Y)B146は Ⅹ の 12D-Eに切断が生じ,Y染色体の長腕 (YL)に

転座したものである.この Ⅹ染色体を 2分した転座を持つオスに4000Rの Ⅹ 線を照
射し,転座したY染色体を切断 ･修復して,Y染色体の YL部分が Ⅹ の 12D-Eiに挿

入された形で持つ Ⅹ染色体を作成した.すなわち1A-12DIE/YLfragment/12D-E-20

という新しいⅩ染色体を得た.現在この中間部介在-テロクロマチソを持つⅩ染色体は

2系統 (Al05と M32)得られている.

10) キイpショウジョウバェのⅩ染色体の部分的敵中欠失により生じる形態形成の異

育 (山本)･.キイpショウジョウバエのⅩ染色体の-テt]クロマチンと-ウクロマチンの

境界領域,すなわち唾腺染色体地図で20Al-3に切断点を持つ T(Ⅹ;Y)B108や T(Ⅹ;Y)

B109は系統そのものは全く正常な形態を示すのにもかかわらず,Df(1)16-3-22との組

合せにより,多様な形態異常の個体が発生する.全く同一のゲノム構成を持つ遺伝子型,

例えば T(Ⅹ;Y)BIO8LIDf(1)16-3-22のメスでは,第3肢の欠落,第1肢の完全な鏡像

対象な重複肢あるいは部分的重複,アンテナの重複,腹部体節の異常その他が発生する.

ある個体ではそれらを併せて表現してくることもある.それに,体表の各部に黒色腫らし

きものも観察される.このような異常の発生は20Al-3の部分での欠失によると考えられ

る状況証拠はあるが,それを確認するには至っていない.形態異常のより詳細な観察と細

胞遺伝学的な研究を進めている.

ll) キイロショウジョウ,(ェ (Droeophilanelanogaefer)の味覚突然変異体とその

遺伝学的研究.(磯野*･谷村**･山本):キイロショウジョウバエの味覚受容器としては,

水･塩･糖に対するものが知られている.行動学的あるいは電気生理学的な研究により,

糖受容器は,主としてブドウ糖,果糖,兼糖そしてトt/-I-スに代表される4つのグ

ループに分かれる.キイpショウジョウバェのこれら4種類の糖に対して受容器の感度が

低下する突然変異体は,庶糖 (現在は存在しない)とトレ-p-スに対してのものが知ら

れている.トレ-ロースに対し感度の低い突然変異体 (ire)は電気生理学的方法によって

も応答パルスの解析からも確認されている (磯野).treは Ⅹ染色体上に存在し,ca;の

近傍であることは,庶糖とトレ-ロースとの選択摂食行動実験法に基づき決定された (谷

*東北大学理学部

**基礎生物学研究所
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村他).このtre遺伝子の詳細な細胞学的遺伝子座を決定するべく,0才近傍に切断点を持

つ数種塀のT(Ⅹ;Y)と,その部位を含む欠失を用いて種々の染色体の組合せを作成した.

行動実験に基づいて trB遺伝子は SA8-5B3に存在することが明らかとなった,単一遺

伝子により糖 (この場合 トレ-｡-ス)に対する反応が誘起され,行動として表現される

例として最初のものである.野生型を +,突然変異体を -,欠失を0として表記すると,

メスの場合 +/- と+/0は +/+ と -/- の中間の感度を示し,+/+/+ は +/+

- よりも感度が良い.感度の良いものから悪いもの-と遺伝子構成との関係で表わす と,

+/+/+>+/+/->+/+>+/-/->+/-≒+/0>-/-≒一/0 となることが明ら

かとなった.このように tre遺伝子の数と糖に対する受容器の感度が相関しており,行

動のレベルが遺伝子量により決定されていることを示している.行動のレベルと遺伝子と

の間の関係が明らかにされた最初の知見であり興味深い.

12) カワ-ギにみられた複合性染色体 (室伏*･及川**･西川***･吉田):一般に魚類

は性染色体の分化が殆んど見られない種属で,現在まで少数の種類で性染色体が報告され

ているにすぎない.特に複合性染色体は趣く稀れな現象である.筆者らはこの度カワ-ギ

(Stephanolepisoirrhifer)で複合性染色体 (Ⅹ1Ⅹ皇-Y)の存在を明らかにした.

カワ-ギの染色体数は 2n-34(?)で全てアクpセントリックであった.しかし雄の染

色体数は常に 2%-33で雌より1本少なく,特に核型中に1本の大きなメタセ1/ト1)ック

が含まれていた.本種の雄性生殖細胞における減数分裂の観察から第2精母細胞には常に

n=16とn-17の2種類があり,前者には1本の大きなメタセントリックが含まれてい

た.この大きなメタセントリックが Y-染色体であり,Ⅹは形態的には他の常染色体と区

別のできないアクpセントリックと推定された.雌雄の染色体数の違いから奇数(2n-33)

の染色体を持った雄の性染色体の構成は Ⅹ1Ⅹ乏-Yであり,偶数の染色体をもつ雌 (2n-

=34)のそれは Ⅹ1Ⅹ1Ⅹ2Ⅹ2からなっていた. これらの観察結果からカワ-ギにおける雌

雄の染色体構成は次の術式によって表わされる.

接合体 配偶子

雌 2n-34-30A+Ⅹ1Ⅹ1Ⅹ2Ⅹ2 n-17-15+Ⅹ1Ⅹ2

雄 2n=33-So且+Ⅹ1x2Y fnn==1167=-1155.I;1x2

(Jap.Jour.Genet.55:127-132)

第 2研究室 (森脇)

1) 野生-ツカネズミH-2遺伝子の BIO系への導入 (森脇･城石 ･嵯峨井):日本産

-ツカネズミMus n usculusmolossinus,アフガニスタン産亜種 M.n.bactrianusお

よびフイT)ピソ産亜種 M.帆.CaStaneuSの H-2遺伝子を BIO系マウスに戻し交配によ
って導入した BIOコソジユニック系統の育成を昨年に引続いて行った.系統名と戻し交

*日本大学三島短期大学部

**九州大学農学部

***下関水産大学校
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配および兄妹交配の世代数 (N 及び F)は次の通りである*.

BIO.A(OL-SG(FIN12Fl);BIO.MOL-YG(N14Fl);BIO.MOL10KB(N12Fl);BIO.

MOL-TEA(N12Fl);BIO.Mol-Aj(Nll);BIO.Mol･Om(NIO);BIO.BacIAf(N5);BIO.

Cas-Qz(N8).

2) 野生-ツカネズミH-2抗原多型の免疫遺伝学的研究 (森脇 ･城石 ･嵯峨井):晴乳

類にひろく認められる主要組織適合抗原の著しい遺伝的多型と各対立遺伝子間の大きな距

離の問題を研究する方策のひとつとして,世界各地から採集した種々の-ツカネズミ亜種

を材料に H-2抗原特異性を検索することを試みた.抗血清として米国 NIE から分与さ

れた一群のアロ抗体の他,日本産マウス H-2を BIO系に導入して作った BIO.MOLつ

ソジユニック系統の内TEA,TED,SG,YG,OKBの各系を (BIO.D2×C8ⅠⅠ.NB)Fl柾

免疫して作った抗体も使用した.赤血球凝集反応によって調査した前回の結果では日本産

亜種とヨ-T2ッパ産亜種との間にH-2抗原特異性の出現頻度の差異が認められたので,

今回はリンパ球を標的として新しく考案した平板式マイクロ細胞障害試験法による検索を

行った.亜種特有の H-2抗原特異性の存在については未だ結論的なデータが得られてい

ない.

3) -ツカネズミ亜種問における染色体 Cバンド変異の分析 (森脇 ･宮下):世界各地

から採集した-ツカネズミ各亜種を対象に,骨髄細胞の分裂中期染色体をキナクリンマス

タードおよびへキスト33258の混合液で染色する方法を用い落射式蛍光顔徽鋲によって

染色体QバンドとCバンドを分析した.ヨーロッパ産のMusnuSCuluSnuSCulus,M.n.

brevirostris,M.m.domeeticuS.およびアジア産のM.m.bactrianue,M.伽.OaSぬneuS,

M.m .urbanuS,モーリシアス島とセイシェル島のM.m.domeStioue,カナダ産のM.m.

doneSti¢us等はいずれも殆んど全ての染色体の C バンドが陽性であり且つ特に大型の

Cバンドは認められなかった.一方日本産 M.m.molos8inuSでは Cバンド陰性の染色

体が数本含まれると共に大型のCバンドも2-3本認められ,上記のヨ-Tlッパ,東南ア

ジア,西南アジア産のものと異なっている.中華人民共和国蘭州生物制晶研究所の王成懐

博士および金沢大学癌研の右田教授の協力で中国北西部の野生マウスの C-バ ソドを調べ

ることが出来たが,北京,蘭州,教壇,吐魯藩等の-ツカネズミはいずれも日本産 M.m.
moloeSinuSと似たパタンを示すことがわかった. これらの結果から日本産野生-ツカネ

ズミの染色体が主として中国北部に由来していることが示唆される.

4) ヨーロッパ産野生-ツカネズミロバ-トソソ型染色体変異集団間遺伝距離のミトコ

ノドT)ア DNAによる推定 (森脇 ･米川*･田頭*･Winking**･Gropp**):ヨーロッパ

南部にはタバコマウスをはじめロバートソソ型染色体変異をもついくつもの野生-ツカネ

ズミ集団が知られている.スイス産のタバコマウス,中央イタリア産の野生-ツカネズミ

2集団,北部イタリア産1集団,ユーゴスラビア産1集団を対象にそれらの肝 ミトコンド

*戻し交配 12代の後兄妹交配によって維持している系統は大文字で表示した.
*埼玉がんセンタ-研究所

**AlediziniSCheHochschuleLabeck,WestGermany
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リア DNAを 10種の制限酵素,BalmHI,EcoRI,HindII,EindIII,BglI,HpaI,

HpaII,HaeII.および HaeIIIで処理した後アガロース電気泳動によって分析した.

EcoRI,BgI,PstIの3種による分解の結果は M.n.doneStieusと同じであったが他

の酵素による結果には差異があり,これらの5集団は相互に,また M.n.donesticusに

対して 20乃至 50万年の遺伝距離をもつことが推定された.

5) 野生-ツカネズミ亜種 ミトコンドリアDNAの制限酵素分解による分析 (米川 *1･

森脇 ･宮下 ･王*2･右田*8･田頭*1･Ⅱjorth*4･Bonhomme*6):各種野生-ツカネズミ亜

種問の遺伝距離を推定するために各地から採集した動物の肝 ミトコンドリアDNAを上記

と同じ10種の制限酵素で分解しアガp-ス電気泳動によって分析した.デンマーク産亜

種 M.仇.仇ueCulusではカナダ産 M.n.doneStiousとは明らかに異なる'(タンが多く

約30万年の分岐時間があると計算される.南フランス産のM.m.brevirostrisはM.帆.

domesh'cuSと近いパタンを示した.プルガ1)ア産 M.n .仇uSCuluSはデンマーク産とは

かなり異なりむしろ日本産 M.m.nolosSinuSに近い′くタンを示す.中国の北京,蘭州,

吐魯藩,教壇産の亜種には日本産 noloSSinuSと同じパタンがかなり認められ両者の関

係が深いことがうかがわれる.

6) マウス亜種間雑種細胞 におけ る紫外線感受性 の変化 (森脇 ･加藤*･宮下 ･松田

(洋)):亜種問および種間雑種においては生物学的に重要な機能に関与する遺伝的調節機

構に何等かの乱れを生ずる可能性がある.この現象を放射線感受性の面で捕えることを目

的として, 日本産野生-ツカネズ ミ由来の近交系 MOL.TEN と従来の実験用近交系

BALE/Cとの雑種を作りその肺細胞培養を用いて紫外線誘発染色体切断を観察した.5

J/m2ぉよび 10J/m2の照射の後 24時間日の染色体切断 の頻度は BALB/Cと MOL.

TEN系では線量に応じて増加するが,両者の Fl雑種では増加せず見かけ上抵抗性が強

い.カフェインを同時に投与すると Fl雑種の染色体切断頻度は両親のレベル迄増加する.

Fl雑種においては誤りの多い DNA修復の活性が高められている可能性が考えられる.

カナダ産野生亜種由来のPGN系マウスの中に上と似た反応を示す亜系が見出されこれ

はひとつの突然変異によって起されている可能性がある.現在この亜系の特性を遺伝的-こ

固定することを試みている.

7) ウレタン誘発肺腫癌発生に及ぼすH-2鏡域の効果 (宮下 ･城石 ･森脇):近交系マ

ウスおよび日本産野生マウス由来の H-2遺伝子供域を導入した BIOH-2コソジェニッ

ク系を用いて, ウレタンによる肺腫癌の誘発を試みた.3週令のマウスにウレタン (1.5

mg/g体重)を皮下注射し,処理後5カ月で検査したところ,冗-2-プロタイプの異なる

*1 埼玉県がんセンター研究所

*2 中華人民共和国常州生物制品研究所

*8金沢大学癌研究所

*4UniversityofAarhuB,Denmark
*bUniverBitede卓SciencesetTeclmiquedlユLanguedoc,France
* 実験動物中央研究所
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系統ごとに肺底蕗発生率に差が生じた.すなわち,BIO.A(I-2&-プロタイプ)では紳

1.4TumorS凡ung,C57BL/10(H-2b)では約 0.8であったのに対し, 日本産野生マウ

スの H-2遺伝子境域をもつ BIO.池OL-Te(E-2Y.te)では約 0.3であった.

ウレタン誘発肺腫癌高発系であるA系の発生率は10以上であるのに対し,A系の H-2

遺伝子償域をBIOに導入した BIO.Aでは約 1.4であることから,ウレタンによる肺痘

痕誘発に関連のある主要な遺伝子は H-2遺伝子額域外に存在すると考えられるが,一方,

上述の BIOコソジェニック系を用いた実験結果から,H-2遺伝子領域にもウレタンの代

謝あるいは DNA修復に関連のあるもうひとつの遺伝子が存在することが示唆される.

なお,BIOI-2コンジェニック系では肺瞳痴発生率が低いので,高発系であるA.H-

2コンジェニック系を用いて,この問題の検討を進めている.

8) BIO.MOLE-2Recombinant系の作出 (城石･嵯峨井･森脇):これまでに育成

された BIO.HOL-H-2コソジェニック系を用いて,Ⅱ-2K,D遺伝子間で組み換えを起

こした Ⅱ-2R成Ombinant系を作出した.近交系由来の H-2コンジェニック系である

BIO.AとBIO.誠OIrSg系統のFl雌個体に BIO.MOIrSg雄を戻し交配したところ,

計 110個体中,4個体の Recombinantが得られた.内訳は,H-2Kk-Ⅱ-2DSg型のも

のが 3個体,Ⅱ-2KSg-Ⅱ-2Dd型のものが1個体であった.また,以上の結果から,組み

換え価は約4% と推測された.この値は,従来観察されたもの (0.3-0.5%)と比較する

と,約1桁高い.さらに,戻し交配で得られた個体の H-2遺伝子型を調べ,-テF2個体

とホモ個体の比を求めたところ,I-2&/Ⅱ-2Sg:II-2Sg/H-2Sg-35:71であり,II-2Sg/Ⅱ-

2Sgのホモ個体が有意義に (X2-12.2,p<0.005)高頻度で出現することがわかった.一
方,同様な方法で,BIO.MOL-TeAを用いてRecombinant系統の作出を試みたところ,

戻し交配によって得られた 54個体を調べたが,まだRecombinantは発見されていない.

また,へテT,個体 とホモ個体の比も,I-2&/Ⅱ-2TeA:Ⅱ-2T.A/Ⅱ-2ToA-29:25と BIO.

AIOIrSgで見られたような偏りは観察されなかった.さらに,戻し交配の個体数を増や

して現在研究を継続中である.

9) 混合リンパ球反応 (AIixedLymphocyteReaction)による, 日本産野生マウスの

班HC連関同種抗原の検索 (城石 ･嵯峨井･森脇):日本産野生マウスH-2遺伝子を導入

した BIO.AIOIrH-2コンジェニック系と近交系由来の BIOコンジェニック系マウスの

陣･)ソバ球を用いて,混合リンパ球培養を行なった.Stimulator細胞を2500Rの137Cs-γ

線照射によって不活性化し,ReSpOnder細胞と混合培養した後,ReSPOnder細胞のDNA

合成活性を 【SE]-Thymidineの取り込みで観察した.BIO.祉ol-Ⅱ-2系としてほ,BIO.

斑OL-Te且,BIO.班OL-TeB,BIO.班0LOm,BIO.MOL-Aj,BIO.MOL-Sg,BIO.班OL-

Okb,BIO.MOL-YKBの7系統,近交系由来のBIOコンジェニック系統としては,BIO.

BR,BIO.D2,BIO.M,BIO,BIO.Y,B10.S,BIO.RIIIを用いた.結果は,BIO.

nlOIrII-2系を含めて Stimulator-ReSpOnderの多くの組み合わせで, 同種抗原 (この

実験系では主に Ia抗原が検出される.)に対する強い反応性が見 られた.また,BIO.

AlOL-II-2系に特異的な反応性は,今回の混合リンパ球培養では検出されなかった.BIO.
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AIとBIO.AIOL-YKBの間では,相互に反応性が弱く,混合 1)ソバ球培養で検出される

抗原性が頬似していると考えられた.

10) テラトカルシノ-マ培養株 Amlにおける H-2抗原の発現 (城石 ･森脇･野

口):野口らが BIO.A系から樹立した可移植性テラトカルシノーマ OTTIOA-5をもと

に,西宗らによってクローニングされた培養株 A211を材料として H-2抗原の発現を調

べた.方法は,抗 H-2抗血清,D-4(抗 E-2Dd),D-23(抗 Ⅱ-2Kk)による細胞傷害試

験を用いた.初めに,直接法によってAml細胞の細胞傷害率を求めたところ,両抗血清

とも細胞集団の約 80% に傷害を与えることがわかった.従って,細胞集団の約 80% に

当る細胞が II12抗原を発現していると推測された.また,細胞表面に発現している抗原

量をみるために,あらかじめ,A211細胞,BID.A赤血球,BIO.A 肺臓細胞で吸収し

た抗血清を用いて BIO.A リンパ球を標的とする細胞傷害試験を行なった. この結果,

A211細胞による吸収量は,BIO.A赤血球よりも低く,抗原の発現量が極めて少ないこ

とがわかった.さらに,A211株細胞が発現している細胞表面抗原が H-2抗原であるこ

とを確認する目的で,BIO.A (I-2&),BIO(I-2b) 二つの BIO.Ⅱ-2コンジェニック系

統のリソバ球であらかじめ吸収しておいた Ⅱ-2抗血清を用いて A211細胞を標的とした

細胞傷害試験を行なった.この結果,BIO.A 1)ソバ球で吸収した場合にのみ,抗血清の

細胞傷害活性が低下していることがわかった.このことは,A211株細胞が発現している

抗原が H-2抗原であることを強く示唆している.

ll) 酵素多型による日本産野生メダカの遺伝的解析 (酒泉･江上*･森脇):日本産野

生メダカは,Adh.Pun.Shh.Sodの4種の酵素の遺伝子型により,南北2つのグル-

プに分けられる.採集地点をふやすことにより,その境界は,岩手県北部と福井県とを結

ぶ線であることが示された.北日本集団の平均-テロ接合率は 2% と低く,青森県から

石川県にかけての広い地域で,遺伝的特性はほとんど変わらない.一方,南日本集団内に

は多くの変異が存在し,それはさらに,東北地方の太平洋側から東海地方にかけての地域

(東日本型),近畿地方と瀬戸内海沿岸地域 (瀬戸内型),山陰地方 (山陰型),九州地方

(九州型)の4つの分集団に分けられる.東日本型は Mbdにより,瀬戸内型は Acp.節

Ldhにより,山陰型は Any,ES-1,筋 Ldhにより,九州型は Pgdにより特徽づけら

れる.このうち東日本型の平均-テロ接合率は 8% で,北日本集団より明瞭に高い値を

示す.このように,北日本集団と南日本集団との間には,構成する遺伝子型に違いがある

ばかりでなく,変異の皮合いにおいても著しい差異がある.各集団間の遺伝的距離 (D)

は,南北の集団間で 0.25-0.30,南日本集団内の分集団間で 0.07-0.12であった.

12) 染色体進化の基礎理論 (今井):核型分化と種分化の関連を数量的に解析する工夫

を試みた.まず同一属に含まれる種の数と核型の数を各々Sp,K としその比 K/Spを考

える.核型分化が種分化に先行すれば K/Sp≧1,その道では K/Sp<1となる.噂乳類に

ついて K,Spの関係を調査した結果,約半数の属で K/Sp<1となることがわかった.

この結果は,種分化に核型分化が必ずしも先行しないことを意味し,従来の核型引き金説

*東京大学理学部動物学教室
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は再考を要することになる.次に各属における種分化と核型分化の状態を視覚的に表わす

ため,K とSpの値を縦軸と横軸に目盛り種核グラフ (Sp･Ⅹ グラフ)上の点として表

示する方法を工夫した.同じく噂乳類のデータを用いて,種核グラフ上の属の分布パター

ソを解析した結果,次のような種核分化の適期構造が明らかになった.(1)核型分化なし

の種分化 (K-Sp-1→K-1,Sp>1)-(2)種分化なしの核型分化 (Sp>K>1,E/Sp<1)

→(3)種核分化のクライマックス (K/Sp-1,Sp-K≫1)-(4)種の絶滅による属当りの

種の数の減少 (K/Sp-1,a-Sp>1-Ⅹ-Sp-1)-再び (1).

13) マウスにおける染色体組換え機構に関する遺伝学的研究

(a) マウスにおける染色体異常個体の調査 (今井･松田 (洋)･森脇):飼育条件下で

のマウスにおける染色体異常個体の頻度と異常染色体の性質を成熟雄マウスの精巣を用い

て調査している.今までに 2000 個体について調査した結果,Y染色体欠失個体1匹,第

10染色体 ト1)ソミ～個体1匹,および転座-テロ個体 (詳細は分析中)1匹の計3匹の染

色体異常個体が得られた.これらの個体は外見的には正常であったが,いずれも不妊であ

った.調査はさらに続行中である.

(b) 相同染色体の結合機構に関する研究 (今井･森脇):キアスズマの非末端化およ

びキアズマによらない末端結合の可能性に関する我々の仮説を実証するために,BALD/C

マウスを用いて減数分裂像の解析を行なった.複糸期,移動期および第-中期染色体にお

ける介在キアズマの分布パターンが変化しないこと,および末端結合をする相同対の頻度

が上記のいずれの時期にも一定 (約 15%)であることから,介在キアズマはマウスにおい

て少なくとも複糸期以降末端化しないことがわかった.この結果は末端結合がいわゆるキ

アズマの末端化とは別の機構で説明される必要性を強く示唆している.末端結合をキアズ

マから除外することにより,マウスにおける平均キアズマ頻度 (CF)は CF-17.2±2.4

となった. この値は従来の方法による値 CF-27.0より著しく低い.我々の仮定が正し

ければ,従来のキアズマ頻度はその生物学的意味も含めて再検討する必要が生じる.

14) ア1)塀の細胞遺伝学的および形態学的研究 (今井);晴乳類で発展させた核型進化

の理論をアリ燐に適用する計画を進めている.その一環として日本産ア])類の核型の観察

をしているが,日本産ア1)漠の分類が不完全なため種の同定が困難な状況にある.この問

題の解決のためア])類研究会が中心になり,日本産アl)供の分棟に関するモノグラフ作り

が進められている.その骨子は既知の日本産アリ燐の標本を整理し,学名の不明な種には

標準的和名をつけ,各アリごとに走査電顕による外部形態写真を添え,誰れにでも種の同

定ができるようにすることにある. 日下久保田政雄*･伊藤富夫**両氏の協力を得て,今

度導入された走査電顕 (日本電子 T-20)を使用してアリの外部形態写真の撮影を行なっ

ている.

15) マウスにおける性染色体の早期分離現象の遺伝子分析 (松田(洋)･今井･森脇･

*小田原市中曾根 13
**静岡大学･教育学部
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近藤*):マウス亜種間の Fl雄の精母細胞において,Ⅹ,Y染色体が移動期から第-分裂

中期にかけて,早期に分離する現象が遺伝子支配を受けていることは昨年報告した.今

回,新たに遺伝的lこ均一な 日本産野生マウス (MuS nuSCuluS仰OloSSinuS)由来の系統

MoトAの雄を用い,BALE/C(M.仇.doneSticuS)の雌に戻し交配したところ.N2世代

で Ⅹ,Yの分離頻度が 90% (Flレベル),50%,10% (コントt,-ルレベル)の3群の

個体が分離した.この結果は,日下解析中であるが,Ⅹ,Y を 50% 離す効果を持つ2個

の等価な同義遺伝子を考慮すれば,比較的単純に説明できそうである.なお本研究の過程

で,高頻度分離群の精巣重量が減少する憤向のあることが発見され,両者が連鎖している

ことがわかってきた.

16) アナナスショウジョウバエの雄組換現象の細胞遺伝学的研究 (松田(慕)･今井 ･

戸張**):D.ananaSeaeに特有な現象である高頻度雄組換と減数分裂期に観察されるキア

ズマ頻度との間に高い正の相関があることがわかった.すなわち,第 2･第3染色体にお

いて,キアズマ頻度 (CF-0.65,0.60)から理論的に期待される乗換価 (RVe-23.5,

29.0)紘,交配実験から観察された組換価 (RV0-21.7,28.4)とほぼ一致した (RVe只ヲ

RVo).また,高頻度に雄組換ならびにキアズマのおこる系統において,相同対の一部域

における染色体切断とそれに続く再結合異常の結果と考えられる ｢isolocusaberration｣

が高頻度 (9.2%)に細胞中に観察された.また Isolocusaberrationの特別な場合とし

てcro組ing-overの生じることが理論的に予想された.染色体切断部位の染色体上での分

布 (末端より15%,30% の点にピークを持つ二峰型分布)がキアズマの分布パターンと

ほぼ同じ塑であるという観察結果は,キアズマとIsolocuSaberrationが減数分裂期にお

ける乗換蛾構の異常という同一現象の異なる側面である可能性を強く示唆し,これら染色

体異常は,キアズマの起る機構および時期の解明に重要な情報をもたらすと思われる.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部では,生物における遺伝形質の表現と変異の形成に関する生理学的研究に力

を注いできたが,今後は理論的な面を強化することとした.第-研究室ではショウジョウ

バェとそれをとりまく自然環境との相互関係を主な課題として研究を進めている.第二研

究室では動植物はもとより,微生物をも含むそれぞれの生物種を特徴づけている遺伝構造

を解析する理論の研究を主な課題としている.

田島弥太郎所長が併任していた生理遺伝部長には,丸山毅夫 (前集団遺伝部第二研究室

々長)が後任部長として 8月16日付で発令された.大島長造名誉所員は昨年に引き続き

ショウジョウバェの行動遺伝学的研究を行なった.高村継彦特別研究生 (都立大)は3月

末日をもって行動遺伝学の研究を修了した.4月1日より,日本学術振興会の奨励研究員

として大西正道 (農博)がショウジョウバエの種分化に関する遺伝生化学的研究を行なっ

た.非常勤研究員としては,神戸大学の大石陸生助教授がショウジョウバェの異常性比系

*名古屋大学農学部

**東京都立大学理学部
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銃の遺伝学的研究を行ない,城西歯科大学の津野意通読師がショウジョウバェ集団のアイ

ソザイム分析を行なった.

丸山部長は米国ミズt)一大学で行なわれた第 12回スタッドラー遺伝学シソポジウムに

招待され,4月12日に分子進化について発表を行なった.なお,丸山は 8月 4日から

9月 25日まで米国テキサス大学ヒューストン校へ共同研究のため出向いた.

研究費の面では,文部省科学研究費絵合A ｢種形成 の生態 ･行動 ･進化遺伝学的研究

(北川班)｣の分担研究および,環境庁稔合プT2ジェクト｢環境汚染が動植物の耐性及び,

種社会におよばす遺伝的影響に関する研究｣の分担研究として,それぞれ補助を受けた.

第 1研究皇 (渡辺)

1) ショウジヱウ,(ェの行動遺伝学的研究

(a) キイpショウジョウバェの活動1)ズム (大島 ･井山):2SoC恒温下で,薄暮薄明

付明暗環境を1週間,それに引続き全暗環境を1週間与えた場合の活動を光電式アクトグ

ラフによって 30分間隔で記録した.センサ-部においた,4×10×50mm のガラス容器

の上部には給水瓶を取付け,下部には少量の砂糖を入れた.実験後,記録紙上にプ1)ソ下

された活動量の時間軸に対するクpノグラムを画いた.明暗環境では薄暮薄明期にさかん

に活動する2蜂塾を示し,全暗環境では主観的昼間に連続的に活動した.FACO班により

自己相関を求めたところ,前者は 12時間と 24時間の2カ所に高い相関 (γ-0.8)を示

し正確な日周性1)ズムであったが,後者は 24時間と48時間前後に比較的高い栂開 くr-

0.5)を示した.単眼も複眼も共に欠く突然変異 (80:8inQOCulis)の活動量を調べたと

ころ,ほとんどの-エが明暗の変化を感じ,特に薄暮薄明期にさかんに活動した.突放終

了後,-エの頭部を電顔で調べた ところ (甲南大学 ･加地教授による),複眼を欠くこ

の突然変異は,脳の一部の中部お よび内部限神経球と頭の表皮 の間に,外部限神経球

(lamina)の痕跡的な神経が介在することがわかった. 明暗の変化刺激を限神経球が直接

的に受容すると考えられる.

(b) キイTZショウジョウバェ亜群の教壇の活動t)ズム(大島･井山):この亜群に属す

る6種のショウジョウバェのうち,D.珊eknogaBtW とD.さi仇ubnBは世界中に分布す

るがその他の4種はアフT)カとその近くの島に生息する.D.仇auriCianaとD.yak≠ba

は薄暮薄明雨期に活動のピ-クのある2蜂型を示し,前掲2種とほぼ類似の活動t)ズムで

あった.他のア71)カ産2種,D.erec紬 とD.ieiSaieriは比較的活動量が小さく,そ
の時期は薄暮期に限られるようであった.これらの活動1)ズムはそれぞれの種の生態習性

と関係あるかどうかは不明であるが,概して人家性種の方が活動量が大きいと思われる.

2) ショウジョウバエ自然集団の遺伝的変異の研究
(a) キイt]ショウジョサバェ自然集団の分析 (渡辺 ･井上 ･津野):1980年秋に勝沼

から採集した-工の第 2-第 3染色体を同時にホモ化した 238の系統を確立した.劣性

の致死遺伝子頻度は第 2が 25.2%,第 3が 30.3% であった.勝沼集団の両染色休同

時調査は過去に3度 (1967,1968,1979)行なわれているが,いずれも第3染色体の方が

致死遺伝子頻度が高かった. しかし,相対頻度 (第3/第2)に関しては必ずしも一定で
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はなく (3.91,1.68,1.97),今回の 1.20は最低であった.Cy遺伝子の発現を抑制す

る劣性遺伝子 紺(Cy)が 1968,1979と1980に発見され,低頻度ながら勝沼集団に長期

保有されていることがわかった.

(ち) キイロショウジョウバェの雄特異的致死遺伝子 (大石):勝沼集団から1971と

1978にそれぞれ第2染色体上の劣性雄特異的致死遺伝子が,また,1977には第3染色体

に座乗する雄特異的致死遺伝子 nle(3)132が発見された.座位は 3-25.8で,幼虫期に

死亡する._いわゆる性変更遺伝子 (ira-2,ira-20TF,era,dsa;)との相互作用はなく,Ⅹ
染色体を1コもつ個体を死亡させる.ただし,珊el(3)132染色体は Balancerを TM3

から TM6に置換することによって,少数ながら妊性のある雄個体を生ずることがあり,

1種の reverSionもひきおこす.また,起源の nle(3)132染色体は母性効果による致死

遺伝子 l(3)132natと連鎖していたが,その座位は red(8-53.6)とe(3-70.7)の間に

あって,nle(3)132と分離することができた.

(C) オナジショウジョウバエの分布 (河西 ･渡辺):1975以来,静岡県東部および山

梨県におけるD.Sinuknsの侵入状況を調べているが,特に ｢勝沼｣における近接2地

点 ｢ブドウ棚下｣と ｢神社境内｣の Sinulane頻度*の違いはその生態的nicheと種の占

有度との関係を知る上で重要である.両地点とも毎年 sinulanS頻度*は上昇しつつある

が,1980年現在,前者には 6.8%,後者には 23.4% といぜんとして差は大きい.一方,

東京･八王子方面から中央線沿線上に侵入 したと思われる ｢大月｣の SinulanB頻度は

69.9%,富士宮方面から身延線沿線上を侵入したと思われる ｢身延｣の si恥ulanS頻度

は 61.5% に達した.これら2地点における Sinulansの相対増加率は 1年に約 30%

であった.

(d) D.nauritianaの種問交尾能の変異 (河西):1979年に Alauritius島で採集

された D.nauritianaの 30系統を ChapelIIill系統の D.8inulanSに交配してそ

の成功率を調べた.nau9×si仇8の交配では,2日間で通常は 0-10% 程度しか成功

しないが,その道交配Sin?×mau8ではほぼ100%成功する.ところが,nauritiana

の2系統 (G52,G152)に前者の交配においても70%程度の成功率を示すもの (I-line)

を発見した.これらの系統は ChapelHill以外のSi伽ulans雄ともよく交配した.また,

交配率の低い系統 (L-line)とⅡ-1ineの-テp雌の交配成功率は両系統のほぼ中間の値

を示した･一方,si仇?×叩au8 の交配を5時間に限ってみると'伽auritianaの雄の
交配速度に関する変異が検出できる.最低 23%(L-line)から最高 100%(Ⅱ-line)まで,

平均は約 80% であった. この場合の H/Lのヘテロ雄の値は 100% となり,雄の交配

速度は高い方が優性であった.

(e) Drosophila雌の腹節色多型 (渡辺):1979年に東南アジアで採集したD.3'an-

bulina12系統について雌の最終腹節背側掛こ濃色型と淡色型のあることを発見した.令

系統は野外で受精した雌1匹起源の i80-female系統であるが,2系統は演色型 (D),2

*simulan8頻度-100×simulanS/(simulans+melanoga8ter)
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系統は淡色型 (L),8系統は両型をもっていた.ノ雄は全く区別がつかないが,それぞれ

の系統から多数の純系を作成して交配実験をした結果,この遺伝子は常染色体上にあって

Lが Dに対して優性であった.これまでに報告 された D.kikkawai,D.rufa,D.

aurariaはすべて Dが Lに対して優性であることや Parkash皮Sharma(1978)の

〝D.3'a仇bolinaの Dは Lに対して優性"という報告とも矛盾した結果である.後日,

TexaB大学およ̀びインドの Banara8Hindu大学より取り寄せた L'D.3'a桝bulina''は互

いに違った種であるらしいことがわかり,現在,種の遺伝的同定を再検討中である.一

方,D.nelanogaSterの Oregon-R系統についても,国内の 2･3の研究室の保存する

もののうちに,はっきりした漁色型と淡色型があり,この場合,-テロ雌は両型の中間型

を示した.

(∫) 2.次元電気泳動法によるDro80Phila蛋白質の種間の比較 (大西):Dro80Phila

の類彦関係を知る目的で,0'Farrell(1975)の 2次元電気泳動法を用いて,成虫の蛋白

質が分析された.実験に供されたのは D.nelanogaSter亜群の6種とD.virilis群の

7種である.前群では,D.neknogaSterを,後群では D.viriliSを基準として,各々

の種間の蛋白質スポットの比較が行なわれ,その蛋白質の差の数の多少により,遺伝的距

離 (Nei1972)が推定された.その結果は唾腺染色体の比較や酵素座位の変異から推定さ

れた額縁関係とほぼ同じ傾向を示した∴なお,他のDro80Phila種群についての同様な研

究は現在進行中である.第2研究室 (丸山)
1) マルコフ過程の時間反転の応用 (丸山,長沢):確率過程の見本過程がある与えら

れた領域を最後に通過する時刻を原点として,時間を反転して過程をみることができる.

この研究では,このように時間反転した見本過程とその年令(age)との関係を明らかにし

た.つまり見本過程がある一定の領域から導入され,現在ある額域に滞在している時,そ

の見本過程の統計的歴史を知ることである.この研究で明らかにされたことは,最終通過

時刻で時間反転をした場合,そのようにして作られた新しい過程ともとの過程とはある意

味において極めて近い関係にある (Adv.Appl.Prob.11･.457-478).

2) 種分化の遺伝的モデル (丸山):異なった種の間に遺伝的なpostmatingisolation

が確立していることがよくみられる.これには1個あるいは多くの遺伝子座が関与し,異

種間の遺伝子の組合せが致死をもたらすことが一般的である.これには次のような基本的

問題がある.つまり,それぞれの種がもっている遺伝子はその種では正常なものであるが,

他の種の遺伝子と共存すると有害になるような遺伝子が進化の過程で次々に置換されるこ

とである.これは種分化についで数学的モデルとして研究すべき重要な問題である.本研

究では,突然変異を2回以上隔った遺伝子問では致死,そうでない場合には正常だとする

簡単なモデルについて解析を行った.その結果,種の中で遺伝子の置換が起るためには,

突然変異率と集団の大きさの環がかなり小さくなければならないことが分った.例えば,

rその横の僧が1-よ-りずっと小さいことが要求される.また聴聞の移住についても調べてみ

ると,極めて低率の移住でも集団間に異なった遺伝子を置換することが不可能となること
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が分った.これらの研究から,p種間に確立される遺伝的隔離についてのいろいろな知見が

袴られる.

3) 超優性モデルの研究 (丸山):-テロ接合がホモ接合より自然選択に有利だとする

超擾性仮説は古くから,集団に遺伝的変異を保有する機構としてしばしば提唱されてき

た.最近はいろいろな実駿的証拠や理論的検証からこの超優性モデルの旗色が悪くなって

きている.しかし,まだ米国などの学者には超優性説を主張するものもあり,ここ数年,

テキサス大学の横井正利教授と共同で,超優性モデルの性質について理論的にいろんな面

から研究してきた.主な点は,平均-テロ接合頻度とその分散の関係,-テロ接合頻度と

多型現象の確率,-テロ接合頻度の分布,遺伝子頻度の分布,遺伝子置換速度の問題など

である.本研究の目的は,これらの性質を明らかにすることであるが,その結果を実際の

タンノミク多型データと比較すると,･どの点においても超優性モデルとデータとは一致しな

いことが分った.(詳しくは GENETICS誌に印刷中).

4) 集団のピソ首効果 (bottleneckeぽect)(丸山):自然集団のタソバク多型現象と関

連して,集団のピソ首,つまり集団が進化の過程で極端に小さくなることの効果の重要性

をテキサス大学の根井教授らは主張している. このピソ首効果は founder効果や遺伝的

浮動などと深い関係があり古くからしばしば問題にされてきた.本研究は,主として一回

のピソ首を通過した集団における中立遺伝子の頻度分布,数の分布,-テロ接合頻度の分

布など実験的に観察可能な諸量の統計的性質を明らかにし,タンパク多型現象との関係を

論ずることを目的としている.この問題は解析的に扱うことは難かしく,我 は々電子計算

機による数値的手法を用いている.なおこの研究は,米国オ-イオ州立大学のP.A.ファ

ースト博士,米国農務省のAq.D.ホッテル博士,テキサス大学のR.チャクラボルティ博

士らと共同で進められている.結果の一部分はGENETICS94(Suppl.):S16,S34,S47-
S48に発表されている.

D. 生 化 学 連 伝 部

生化学遺伝部では,多細胞生物における遺伝子の発現機構を生化学的および遺伝学的手

法を駆使し,多岐の材料を用いて追求している.

第-研究室では多細胞生物における形質転換の研究を行なっており,これまでコナマダ

ラメイガ,カイコなどで広く認められる業績をあげてきた.形質転換の機作にはなお未解

決の問題点を残しているが,遺伝子工学への道を開いたものといえよう.またショウジョ

ウバェの初期発生における遺伝子作用の解析も併せ行なっている.つぎに窒素固定遺伝子

を遺伝子工学的手法により,イネ科植物などに導入するために必要な適当なベクター開発

の研究を行なっている.

第二研究室では,タンパク質およびアイソザイムの遺伝子分析を行なっている.タソバ

ク分子を構成するポリペブタイドは遺伝子の直接産物とみなしてよいが,生体内でいろい

ろ修飾をう＼けるものが少くない.一方,突然変異によって完全に失活した酵素分子をもつ

系統もしばしば見出されている.従ってこれらの同質遺伝子系を用い,酵素分子の遺伝的
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修飾や失活の生物学的効果を明らかにすることが出来よう.

第三研究室では淡水ヒドラを用い,細胞分化機構と形態形成の遺伝学的解析を行なって

いる.ヒドラは多細胞動物中最も単純な構造をもつ艦腹動物で,出芽,再生,移植などの

突放材料として広く用いられてきた.第3研究室では遺伝的手法を駆使して細胞分化機構

あるいは形態形成過程に異常を生じた多くの突然変異株の分離に成功し,詳細な解析を行

なっている.

国際間研究交流として,藤沢研究員 (第3研究室)は前年度にひきつづき,文部省長期

在外研究員として米国ニューヨーク州アルバ-ト･アインシュタイン医科大学のDr.C.

Davidのもとで, ヒドラ間細胞分化調節機構の研究に従事している.また学術振興会招

へい研究者として,スイス国チュ-1)ッヒ大学助手 Dr.J.Achermannは 55年 5月よ

り,米国カ1)ホルニア大 (ア-ノミイソ)出身の Dr.N.Wanekは 55年 9月より第3研

究室においてヒドラ形態形成の発生遺伝学的研究を行なっている.

また,特別研究生として高野純 (名古屋大学理学部大学院生)は前年度に引続き第3研

究室でヒドラ発生棟構の研究に従事している.

第 1研究室 (名和)

1) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田･名和):昆虫の初期発生における卵細胞

質の遺伝子支配と発生途上における核と細胞質の相互作用を調べるために,ショウジョウ

バェの母性効果による腫致死突然変異とSR国子による雄膝致死作用の解析が続けられた.
a)昨年に引き続き母性効果による肱致死突然変異体 fS(1)AtY-18の性質が調べられ

た.この遺伝子は,幼虫･成虫の生存にはほとんど影響はなく,肱の発生の初期にのみ作

用することがわかっている.この遺伝子の産物を明らかにするために,卵巣と卵の蛋白質

杏,0'Farrellの二次元電気泳動法により調べた.fS(1)MY-18遺伝子をホモまたは-チ

ロに持つ雌の卵巣を尿素を加えて溶解,抽出して泳動パターンを比較したところ,約 200

個のスポットの中で,卵黄蛋白とほぼ同じ等電点を持ち,少し大きい分子量を持つ蛋白の

スポットがホモでは欠失していることがわかった.突然変異体を標識遺伝子を持つ系統に

交配し,fS(1)班Y-18遺伝子 (Ⅰ-ll.5)の左右で組換えを起こした系統をいくつか取り出

して,蛋白を調べた結果,この遺伝子を持つ系統は全てこの蛋白のスポットが欠失してい

た.この蛋白質は卵巣に特異的に認められ,また,卵形成の進んだ卵巣 (stage10-14の

卵をもつ)には検出されるが,卵形成の初期の卵巣および産卵された卵では検出されなか

った.また,この蛋白は生理的食塩水,緩衝溶液には不溶であり,8M 以上の尿素により

可溶化されることがわかった.これらの結果から,この遺伝子は,卵巣でのみ発現され,

卵細胞形成の後期に作用して,卵の細胞質形成に何らかの重要な働きをしていると考えら

れる.

b)SRスビpプラズマを持つ雌からの卵は受精して雌雄が決定すると,雄腫のみが致

死となり雌のみが生ずるが,NSR系統 (B)(D.nebuloSa由来)を継代している中に,
SRスピロプラズマを保有しているにもかかわらず雄が出現してくる系統 (A)が見つか
り,渡辺室長 (生理第1研)と共同でその性質を調べた.この系統は雌雄共にスピpプラ
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ズマをもっており,雄の妊性は正常であった.B系統の雌に毎代A系統の雄をもどし交配

したが,雄の出現は見られなかった.A,B両系統からスピロプラズマのいない系統を作

り,その雌にもとのNSRスピpプラズマを注射すると,いずれも雄は出現しなくなり,

スピロプラズマは後代に伝達された.A系統のスピロプラズマを他の oregonJRの雌に

注射すると,スビpプラズマは子孫に伝達されるが,-工は完全にはSRにはならなかっ
た.このA系統のスピT,プラズマをもとのNSRスピpプラズマと混合しても凝集反応は

見られなかったが,異種の WSR(D.WilliStOni由来)や ESR(D.hydei由来) と
一1 割ま叛集反応が見られた.これらの結果から,得られた ASR系統は,-i.の遺伝子の突
魚変異によりSRスピpプラズマの雄腫致死作用に抵抗性になったものではなく,NSR

スピロプラズマが,-エに対して雄腫致死作用を失ったものであると考えられる.

2)イネ科植物 のプラスミド (名和 ･山田):組み換え DNAまたは遺伝子工学の手法
は高等植物の改良分野に多大の期待を抱かせるものである.その成功の鍵は第1に,目的

の遺伝子を植物細胞の中に運びこむのに用いられる適当なのりもの `̀ベクター"の発見に

かかっていると思われる.現在のところ高等植物において理想的なベクターは見つかって

いなくて,Tiプラスミド,DNAウイルス,マイトコソドリアとかクPPブラス トDNA

などが有望視されているが実用化されてはいない.

われわれが特別研究および特定研究において目指しているイネ科植物に窒素固定能を付

与するための1つの方法として,イネ科植物自身のプラスミドの探索を行なった.始めイ

ネの棄などからDNAを SDS-フェノール法で抽出精製し,アガローズゲル電気泳動法お

よびェチジウムブpミド-CsCl超遠心法で分析したが,サテライトDNAの存在は検出

されなかった.もしプラスミドが存在しても,その含量が著しく低いと考えられる.かり

に0.1%の割合でプラスミドが存在すると仮定するとき,その検出限界を 10fLgとして

10mgの全 DNAを扱う必要がある.さらに抽出分離精製段階でのロスを考慮に入れる
と数十 mgのDNAを処理する必要があると考えられる.イネの葉などからこれだけの
量を得るのは容易でない.それゆえつぎに市販の小麦肱芽からDNA抽出を試みた.庶
糖溶液中で小麦肱芽を摩砕した炉液を分別遺心して得られた核部分よりSDS-フェノ-ル
法で多量のDNAを得ることはさほど困難ではない.

この無処理のDNAよりサテライトは検出できなかった.直鎖状DNAに比LcccDNA

はアルカリ耐性があるので,アルカリ処理による濃縮を試みた.pⅡ12.3のアルカリ処理

により,本来のものと異なる浮上密度を持ったものが,エチジウムブロミドーCsCl法で

検出された.これは少なくとも全 DNAの10%を占める.浮上密度は1.713で主DNA
の 1.702より重い.超遠心法ではシャープな対称的なバソドを示すが, アガp-ズゲル

電気泳動では主 DNAより早く泳動するが明確なバソドを与えなかった.無処理のDNA

をェチジウムブt,ミド-CSCl超遠心法で分離し,その端の重い方の部分を取り,くりか
えし超遠心しても, アルカ7)処理で得られたような密度の重い DNAは分離されなかっ
た.これらのことからこのDNAは,アルカリ処理による二次的産物という可能性も否定

できないが,反面アルカ1)耐性で,重い密度というcccDNA特有の性質を示しているこ
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とも事実である.

つぎに,小麦肱芽の庶糖摩砕液の中,高速沈澱部分より抽出されたDNAは,エチジウ

ムブロミド-C8Cl法で二層のバンドを与えた.密度の軽い方は主DNAで重い方はサテ

ライトと思われる.これはアガTZ-ズゲルで主DNAよりかなり早く泳動する明確なパソ

ドを含む.移動度より数メガダルトン程度の分子量と推定され,マイトコソド])アI)NA,

クTlPブラストDNAとは異なると思われる.アルカリ処理により得られたDNAと混合

して超遠心しても分離は認められなかったが,両者が同一のものかどうかは現在のところ

明確ではない.含量は全 DNA の 0.1% 程度と少ないのと,超遠心法での主DNAとの

分離が不充分なので精製に困難がともなうが,今後の研究課題となる.

第 2研究室 (小Jll)

1) 臓器特異性たん白質の発生遺伝学的研究 (小川):アカ-ライモリ(TrituruBPyr-

rogaSler,BOIE)の発生初期における肝分化に及ぼす放射線照射の影響を免疫化学的手技

を用いて調査した.

成体アカ-ライモ1)の肝 ミクロゾーム分画に対するウサギ抗血清 (血清力価 1:512)

を用いて,Ⅹ線の照射をうけたアカ-ライモリ腔における同一抗原の発現時期を調査し
た.照射時期は受精後 24時間間隔で 10群,照射線量は 5r,10rおよび 30rの3種,

合計 30突放群を用意した.

以上の照射条件では,肝特異抗原の発現時期および生合成量は全く非照射例と相違を示

さない.同一条件下では筋たん白質の生化学的分化は著明な変化をみせた.肝の生化学的

分化機構はⅩ線の照射に筋組織より安定であることが判明した.

2) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川):現存する北海道犬

の主要3集団の調査を終り,現在は僻地に散在すると伝えられる独立した小集団について

調べている.

鵡川･早来地方では同地域の飼育者の熱心な努力によって,反毛体型などで特有の形質

を保持しているといわれている小集団 (厚真系)を調査した.しかし,生体計測･皮膚反

毛色素の生化学的測定の結果北海道中央部に現存する中型犬の集団と生物学的有意差を認

めなかった.

渡島地方に生壊していたという渡島系については,記鐘に記載されているが如き形質を

保有する集団を現地にみないし,同地域の住民からもそれを裏付ける中型犬の実在の証言

を得ていない.

3) 発生途次型不活性アイソザイムの検出 (遠藤):アイソザイムの不活性突然変異

(nullform)にはいくつかの型が報告されているが,この度,発生途次型不活性 (develop-

mentalnullform)ともいうべき突然変異を検出した.イネ凝集などの器官に含まれる

一群の酸性ホスファターゼ･アイソザイムは,Aop一遺伝子座に支配されるが,これには

不活性型として自然突然変異によるインド塾イネの 1707,人為突然変異による日本型イ

ネの N8-409の2系統がある.両系統とも完熟緑葉では Acp-1支配のアイソザイム群を

完全に消失する点で全く同一とみられていた.ところが,葉身の未熟期より追跡すると,
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N8-409が当初から完全な欠失型であるのに対し,1707ではその正常型 (Acp~4/Aep-4)

の示す Aバンドより数 mm陰掻側にかなりの活性をもつ不明確な3本のバンド群を検

出できる.しかしこれらのバソド群は薬身の成熟と共に減少してゆく.

この機作は,N8-409では Aep-1構造遺伝子の塩基配列の比較的前部のコドンに停止

型突然変異が生じ,その後の活性基を構成するアミノ酸のコドンが転写されなかったため

と考えられる. これに反して 1707では,停止型突然変異が塩基配列の比較的後部に生

じ,そのため活性基を構成するアミノ酸のコドンの大部分が転写されるため,緑葉の生育

初期では不完全ながら酵素活性を保持しているのであろう.その後,酵素活性が減少して

完全に消失するのは,一次構造が不完全なため,分解酵素の作用を受け易くなり,完熟期

まで残存できないためと思われる.もち論,別の説明も可能であろうが,その一部は他の

実験から否定できる.そこで,1707の遺伝子型を Aopnullより Aopde'-mu に変更し

た.

4) 緑葉酵素の抽出液系の研究 (遠藤):植物アイソザイム分析法としてのゲル電気泳

動法では,泳動用緩衝液系および酵素染色用反応液系の研究は非常な進歩をみたが,植物

材料から粗抽出酵素液を得るための抽出液系の研究はこれまでほとんど進展をみなかっ

た.その理由は主な分析対象がイネ科などの一年生草本の緑葉,芽生,未熟種実などであ

ったため,辞素抽出が一般に容易で,そのまま磨砕するかあるいは少量の水または緩衝液

の添加で充分にその目的が達せられたためであろう.

ところが,多年生木本とくに熱帯産木本の緑葉を素材とするときは,通常の抽出液系は

ほとんど適用できない.そこで約 100種に及ぶ抽出液系の試用の結果,EE7.5と命名し

た下記の組成が比較的良好な結果を与えた.

10% トリトンⅩ-100,0.5A(食塩,0.5M トリス,0.2M アスコルビン酸,10mM

EDTA,lmM フェリシアン化カリに,酢酸 (約 1.6%)を加えて pE7.5とする.

ついで,線菓0.1g,石英砂 0.1g,ポ1)ビニールポ1)ピロリドソ0.05g,EE7.5,0.5

mlを加え,乳鉢内で摩砕し,そのままないし-マト1)ック管で遠心して用いる.なお,

中性洗剤としてトt)トンⅩ-100の代りにクージトール NP-40も,いくらか抽出特性を

異にするが使用できる.

5) イネ Pa:-1パーオキシダーゼ･アイソザイムの修飾遺伝子 (自･遠藤):同じ構造

遺伝子座の支配するアイソザイムのうち,陽極側へ速く移動するバンドをF,遅く移動す
るバンドを Sとするとき,Fl雑種では Sだけ出現する例が, ニワトt)のアルカ1)ホス

フアタ-ゼとアミノペプチダーゼで報告されている. これは Sバンドをもつ系統に,F

バンドを修飾してその正電荷を増大させる酵素を生産する遺伝子が存在し,Fバンドを
示す系統にはこの修飾酵素を生産する遺伝子が存在しないためである.

これと道の例がイネPかl構造遺伝子の支配するパーオキシダ-ゼ･アイソザイムで発

見された.この場合,このバーオキシダーゼが2量体であるため特異な分離比となること

がある.最も単純な例から示すと,

2mA(Sバンドに相当)×2A(Fバンドに相当)
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の Flでは,すべて2Aだけが生じ,F之では 3(2A):1(2mA)となる.これは 2Aバ

ンドの系統には,2mAバンドを修飾して負電荷を増大させる辞素を生産する修飾遺伝千

が存在し,2mAバンドを示す系統にはこの修飾遺伝子が存在しないためである.次に,

2mAxN(劫llの不活性型でバンドを欠く)

の Flには,前述の組合せと同じくすべて 2A だけを生ずる.これはN系統に2mAを

2A とする修飾遺伝子が存在し,それが Flで機能したためと考えられる.そのF色では,

9(2A):3(2mA):4(N)の分離比となり,劣性上位の2因子雑種の分離化に一致する.

このことはPH-1座の2Aバンドを生じる対立遺伝子 (Px2▲) と不活性遺伝子(PxNtLll),

修飾遺伝子 (Mo-Pa;-1)とその不活性遺伝子 (no-Px-1)とが独立に分離して機会

的な組合せを生じたことを意味する.次に,

2mAx4A(2Aより移動度が速い)

のFlでは,すべて (2A-3A-4A)だけを生じる.これは 4A系統に2mAを2Aと

する修飾遺伝子が存在し,生じた 2Aと4Aとが雑種酵素の3Aを生産したためである.

F2では,3(4A):6(2A-3A-4A):3(2A):1(AmA):2(2mA-3mA-4mA).･1(2mA)

の分離比を示す.4mAとは本来,修飾酵素によって4Aとなるべきバンドで,3mAは

2mAと4mAとの間の非修飾塾雑種酵素とみることができる.この複雑な分離比が生じ

た機作は,2mAの系統が Pが･LPがAno-Pa;肋0-Pxで,4Aの系統が P∬4APx4AMo-

PxMo-Pa;であるとすれば理解できる.

第 3研究室 (杉山)

1) ヒドラ神経細胞の分化調節 (藤沢 ･杉山): ヒドラ突然変異系統には間細胞とその

分化によって生産される細胞 (刺細胞,神経細胞)が完全に欠失した系統 (nf-1)が存在

する.この系統に野生系統の間細胞を再導入して,その直後における間細胞-神経細胞の

分化パターンを調べ,神経細胞分化調節機構の解明を試みた.

ヒドラは神経を持つ動物中,最下等であるが,その神経細胞は,形態的･機能的に,よ

り高等な動物の神経細胞と同様な性質を持つと考えられている.ヒドラの神経細胞は成体

ポリプ中の全細胞数の約2.5%を占め,この値は常にほぼ一定に保たれている.ヒドラ神

経細胞は分裂能を全く持たず,未分化細胞である間細胞から分化して生産される.

突然変異系統 nf-1は間細胞および間細胞由来細胞 (刺,神経細胞)を全く持たない系

統である.このnf-1系統の組織に野生型系統の組織を 16-24時間移植すると,問細胞

はアメーバ～状運動により野生型組織からnト1組織に大量に移行する. しかし,この

間,上皮細胞の移動は全くおこらない.

移植前後の nf-1組織の細胞をばらばらに解離して,その細胞組成を調べたところ,珍

植前の組織は間細胞を全く含まないが,移植後の組織は全細胞数の約 2-4%が,野生型

組織から移行して来た間細胞で占められている (正常個体では間細胞は全細胞の約 15%

を占める).この段階では神経細胞はほとんど存在しないが,移植切断後の nf-1をしば

らく放置すると,神経細胞の数が急激に増加し,24-48時間後には全細胞数の2-4%

を占めるようになる (正常個体では約 2.5%).従って, この間にnf-1組織に導入され
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た間細胞のうち,少なくとも50%が神経細胞に分化して (正常個体では約 10%),正常

個体レベル,あるいはそれ以上の神経細胞が生産されていることになる.

移植された間細胞が nf-1組織中で大量に神経細胞に分化する原因として,以下2つの

メカニズムが考えられる.

(1)神経に分化すべく決定されている間細胞は,他の未決定の間細胞より正常組織か

らmf-1組織に移行しやすい.

(2) 間細胞-神経細胞の分化は,普通神経細胞によるnegativefeedbaekにより制御

されているが,nf-1組織中には既存の神経細胞が存在しないので,そこに移行した問細

胞は無制御に神経細胞に分化する.

2) ヒドラ刺細胞の分化調節 (藤沢･杉山):上述の実験と同様の原理に基き,nf-1系
統に正常ヒドラの間細胞を再導入し,間→刺細胞分化のパターンを調べ,刺細胞分化調節

機構の解明を試みた.

チクビヒドラの刺細胞はA,B,C,D型の4型に区別できる.このうちでA型はその

刺糸の先端に神経毒を有し,捕食,防御に最も重要なタイプである.正常ヒドラの4種の

比率はほぼA型 20%,B型 30%,C型 8%,D型 42% となっている.これに比し,

nf-1に間細胞を再導入し,その直後の分化を調べると,A型は約 58% に増加し,D型

は約 20%に減少している.C型とB型はほとんど変化しない.

このことから刺細胞亜種の分化について次のような可能性が考えられる.すでに述べた

ようにA型は最も重要なタイプなのでA型分化が最優先されている.しかし正常ヒドラで

は何らかの feed-back機構によりA型生産は約 20% に制御されている.ところが nト1

には刺細胞は存在しないため,feed-back機構が作動せず,その結果大量のA型分化が進

行し,その補俵としてD型分化が減少する.B型,C型分化の調節はこれとはおそらく無

関係に,他のメカニズムが存在するものと考えられる.

E. 応 用 遺 伝 部

応用遺伝部の研究活動の一般的目標は,有用動植物の育種に役立つ遺伝学的知識の開発

である.研究課題は多様であるが,それらを大別すると,進化と適応,統計遺伝と選抜の

理論,動物の行動遺伝学に分けられる.従来と同様に,第1研究室では河原研究員がウズ

ラとニワトリに関する種々の課題を,また藤島研究員はネズミの学習力と行動の研究を続

けている.第2研究室では井山室長が量的形質の選抜に関するシミュレーション実験およ

び天然林における遺伝 ･育種に関する問題の研究を,第3研究室では森島 (押野)室長が

稲と水田雑草の適応機構についての生態遺伝学的研究を継続した.

岡彦一部長は4月1日付で定年退官し,以後田島所長が部長を併任している.4月から

6月までの間,農林水産省畜産試験場の古川力研究員が第2研究室においてシミュレーシ

ョンによる家畜育種法の研究に関する研修を行なった.また5月からは G.Sαond氏
(フランス,ORSTO班研究員)が,9月からは白銀博士 (台湾国立中興大学教授)が第3

研究室において稲におけるアイソザイム変異の研究に従事している.
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そのほか,井山室長を代表者とする環境庁絵合プロジェクト｢環境汚染が動植物の耐性

および種社会に及ぼす遺伝的影響に関する研究｣が昭和 55年度より始まり,応用遺伝部

全員がこれに参加した.また,前年度文部省科学研究費によって岡･森島･佐野 (遺伝実

験生物保存研究施設研究員)が行なった熱帯アジアの稲の調査については,本年度,調査

総括のための補助金を受け,調査結果をまとめた英文報告書を印刷した.藤島研究員は,

文部省科学研究費による総合研究 (A)｢行動研究分野 における実験動物の開発と利用｣

の代表者として総括を行なった.

第 1研究室 (田島)

1) ウズラの飼育温度に対する適応と馴化 (河原):前年度は,高温環境の反応につい

て,交雑 Flを用い,25oCを対照区とし,35oCおよび 39oCの処理を行い,適応力につ

いて調査した.今年度は,前年度の結果を考慮して,総数 428羽の閉鏡系統を用い,113

日齢より352日齢までの240日間の産卵率,体重,卵重および卵重構成成分などの反応

と適応について調査研究した.高温処理は,38oC±2oC(湿度 46±10%)とし,171日齢

および,269日齢より,各処理 26日間とした.25oC±2oC(湿度 60±10%)環境におか

れていた群を9日間で徐々に温度を上昇させて 38oCにし,高温処理後は3日間で 25oC

に戻した.飼養管理は,処理温度を除いて前年度と同一にした.高温反応は,2発育期に

有意な差がみられなかったので,その平均で表わす.産卵率は,処理前 76.5% であった

が,高温処理期の最低日は 51.0% を示し,処理中止後は回復し平衡産卵に達した率は

77.0% であった.父親家系問による25oCと38oCの産卵率の相関係数は 0.75で高い.

卵重は,処理前 9.62gで,処理による卵重最低日は8.12g,処理後の回復して平衡状態

に達したときは 9.20gであった.前年の交雑 Flにおいては高温処理後の回復は顕著

で,一時は対照区に対して有意に重く,-テTlシスがみられたが,閉鎖群では,その現象

はみられなかった.卵重を卵白,卵黄および卵殻重に分割して高温の影響を調査した.す

なわも,25oCと38oCにおける卵を比較した結果,38oC処理区が卵重では 12.9% 軽く,

卵白で 14.1%,卵殻で 15.7% 軽くなったの対し,卵黄は 10.1% しか減少しなかった.

高温処理時の体重は,雄で 3.8g,雌で 10.5g,対照区よりも有意に軽かった.しかし,

25oCに戻すと2週間ほどで回復がみられた.高温処理中は開口呼吸を行なって,諸形質

は減少低下がみられるが,顕著な死亡率の上昇もみられず,優れた適応性を示した.現在,

高温感受性に関する遺伝的.ミラメクーの推定分析を実施している.

2) 飼育環境が野生ウズラの行動に及ぼす遺伝的影響の研究 (河原):野外で捕獲した

ウズラを人為環境下で繁殖すると無意識選抜によって繁殖や生産能九 行動およびその他

が,人為飼育環境に適応する方向に遺伝的変化をする.すなわち,家禽化が行なわれる.

捕獲鳥同士の子を繁殖第 1世代とし,10世代までの生産能力の変化は,図 1のようで

ある.11世代後は累代するのみで調査や測定は行なわれなかった.今年度は 15世代群

の繁殖を行ない生産形質などを調査研究中である.

家禽化された系統について,雄の転嶋をサウンドスペクトログラフによって分析した結

果,そのパターソに2塑あることがわかった. うち1型は野生 ウズラのバターソに似て
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いた .

3)継代飼育のマウスに及ぼす騒音の効果 (藤島): 騒音に対するマウスの反応は多く

の場合一時的であって'時間の経過と共に回復することが知られている.しかし,これら

はすべて当代のマウスに対する影響であって,世代を経過した場合にも同様な回復現象が

みられるか香かは明らかではない･このような観点から,本研究では騒音環境下で継代飼

育した場合のマウスに対する影響を調べることを目的とした.

25oC一定で明暗各 12時間の飼育環境に,騒音 (pink,100phon)を暗期 (18時～6

時)に1時間間隔で1時間ずつ6回与えた･対照区は同一飼育環境下で無騒音の状態であ

った･供試マウス系統は WB/Reヤ,同腹雌雄を対照区と試験区に分けてそれぞれ交軌

飼育し,毎代の仔 (00～70日令)の体重･活動性,産仔数ならびに回避と弁別の各学習

成績を測定し,これらの形質に対する騒音の影響を調べた.
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現在,第1代における成績では両区間で学習成続には大差がなかったが,体重では試験

区の方が低く,活動性では試験区の方が高かった.これらのことから,騒音は継代飼育さ

れたマウスの情動性を高めるらしいことが示唆された.

4) マウスの弁別回避学習能力に関する系統育成 (藤島): 弁別回避学習成庶 (DAR,

%)に関して特徴的であったマウスの4系統を用いて基礎集団を構成し,これより DAR

に関して高･低能カの2系統を育成している.本年度は第7代の成績が得られた.

結果は,高能力系統 32.6,低能力系統 16.3で両系統間の差は 16.3であり,前代よ

り一層の分離が認められた.各系統の弁別成績と回避成績をみると,高能力系統は低能力

系統に比べて回避成績は高いが,弁別成練は逆に低く,前代と同様の傾向が認められ,弁

別学習能力と回避学習能力との間に負の遺伝相関のあることが示唆された.

第 2研究室 (井山)

1) 量的形質に関する個体選抜のシミ3.レーショソ (井山):種々な効果の遺伝子の混

在するとき,選抜に対するそれら遺伝子の反応についてシミュレーションを行なった.選

抜に対する反応の大きさは,遺伝子の相加的効果,優性効果と遺伝子頻度との関係などに

より異なることはよく知られている.そのような効果について異なる遺伝子が混在する場

合のシミュレーションを行ったが,相加的効果の小さい遺伝子は,大きい効果の遺伝子よ

りも選抜されにくく,また低い遺伝子頻度から選抜を開始したとき,優性効果の負の遺伝

子は正の遺伝子よりも選抜に対する反応がおそいことがはっきり示された.とくに集団が

小さいときには,このように選抜に対して反応のおそい遺伝子は,遺伝的浮動の影響をう

けて消失する危険性が高いことが示された.

2) 天然林における先駆性に関する形質の研究 (井山･酒井):井山らは千葉 茂 (王

子林木育種研究所)･松浦 尭(林試北海道支場)･B.E.Budhiyono(BIOTROP)らと共

同して,北海道および熱帯の天然林における先駆性樹種とそれに関連する形質について研

究を行った.まず,それぞれ 30種前後の樹啓の先駆性の評価と,関連形質との間の相関

を最大にするような,先駆性指数を計算した.その結果,光発芽性,結実まで年数のほ

か,北海道の樹種では初期生長力が,熱帯の樹種では種子飛散力がとくに先駆性に関係が

あった.また従来重視されていた種子休眠性は余り関係がないことが判った.

第 3研究皇 (森島)

1) インドおよびタイ国から採集した野生稲集団の形質変異 (森島･佐野):昨年度の

熱帯アジアにおける稲調査旅行で採集した多数の材料の中から,今年度は主としてOryza

perennisの多年生型と一年生型のニッチェ (生態的地位)分化を探る目的で 公 集団を

選び,短日圃場で栽培した.草丈,穂数,穫子重,芭長,再生力などの15形質を調査

し,現地での観察結果とあわせて検討したところ,次の点が明らかになった.

(a) 一般に多年生型は深水の,一年生型は浅水で乾期には乾燥するような場所に生育

するが,インド･オリッサ州のある池では両者が共存し,池の中心部には多年生型,周辺

部には一年生型と思われる個体が分布していた.種子繁殖第1代個体の調査結果は,中心
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部は多年生,周辺部は一年生であることを明らかに示したが,前者からは少数の一年生型

あるいは多年生･一年生中間型の個体が分離した.中心と周辺は水深が異なるばかりでな

く,共存する他の草種および種の多様性程度も異なり,多年生型と一年生型は異なるニッ

チェを持っていると考えられた.各種形質およびアイソザイムの変異から,前者は後者よ

り多量の遺伝的変異を含むこともわかった.

(b) タイ国チェソライの道路沿いに生育する多年生 ･一年生の中間型の-集団は,人

間や家畜による撹乱程度がやや異なると思われる3つの小集団 (A,B,C)に分けられ

る.現地集団の観察結果も繁殖第1代集団の調査結果も共に,撹乱の最も激しいBは一年

生型の,AおよびCは多年生型の傾向を持つことを示した.AおよびCはBよりも多量の

遺伝的変異を含んでいた.この事実は,中間型集団では,環境撹乱の程度に反応して繁殖

様式の分化が容易に起ることを示唆する.

(C) タイ国の数カ所の野生稲集団について私共は 1975年以来集団の推移を調査して

いる.サラプリの一地点は,当初ほぼ 100% 一年生型野生稲で占められていたが,その

後徐々に個体数が減少し1979年には 10% になった.1974･1975･1977･1979年に同一

場所から採集した種子を今年同時に栽培し,各種形質の調査を行なった.これら4集団は

一年生であることには変化がなかったが,茎数･茎葉重は年 増々加する傾向が認められ

た.共存する他の草種の中で一年生の種の占める率も年 減々少している.これらの観察結

果は,撹乱環境に侵入･定着した一年生野生稲は,撹乱が停止すると競争力の強い多年生

雑草に徐々におきかえられ,栄養生長が旺盛で競争に強い個体のみが生存できることを示

す.

2)稲の雑草に対する競争力に関する自然淘汰実験 (森島･岡):稲の雑草に対する競

争力の遺伝的変異とその淘汰に対する反応を調査する目的で,次のような実験を行なっ

た.F6まで集団栽培を続けてきた稲2品種の雑種集団,130(インド塑)×221(日本型),

の種子を3つに分け,F7および F8世代を,(1)完全に除草した区 【A】, (2)ヒエを大

量に播種した区 【別,(3)ヒエだけを除去し他の一般雑草は残した区 【C】にそれぞれ集

団栽培した.F8世代では,A区からはランダムに,Bおよび C区からほ穂数の多い順

にそれぞれ 20個体を選び,個体別に採種した.次代 F9はこれら60系統を A,B,C

区のそれぞれに栽培し,個体全量,穂重,草丈,穂数を調査した.FO系統の調査は 1979
年と 1980年の2回反復して行なった.

対数化した個体重を用いて,各系統ごとに (A-B)および (A-C)の値を求め,雑草に

対する競争力を示すものとした.00 系統のこの億を比較したところ,系統による差は統

計的に有意であった.またB･C区で選ばれた系統には競争力の大きいものが多く,それ

らの系統は雑草と共存しても収穫指数 (全量に対する穂重の割合)が余り低下しない傾向

がみられた.これらの結果は,稲の雑草に対する競争力は遺伝的な性質であり,雑草の多

い環境条件では集団中に競争力の高い個体が増加することを示唆している.

3) 野生稲および栽培稲におけるアイソザイムの変異調査 (Seeond･森島):当研究所

に保有されている野生稲 Oryzaperennisのほぼ全系統 (約 400系統)および栽培稲
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0.8ativa約 150品種について,PGI,CATおよび ESTのアイソザイムを澱粉ゲル電
気泳動法によって調査した.使用した器官は,芽生えおよび成植物の菓身である.

PGIおよび CATについては,異なるザイモグラムを示す系統間の交雑に由来する3
つの FB集団の調査から,Fyi-A,Pgi-B,Cat-Aの3ケの座位による遺伝子支配を明ら

かにした.これら3座位およびモチ遺伝子 W打の間には連銀関係は認められなかった.

上記3種の酵素の5つの座位について多数の系統を調査したところ,遺伝子の地理的分

布について次のような傾向が見出された.栽培稲の日本型品種は Pgi-A2,Pgi-Bl,Cai-

ABを,インド型品種は Pgi-Al,pgi-B忠,Cat-Alを持つものが多い.野生稲において

紘,PGIでは日本型を特徴づける遺伝子型が熱帯･亜熱帯のアジアに広く分布している

が,CATでは日本型の特徴であるCat-A2が中国南部,台湾に,イソド型の特敬である
CaトAlはヒマラヤ以南に高頻度で見出された.この結果は栽培稲における日本型･イソ

ド型の分化を考える際に役立つであろう.

なお,PGIについては,泳動した澱粉ゲルを50oC,56oC,59oC,62oCの4種の温度で
20分間処理後に染色するという方法で各バンドの温度抵抗性の変異も調査した.遮縁野

盤種 o.8reviligulaね においてすでに見出しているように,対立遺伝子の間では広範囲

に分布する遺伝子に支配されるバソドの方が温度に対して安定であった.同一バンドを持

ちながら異なる温度抵抗性を持つ個体は,0.perenniS種内では非常に稀にしか見出され

なかった.

4) アイソザイムにおける野生稲の集団内多型性 (自･森島):昨年度インドおよびタ

イ国で採集し今年度栽培実験を行なった野生稲 OryzaperenniBの 23集団について,

,く-オキシダ-ゼおよび酸性フォスフアクーゼのアイソザイムを調査した.分析は,成植

物の菓身を用い,澱粉ゲル電気泳動法によった.それぞれ 2-数ケの複対立遺伝子が知ら

れているPw-1,Px-2,Acp-1,Acp-2,Acp-3の5つの座位のデータに基いて,各集団

の多様性指数,-テロ個体頻度などを推定し集団内遺伝変異を検討したところ,次の点が

明らかになった.(a)多年生型は集団内多様性が高いが,一年生型は,インドの集団も

タイ国の集団も,特定の遺伝子型 (Pa;-12A,Px-24Cr,Aop-ll,Aop-20,Aop-30)に固定し

ている債向が認められた.(ち)多年生型集団は-テロ個体を高頻度に含んでいた.現地で

個体別に採種し本年度系統栽培した集団で得られた結果から,現地の自然集団の-テロ個

体頻度を推定すると,変異の少ない Acp-3以外の座位については,約 30-75% という

値が得られた.

5) 重金属および除草剤が水田雑草の種社会に与える影響 (森島):銅による土壌汚染

が水田雑草の種社会にどのような影響を与えるかを調べる目的で 1978年に実験的に銅汚

染田 (現在 Cu60-100ppm)を作り,雑草を自然繁殖させてその種社会の変化を調査し

ている.今年度の調査では,対照田に比べて汚染田では種の多様性が著しく低下している

こと,また銅抵抗性の異なるヒ-2系統の相対繁殖率は,土中の銅の有無だけでなく共存

する他の草種によって影響されることが示された.

除草剤の連用が水田雑草の種社会にどのように影響するかを調べる目的で,1974年以



研 究 の 概 要 47

釆プロパニール連用区,プロパニール +MO連用区,非施用区 (無除草)を設けている.
本年度,埴土種子集団の発芽実験を行なったところ,除草剤施用区は非施用区に比べて特

定の草種の優占度が高く,種多様性が低いことがわかった.

F.変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,第1研究室は動物に閑し,第2研究室は植物に閑し,

第3研究室は微生物などを材料として,物理的および化学的因子による誘発突然変異の研

究を行なっている.人事に関しては,前年度と異動はなかった.

部長賀田に対して4月5日付をもって ｢環境変異原に関する研究｣によって昭和 55年

度の日本農学会賞および読売農学賞が授与された.

前年度にひきつづき,国内外と広く協力研究を行なった.賀田部長は,日本学術振興会

よりフイリッピソ国に派遣され ｢東南アジアにおける環境変異原 ･がん原 ･催奇原の検出

と規制｣に関するワークショップ10月 19日より10月 31日までに参加し,講演･実

験指導を行なうとともに,がん･変異原に関する日米協力研究 (厚生省)に参加した.普

た,アジア･オセアニヤ生化学会 (12月14-18日)の招-いに応じて,インド国バ 1/ガ

ロール市インド科学研究所において,｢環境変異原および抗変異原田子｣に関する講演を
行なうとともに,インド諸研究機関との研究連絡を行なった.井上研究員は,イオソ化放

射線によるDNA損傷の修復欠失に関するヒト遺伝病 Atam'atelangieotasia症に関す

るワークショップに招かれて,英国サセックス大学において ｢アタキシャ症培養細胞にお

けるPA酵素欠失と tnvitro相補性｣に関する講演を行なった.
本研究部は,文部省より前年度に引き続き科研費総合研究班 ｢シンクロトロン軌道放射

による単色真空紫外線の生物学的研究｣を主催した.さらに,あらたに核融合特別研究予

算による ｢トリチウムの遺伝的影響の分子機構の解析と総合的評価｣班の責任者として研

究を行なった.本部は,従来,科学技術庁より原子力予算を受け ｢放射線の遺伝に与える

影響の研究｣を行なっている.本年度はさらに,厚生省の ｢人がんの原因となる発がん物

質の短期検索法の開発と評価に関する環境性発がん物質の短期検索法の改善と評価｣に関

するがん特別研究にも協力した.

非常勤研究員として,安藤忠彦･乾 直通の両博士の参加を得ている.職員のほか,特

別研究生,研修生その他の資格で研究に参加したのは以下の者である.

横井山晶子,中村好志,下位香代子,望月 輩,三田 泉,畑 盛正,加藤雅之,小笠原

正之,金子健二,志崎ますみ.

第 1研究室 (土川)

1) マウスにおける放射線および化学物質による突然変異誘起に関する研究

a)低線量放射線に対する晴乳動物系での効果的な突然変異検出法の検索 (土川):マ

ウスの骨格異常を指標にした突然変異の検出感度を検討するため,近交系 KYF/2雄に,

γ線 (187Cs,60R/min)100R+500Rを24時間間隔で分割照射し,同じ系統の非照射雌
と交配して,梼原細胸期に放射線の影響をうけで)､る精子との受精によって生まれた Fl
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雄を,成熟後再び非照射 KYF/2雌と交配して,それぞれの次世代の子を得てから,Fl

雄の骨格標本を調査し,異常がみられた場合には,さらにその子の骨格をしらべて,それ

が遺伝形質か香かを確認した.骨格標本は頭 ･頚椎および第 2胸椎骨を含む部分をパパ

イン処理法で,その他の部位はアリザリンレッド染色による改良法 (土川･古田 1980)

を用いて作製した.

その結果この方法に よって検出した突然変異の頻度は,配偶子あたり1.8% で予想

通りの感度を示し,低線量放射線の影響調査に利用できる見通しがえられた.なお検出

した突然変異は,主としてパパイン処理標本にみられた浸透度が低い微細な変異であっ

た.

b)化学物質の変異原性検出法としてのスポットテストの検討 (土川):マウスの毛色

に関する標識遺伝子について-テtlになっている胎児に,母体を通じて化学物質を作用さ

せ,その色素細胞に生じた突然変異を,生まれてきた子の被毛に現われる色調が異なる斑

紋 (異色斑)の有無によって検知する方法で,交配法として従来は 057BL系統雌×T雄

(RuSSellが育成した次の標識遺伝子をもつテスター,aa,め,cchp/CChp,dd,88)が用いら

れてきた.ところが殊に ethylmethanesulfonate(EMS-EastmanKodak)100mg/kg

投与の結果は研究者間で著しく異なり,RuSBellの C57BL/EまたはC57BL/RlxTの交

配では,異色斑をもつ個体の誘発頻度が 0.6%,それに対してFahrigの C57BL/6JHan

xTでは 25.7% になっている.そこで土川と原田が育成したテスターPW 系統 (aa,

払,cehp/cchp,dd)を用いて,C57BIJ6NCrjxPW とKYGxPW の交配法によって,

EMS(East.manXodak)100mg/kg投与による同様の実験を行なったところ,異色斑をも

つ個体の誘発頻度は,それぞれ 3.8% と3.5% で,しかも投与量に依存して誘発頻度も

増加した.従って RusBellの交配法では EA(Sに関する感度が極めて悪いと云える.そ

の他の化学物質についても調査中である.

2) マウスの仙骨異常発現におよぼす母体-の放射線照射および化学物質投与の影響

(土川･原田):浸透度が不完全なマウスの突然変異のあるものでは,催奇形物質を母体に

授与し,適当な発生段階でその遺伝子をもつ胎児に作用させると,突然変異形質の発現を

助長する例がいくつか報告されている.ここで述べるマウスの仙骨異常は,第2仙骨から

第 2-3尾骨に形態異常が現われ仙椎が琴曲隆起する.この異常の出現率は選抜交配によ

って27代までは増加したが,その後プラトーに達し50代では50%であった.この系統

の仙骨異常マウスと表現型正常のもの,およびその間での交配を行なって,受精後8.5日

に母体に urethane(1.5glkg)を腹腔内投与すると,非投与群と比較して仙骨異常の出

現率が増加し,thio-TEPA(3mg/kg)でも同様で,しかも表現度の増強も認められた.

そこでさらに urethane7.5日と9.5日投与,γ線 (100R)8.5日と9.5日照射した
ところ,urethane9.5日とr線 8.5日では異常の出現率が増加したが,その他は無効

であった.また hycanthon(20mg/kg)8.5日筋肉内注射では異常の出現率が減少した.

従ってこの仙骨異常の発現が修飾される臨界期は,受精後 8.5-9.5日であろうと推定さ

れる.
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第 2･各研究室 (賀田)
1)遺伝的影響に関するトリチウムの効果比 (賀田･定家 ･井上･望月):今後,環境

中に増大すると予想されるトリチウムの遺伝に与える影響の評価の基礎となる種々な実験

を行なった.枯草菌の形質転換 DNAを種々な濃度 (0.01pCi～100pCi/ml)のト1)チウ

ム水を含む緩衝液に溶解させ種々な期間 (4-40日)4oCに放置してベーター線照射処理

を行なった後,透析法によって放射能を除去し,DNAの形質転換活性を測定した.37%

失活を与える〃Ci数×日数で示される相対的照射線量は,処理中のトリチウム濃度が低

い程少なく,一般に低濃度の方がよりDNA失活効果が高い結果が得られた. この効果

紘,以前 トリチウム化されたグリセリンを用いて枯草菌胞子の失活や突然変異誘発に関し

て行なった観察を裏づけるものである.溶液状に分解した DNAに与えるこのような濃

度効果が,高等動物の遺伝に関与している細胞の特殊相において存在するか否かについ

て,今後検討を加える予定である.

2) ヒト細胞抽出物の損傷 DNAの )nvitro修復 (望月･井上･賀田):枯草菌の形

質転換 DNAに Cs137ガソマ一線照射を行ないその活性を1/10程度に落としたものをヒ

ト胎盤のホモジェネートの遠心上清の緩衝液による約 1000倍稀釈液で 37oCで接触させ

ると,数分の後に形質転換活性は数倍に上昇した.この回復作用は加熱したホモジェネ-

トでは観察されない.同様な回復作用は,正常なヒトの上皮を培養して得た細胞のホモジ

ェネ-トでも観察されたが,ataxia症の上皮細胞培養物では観察されなかった.一方,

ガンマ-線の香りに,トリチウムによるβ線照射によって活性を 1/10程度に落とした形

質転換 DNAについては, ヒト胎盤のホモジェネ～トによる活性の回復はみられなかっ

た.この系は,ヒト細胞の DNA修復活性の検索に今後利用しうるものと思われる.

3) ヒト遺伝病 ataxia-telangiectasia症 (A-T)のDNA修復酵素欠損 (井上 ･横井

山･賀田):A-Tは常染色体性の劣性遺伝をするヒトの遺伝病で,高発癌性,イオン化放

射線高感受性,染色体異常の多発等の性質を有している.この病気の患者から得た初代培

養細胞の抽出液は,ガソマー線によるI)NA傷害の修復に関与するprimeractivating

酵素 (PA酵素)を欠損していることは既に報告した.このPA酵素活性を,相異るA-

T細胞系統の抽出液の混合物について測定したところ,ある特定の組み合せの場合,欠

損している活性が,正常細胞のもつ活性と同程度にまで回復し,いわゆるeomplementa-

tionが観察された.この結果は,A-Tが遺伝的に互いに異なる複数のeomplementation

groupからなることを示す.

4)放射線増感に関する研究 (賀田･横井山):本研究は IAEA協力プロジェクトとし

て実施している.前年度に引き続き,バクテリヤおよび培養細胞について,金属化合物 ･

ヨード化合物･ニトロフラン化合物等による放射線増感,とくに誘発突然変異細胞の特異

的選択致死性について解析を行なった.一方,広く知られているanoxic8enSitizerであ

るミソニダゾールの変異原毒性を見出し検討を加えた.

5) 枯草菌胞子形成開始機構の遺伝解析 (定家);細菌の胞子形成過程は最も単純な細

胞分化のモデルと考えられている.胞子形成細菌の中でも枯草菌は遺伝解析の最も進んだ
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細菌であり,胞子形成過程の研究には最適である.この細菌の胞子形成は,代謝され易い

炭素源,窒素源の枯渇により,同一細胞内に大きさの異なる2つの細胞質が形成される

(不等分裂)ことによって開始される.胞子形成過程の中でも,開始機構に関する部分は

最も魅力的であるにもかかわらず,研究の数も少なく,大きな謎につつまれている.

枯草菌胞子形成開始枚構を主に遺伝的側面から解析するために,胞子形成の第1段階,

胞子膜形成 (不等分裂)の出来ない BPOO変異株について基礎的研究を開始した.10の

異なる遺伝子に関する i80genicな aPOO株,ePOOA84,SPOOBlCe,spoOC9,spoOD8,

8POOE81,SpoOFaal,SPOOG14,8POOHlr,SPOOJSr,SPOOK141,を作成し,spoO変異

の栄養増殖に与える影響をしらべた.これらの SPOO変異株はいずれも30oCと48oCで

生育し,温度感受性ではなかったし,各種の抗生物質 (MC,Rif,Nal,Km,CM:,Amp,

PcnG,EtBr等)に対する感受性も,野生株と大差なく,顔著には栄養増殖に影響を及ぼ

していないことがわかった. またこれらの SPOO株は,Glucose以外の糖,Mannose,

Ahltose,Sorbitol,Arabinose,Fructose,Glycerol,SllCrOSe,TrellaloseもC源として利

用することから,腸内細菌で知られている異化抑制に関する変異株ではなさそうである.

また HiStidineを C,N源として利用するためのオペT,ン (Hut)も正常であることがわ

かったが,野生株にくらべ抑制が解除されていることが興味をひく点である.Hutオペロ

ンの抑制解除と胞子形成抑制解除は見掛け上帝似するので,胞子形成開始の機構について,

よりよく解析されているⅡutオペpソの制禦機構を参考にしながら研究を進めている.

一般に 8POO株では形質転換能が低いとされているが, これらの SPOO株について調

べてみると野生株に比して低いのもあれば,同程度のものもあった.形質転換能は胞子形

成開始期に特有な現象であると考えられる知見を得たので,spoO株を形質転換能の有無

で再分供する試みを行なっている.

胞子形成開始磯横の研究は単に細菌細胞の分化の引き金についての謎に答えるばかりで

なく,何故栄養増殖が行なわれるかについての謎に関する答も得られると期待される.

6)枯草菌におけるプpナ-ゼ感受性変異 (三田･賀田):枯草菌において,活性の未

知な酵素の同定を行なったり,既知酵素の作用機構の解析を行なう目的をもって,マーバ

ーグ株 HAIOlより,ニトロソグアニジン処理の後,プロナ-ゼ感受性変異株額を分離し

た.もっとも高い感受性株は合成寒天培地中に含まれる 0.1pg/mlのプpナーゼによっ

て生育阻害を受けた.また,プロナ-ゼ以外の蛋白質分解酵素頬ペプシン,′くパイン,メ

ンクレマチソ,キモトリプシンなどの阻害を受ける.DNaSeはその生育を阻害するが

RNaBeに対しては抵抗性である.

本研究は,名古屋大学鵜高教授の協力を得て行なわれた.今後,プロナーゼ感受性の機

構を解析するとともに,この系を突然変異誘発棟樵の解明に利用する予定である.

7) 環境変異原の検出と防除 (賀田･井上 ･原):当研究室で開発 された枯草菌 rec-

assay法は,その後増殖細胞の替りに,胞子を用いることにより著しい感度の上昇と定量

性の実現をみるとともに, ラット肝ホモジェネ～ト (S9)による代謝活性化による陽性

試料の検出に広く利用されるようになった.そこで変異原性が既知未知にかかわらず多数



研 究 の 概 要 51

の環境代謝物質について系統的に実施して,他の微生物 ･培養細胞などで得られている変

異性のデ-タとの比較検討をはじめている.また,あらたに開発したス トレプトマイシン

依存株類サルモネラ98SDおよび 100SDを用いた非依存性-の突然変異の検出系につい

ては,S9による代謝活性化を検討した.

DeSmutagenとしてほ,昨年に引続き, ゴボウ因子の精製 ･作用機構の解析を進めて

いる.このものはかなり耐熱性の-テロな複合蛋白質で,その分子量は 30万以上と推定
された.

8)環境抗変異原因子 の検索と作用機構 (賀田･横井山 ･井上 ･定家 ･金子):環境中

には変異原とともに,抗変異原因子も存在していることが充分予想され,前者による諸毒

性の発現は種々なレベルで括抗物に作用していることが考えられる.われわれは,さきに,

2価のコバルト(Co++)が SOSDNA修復におけるエラーを低めることを,2･3の徽生

物系で観察した.そこで主としてここで用いられた枯草菌NIG1125株を用い,その変質

した DNAポリメラーゼのエラ-を低下させる因子を広く環境生活因子について検討し

た.多数の植物属の中では,ツバキ科,ユリ科などが活性因子を含むことを見出した.と

くに,ツバキ科由来の代表的食品としては,緑茶塀がある.動物体成分としては胎盤に強

い活性が認められた.ヒト,イヌ,サル,ウシ,ラット,マウスなどのすべてに活性因子

が見出された.ラットでの研究については,この活性は胎盤以外の組織には見出されなか

った .

9) 2倍性小麦における W∬変異体誘発実験について (天野):イネ, トウモロコシ,

オオムギ,アワなど多くの穀物にモチ澱粉性変異体が知られている.これらは主に東アジ

ア文化圏で永い年月の間に拾い上げられてきたものである.一方これらの文化圏で主要作

物になることのなかったライムギや倍数性という特殊性のあるコムギ,エソ/ミクではモチ

澱粉形質変異体は知られていない.しかし,これらの澱粉もイネ等と同じく直鎖状分子の

アミT2-スを含んでいるので,この分画を欠くモチ性変異体の誘発は可能であると考えら

れる.これはかなり近縁の麦塀であるオオムギにモチ性変異体があることと,従来報告の

なかったアフリカ産栽培型イネ 0.glaZ)errinaにもEA(Sによってモチ性変異体が誘発

されたという事実からも推定される. このことから,数年にわたって強力な化学変異剤

EMSを用いて,2倍性コムギ T.肌OnOOOCOu仇 にモチ澱粉変異体を誘発する実験を試み

てきた.方法は 24時間の予備水没の後 EMS水液溶に一定時間浸潰し,水洗後播種育成

し,採種 ･乾燥の後肢乳を目視選別し,ヨード染色確認を行なうものであった.ムギ塀は

三島では冬期栽培となるが,この栽培を含めて,水浸処理等は 20oC以下が望ましいこと

が判った.EMS処理は T.仇OnOCOCCu仇 では前記条件で EMS0.1M:溶液20時間15oC

程度までが良いようであり,Ml植物体で,多くの葉色変異粂斑が観察された. しかし,

肱乳でのモチ性変異体の検出は,イネや トウモロコシほど容易ではなかった.これは主に

原型のウルチ型での腫乳の透明度がイネや トウモロコシほど良好でないことによるもので

あろうが,さらにムギ類一般に見られる高い蛋白含量との関係も検討を要する.本年度は

EMS0.lM処理 400穂を調べたがモチ性変異体は検出できなかった.
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10) トウモロコシにおけるW∬変異体誘発実験 (天野):突然変異誘発の手段と生じ

た突然変異体の特性との関係を調べるために化学変異剤,紫外線,中性子線等を用いて

wx変異体誘発を試みてきた.照射処理が容易で,葉色変異体を多発させるγ線は Wガ

変異体には効果が低い.しかし,標準的突然変異誘発手段としての意義から引きつづき誘

発処理を行なった.多重性形質系統 (CIShBzWa,Y)の種子に lSTCSγ線 20KRを照
射し,圃場にて育成した. これに無処理母本系統の花粉と検定用の多重劣性形質系統 (C

Shbzw∬,y)の花粉を等量混合したものを授粉させた. この混合花粉法は変異体検定の

ために必要な劣性形質花粉と母本系統内に純系のままで誘発変異体を確立するための母本

系統花粉を混合して用いるもので,圃場での被授粉植物はすべて険雄穂しておいた.交配

穂は収穫後十分に夙乾した後日視観察,ヨード染色確認によってW∬変異体を検出した.

穂当り9粒以下のもの 530穂,10粒以上着粒したもの2568穂を調査して wx変異体

を分離するもの3穂を得た.これは 0.1% に当り,従来の Ⅹ-,γ線によるものにほぼ相
当した.他には shl座変異体3穂,染色体上の位置がより末端になるC座変異体6穂が

得られた.これらの変異体は今後,母本形質を持つ種子から,純系内変異体を分離育成し

た後,形質表現の程度,微細遺伝子地図の作成等の分析を行なってゆく.

ll) 熱中性子線誘発イネ W∬変異体について (天野):水稲農林8号にモチ澱粉 (W∬)

変異体を誘発し,主として形質表現の程度について比較検討を行なってきた.昭和 53年

度に京大原子炉 (KUR)重水設備で γ線の混入の少ない熱中性子線を照射した種子から

変異体と思われるもの6系統を得た.翌 54年栽植したこれら変異体から得た種子を個体

ごとに2波長比色法によって形質表現度を測定した.脱えいした肱乳を破砕して試験管に

一粒ずつ入れ,水 3mlを加えてオートクレーブで 15分間加熱し,熱いうちに振とうす

る.一夜冷却,沈澱させた後上清にヨード液を加えて発色させ,660nm と430nm の 2

波長を用いて比色測定した.一粒ごとに得られたデ-タの分布を調べた.その結果2系統

は明らかに wxと認められたが他の4系統はごくウルチ (WX)に近い中間型 wx変異体

であることが示された.イネにおいて,放射線誘発 Wガ突然変異体に中間型が見られる

ことは他にも報告があるが,このように高い比率で中間型が誘発されたことは,注目を要

する.ジャポニカ型水稲では-テロ接合型艦乳に中間型表現が示される遺伝子数効果があ

ることはすでに報告したが,放射線で中間型wx変異型が多発することと併せて,イネに

おけるW∬形質表現系路に何らかの特殊性のあることも考えられる.引きつづき検討を要

する課題である.

12)花粉自動分析計数システムの開発 (天野):風媒花であるトウモロコシからは多量

の均一な形と大きさをもった花粉が得られる.モチ澱粉性などの適当な遺伝形質を選ぶこ

とによってこれら半数世代の細胞の遺伝子型を検定することができる.特にこれら花粉は

均一な形,大きさを持つ粒子であることから検定の自動化が可能であると考えられる.過

伝子型の検定の自動化は多量の試料の処理を可能にするということのみでなく,客観的検

定という点からも望まれるものである.これらは環境変異原,特に一般環境に放出された

ものの検定には桂めて有効な手段であると考えられる.自動化には主として平面上に固定
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された試料の静止した映像を対象とする画像解析と検出券の前を試料粒子を移動させて順

次調べてゆくフローシステムのふたつの方法が考えられる.後者は光電変換後のパルス波

高を多重波高分析装置を用いて行なうことで比較的簡単に実現でき,また試料がスライド

等の上に固定されないことから,繰返し検定,あるいは在来の頗倣鏡による検定など他の

方法による調査にも用いうることから,フローシステムによる自動化を試みた.装置は焦

点距離を比較的長くとった低倍率顧徴鏡にガラス毛細管をとりつけて,その中にヨード染

色した花粉粒を流した.供給側容器には小型モーターによる撹拝装置をつけて粒子の沈降

を防ぐようにし,花粉粒子の移送はマイクロチューブポンプで吸引して行なった.用いた

ガラス毛細管は花粉直径の約 10倍の内径 (0.8mm)があったが,花粉の移送を開始す

ると2ml/minの速度で花粉粒は管のほぼ中央部に収れんして流れた.拡大された花粉粒

の影像はシ1)コソ光セルで電流パルスに変換し,電圧変換,増幅の後 1000チャネル多重

波高分析器によって分類計数を行なった.予備実験によると約 700 パルス/秒までは十分

に分解分析された.100万粒を約 25分程度で分析できる速度である.モチ性花粉,ウル

チ性花粉,不稔花粉等を完全に弁別計数するためには透過光と落射光とのバランスを十分

に検討する必要がある.さらに試験用母本系統として用いる材料と,その基礎原理も十分

に研究されねばならない.このために本年度は農業技術研究所放射線育種場の照射圃場で

Wx,wa;(639),wxR 等5系統を栽植し,花粉材料の収集を行なった.引きつづきこれら

の材料を用いて研究を進めてゆく.

13) イネにおけるW∬変異体誘発実験 (天野):用いた手段と,誘起された突然変異遺

伝子座の構造上の特性との関係を明らかにすることを目的として,水稲農林8号の種子に

変異誘発処理をし,モチ澱粉変異体を誘発する実験を引きつづき行なった.従来の結果で

紘,トウモロコシと同様に高い誘発率と,恐らく多くの点突然変異体を誘起していると思わ

れるEMSと,トウモロコシでも効果のあった中性子線では,いくつかのモチ変異体が誘

発できた.今回はDNA分子のラセソ内部に入り込んで開裂させ,フレームシフト型変異

を起すと考えられるアクリジン･オレンジの水溶液-の浸潰処理と,標準的放射線として

γ線照射を試みた.いずれも種子に,稔性が十分に低下する程度の強い処理をした.処理

種子は播種箱に密植し,ガラス室内で栽培した.密椿によってほぼ 1個体 1穂が得られ

た.採種,乾燥した後脱えいしてモチ性変異体を調査検定した.調査は肱乳の目視観察で

選別し,濁りのあるものについては表面を少し削ってヨード染色して確認した.アクリジ

ン･オレソジ処理では pH調整しない 2%水溶液 270C48時間処理で,穂当り1-9粒

のもの 213穂,10粒以上のもの 317穂を調査したがモチ変異体は得られなかった.普

た 187Csγ線 30kR照射では穂当り1-9粒 106穂,10粒以上のもの 252穂,40kR

照射では 1-9粒のもの959穂,10粒以上着粒したもの1545穂が得られた.なお40kR

区では他に不稔穂が 1012本あった.これらγ線照射処理したもの合計 2862穂を調査し

たがモチ性変異体は得られなかった.トウモt]コシと同様γ線ではモチ変異体の誘発は困

難と思われる.
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G.人 類 遺 伝 部

人塀遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質につい

て,第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究を行なっている.

そのほか随時に,一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度の人事異動として,第2研究室で人規染色体の異型現象 OleterOmOrphism)の

研究に協力してきた安851I択一研究員が,5月 1日より札幌医科大学法医学教室 (講師)

に転出した.

松永部長は,家族計画国際協力財団の訪中団の一員として,6月 27日より7月10日

の間,北京 ･西安 ･成都 ･上海 ･蘇州を訪問し,中国の人口政策と計画成育推進の現状を

視察してきた.中国では昨年より国を挙げて ｢独生子｣を奨励する政策がとられ,それに

伴って L̀健康な一人っ子''を産むために人規遺伝学の研究が重視されるようになってきた

ので,その面での日中研究協力の方途についても意見の交換をした.また同部長は,日本

人類遺伝学会に設けられた教育委員会の一員として,｢医学課程における人類遺伝学の教
育｣に関する報告書 (日本人類遺伝学雑誌 26:263-285,1980)の作成に協力した.

本年度に行なわれた研究の概要を下に記すが,これには文部省科学研究費ならびに厚生

省特別研究費の援助を受けた.

第 1研究室 (枚束)

1) 発がん遺伝子に対する宿主抵抗性 (松永):網膜芽細胞腫を高率に発生する優性遺

伝子の保因者の表現型には,非発病 ･片限羅息 ･両眼隈息の3型があるが,この区別は宿

主の遺伝的抵抗性の違いによることを報告してきた.今年度はこの抵抗性をきめる遺伝子

(複数)が,組織特異的であると考え られ る証拠を得た.上記の優性遺伝子の保因者は

(正常者に比べて),大腿骨などに骨肉腫を発生しやすい (相対危険率は230倍)ことが知

られているが,その危険率は網膜芽細胞腫の南限擢息例でも非発病保因者でも差がないこ

とが判明したからである.骨肉腫に対する組織抵抗性は,網膜芽細胞腫に対する組織抵抗

性と同じく,多因子遺伝のしきい形質とみなされる.詳細は J.Natl.Cancerlnst.65:
47-51,1980に発表.

また,13番染色体の長腕の一部が欠失 (13q-)しても,網膜芽細胞瞳を高率に発生す

ることが知られているが,このような症例に関するデータを文献例から集め,宿主抵抗性

のモデルに基づいて分析した結果,13q-の発がん効果は優性遺伝子の発がん効果に比べ

て有意に低く, したがって主遺伝子の座位は 13q以外にあると考えられる証拠を得た.

詳細は IIum.Genet.66:53-58,1980に発表.

2) ヒト初期発生異常の成因に関する研究 (松永 ･塩田):京大医学部付属人旺七ソク

ーには,人工妊娠中絶によって無傷のまま得られた約3,600の胎芽標本と,その詳しい産

科学的情報が保存されている.この資料を用いて,各種の母体要因と胎芽の奇形 (多指 ･

単前脳症 ･兎唇など)との間の相関の有無を分析した.奇形の認められ年始芽は全体の

3.3% であるが,出産慣位の低いものほど高く,母が甲状腺疾患に躍患していたものにも
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高かった.また,全く飲酒しない母の群では,ときどき飲酒する群に比べて,奇形胎芽の

出現率はかえって高いという意外な結果を得た.詳細は Teratology21:323-331,1980

に発表.

上記人旺セソクーの資料のなからら,子宮外 (主に卵管内)に着床した胎芽 43例と,

筋腫を伴った子宮から回収された胎芽 97例を選び,これらを正常妊娠の場合の胎芽と比

較した∴これら異常妊娠からの胎芽には奇形の出現率が有意に高く,片側性の無肢症や尾

部形成異常 (ともに正常妊娠ではきわめて稀)が認められ,横桟的な圧迫が発育中の胎芽

にとって催奇形要因となりうることが示唆された.詳細は Teratology21:61-69,1980

に発表.

第 2研究室 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について基礎および応用両面か らの研究を行なってい

る.

1) 動原体の不活性化現象 (中込･藤田･松原 ･阿部):非対称型の染色体交換等によ

り二動原体 (die)染色体が生ずると,通常は動原体 (着糸点)の内片方が不活性化する.

不活性化が生じない細胞は,分裂後期に染色体橋等が形成されモノソミーあるいはヌ1)ソ

ミーとなるため,淘汰されるのであろう.不活性化した動原体は Cdバンド法による染色

性を失うが,Cバンド法によlる染色性は保つことを,1976年に中込ら (Clin.Genet.9:

621)が 1例で観察し報告した.Cd/ミソド法を用いると,動原体の機能の有無を知るこ

とができる可能性が出てきたことになる.

その後,他施設の協力を得て dic染色体を持つ個体を蒐集し,検討を続けている.現

在までに8例についての検討を終ったが,全例で動原体の不活性化とCdバンドの陰性化

現象が平行してみられている.この点については,psudie(9)(q2101)など常染色体の

同腕染色体,tdic(7;15)(p21;pll)など常染色体の転座による例,2例の psudie(Ⅹ)

(q22)や 1例の psudie(Ⅹ)(p22)などⅩ染色体の構造異常の場合などの間に差はな

く,かなり普遍的にみられる現象であることが明らかになった.機能の有無に応じて染色

体の構造が出現ないし消失する初めての事例であり興味深い.なお今後は,dieにおける

動原体相互の距離と不活性化の有無,動原体の過剰以外の原因--例えば老化など･-･に

よっても動原体の不活性化が生ずるか,といった点についての検討を行う予定である.

2) ヒトⅩ染色体における不活性化の機構 (中込):正常女性ではⅩ染色体2本の内1

本が胎生早期に不活性化する (I.yonization).不活性化するⅩは細胞ごとに randomに

選ばれるが,Ⅹの欠失や転座など種々な構造異常を持つ個体では,しばしば異常あるいは
逆に正常なⅩに限って不活性化がみられる.

X染色体の特定の小部分が不活性化に不可欠と仮定すると (仮称不活化センター),こ

れを含むⅩの区間は不活性化するが,含まない区間は不活性化できないことになる.Xの
絶ての区間が,その大きさや場所にかかわらず不活性化する場合には,特定のセソクーは

存在しない･- 前記の仮定は成立しない････ことになる.なおセンタ-が自律的に調節を

行なっているか,高次の調節機構の支配下にあるかほ,この場合無関係である.
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Ⅹと常染色体の間の相互転座の保因者は,通常は正常なⅩの不活性化を示すが,稀に

der(Ⅹ)または der(A)(Aは常染色体の内いずれか1本)が不活性化する例がある.こ

のような例で DNA複製像につき記載のあるものを文献より17個体集めた.さらに隣接

1塑ないし3:1分離などによるアソパラソス例26例,欠失や逆位に続くrecなど種々

な構造異常を 52例,同様に蒐集した.これらについてDNA複製像を見ると,i(Ⅹp)お

よび Ⅹpter→Ⅹql12という短腕のみまたはこれに準ずるⅩ染色体の区間が後期複製像

を示すことより,短腕側にも不活性化セソクーが存在することが推定された (長腕側につ

いては既に証明済み).各腕について最短ないしそれに近い区間を含む構造異常を求める

と,短腕側は pter-p21及び pter-pl13,長腕側は qとer-q25or26,qter-q21,

qter-q13などが得られた.さらに詳しい検討を行なった所,上記のうち確実なのは p

ter-p21とqter-q13の2例のみで,他に qter-q25or26の症例は少数の細胞でお

そらく後期複製との結果になった.

1970年代の初めにⅩ短腕に不活化センターが存在するとの論文が2締出たが,当時

i(Ⅹp)とされた症例がその後 ⅩⅩq-と判明するなど,彼等の論拠は既に完全に崩れ去っ

た.その後は,Ⅹ長腕の近位部に唯1カ所だけ不活化セソクーが存在するとの,Therman

らの説が有力であった.今回の結果によると,短腕の遠位部と長腕の遠位部にも不活化セ

ンターが存在することになる.なお q13-q22の区間の重複を示す例で,全長にわたり早

期複製の例がみられた.この区間が不活化セソクーを欠くか,または不活性化の誘発には

過小である可能性を示唆する所見である.この種の症例の追加報告に期待したい.

不活性化の不完全性の問題については,定量的手法による検討などを行う目的で,病院

等に協力を求め検体の蒐集を続けている.

3) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究 (中込･松原 ･飯沼･安積):従来は原因不

明とされていた先天異常の内から,分染法などによる詳細な染色体分析や表現型の厳密な

解析により,染色体異常に基づく新しい疾患単位を分離 ･独立させることを目標とする研

究で,昨年までに引続いて行っている.本年度は,当研究室で開発中のアクリジンオレン

ジ前処理Gバソドや YuniS法など,いわゆる高精度分染法の応用が一部の症例で始まっ

たことと,きわめて多彩な新しい染色体異常の同定に成功したことが特記される.

最も複雑な構造異常は5個所の切断点を含むもので,46,ⅩⅩ,t(7;21)(21;10)(7q

ter-7pll::21q22-21qter;7pter-7p13::21q22-21p12::10p12-lopter;10qter→

10p12::21p12-21pter)という核型を示した.札幌医大の依掛こより解析の機会を得た

が,過去 20年ほどの間に報告されたヒトの染色体異常の絶ての症例の内で,最も複雑な

構造の一つである.また逆位に続く組換えによる部分 トリソミ-とモノソミ-の合併例,

46,ⅩⅩ,rec(14)dupq,inv(14)(pllq24),稀な重複を順方向と逆方向各2例経験した

ことtinvdup(1)(q44-q32)を2例,dup(14)(q24-q32)とdup(5)(p15-pll)各1例】

なども特記される.なお構造そのものは一般的な型であるが,過不足となる場所が珍らし

い例としては,r(6),del(10)(?p13),および -9,+der(9),t(3;9)(p13;q22)など

を経験した.上に挙げた症例はいずれも新しい染色体異常症候群に含まれ,duplqを除
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いては極めて珍しい異常である.表現型との対応関係については,今後検討を行なう予定

である.なお 1)の項で触れた dicのうち,p8udic(21)による Down 症の例で,従兄

弟に rob型転座による Down症がみられた.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいてI)NA複製と細胞分裂の調節機構に関する研究を行
なっている.

当研究部の人事の面では微生物遺伝部研究員安田成一が徽生物遺伝部第二室長に昇任し

た.非常勤研究員として本年も東京大学応用微生物研究所教授松橋通生,京都大学化学研

究所教授高浪沸,東京大学理学部助教授鈴木秀穂の3名の参加を得て,｢ペプチドグリカ
ソの生合成｣,｢DNA複製の複製開始領域の構造と機能の対応に関する研究｣,｢ペニシリ
ン結合蛋白の細胞分裂における役割に関する研究｣を推進することができた.さらに東北

大学医学部から中村正孝博士を学術振興会奨励研究員として迎え,大腸菌のDNA複製開
始領域の極めて近傍に位置する ｢asn一合成辞索をコードする構造遺伝子｣の塩基配列の決

定を行なった.当研究部の特別研究生武田稜は ｢DNAの複製開始機構の研究｣により東

京大学理学部から理学博士の学位を受け (主査 ･飯野徹雄教授),本年9月には北米合衆

国カ1)ホルエア大学サンデェゴ分校のスミス教授のもとに留学して,現在もDNA複製の

研究を続けている.

当微生物遺伝部の構成研究者らと上記の研究者らとの共同研究によって,本年も研究を

順調に推進することができたことは幸であった.

広田事故は 2月23日から約 20日間チューピソゲソ市のマックス･ブランク研究所 ･ウ

イルス,フォルシュングを訪れ,日独共同研究 (日本側責任者広田事故:西独側責任者ウ

リ･シュヴァルツ)を行った.過去三年間にわたり当日独共同研究を採択された日本学術

振興会に感謝したい.その後広田は北米合衆国コロラド州キーストンで行なわれた 1980

年度 ICNIUCLAシンポジウム ｢DNA複製とDNA組換えの分子機構の研究｣(3月 16

日～3月 21日)に出席して招待講演を行なった.次いで北米合衆国テネシー州ガトリソ

メ-グで行なわれた1980年度オークリッジ･シンポジウム ｢DNA･蛋白の相互作用｣(3
月22日～28日)に出席して招待講演を行なった.上記のシンポジウムの主題はいずれも

最近著しい進歩をみせている ｢DNAの構造解析とその壊能との対応｣をとりあげてその

機構を明らかにすることを主目的としたシンポジウムでその開催は適時であり,盛会で,

また有意義な集会であった.

7月 30日にはオーストラリアの CSIRO柴谷篤弘教授,10月 16日には北米合衆国

スタンフォード大学-～ゼソバ-グ教授,11月13日には北米合衆国ジョージァ大学ジャ

イルス教授,11月18日には大英連合王国ケンブリッジ大学ライリイ教授らの各訪問者
と,DNA複製開始領域の構造と機能 (柴谷),窒素固定をするイネ (ライ1)イ),遺伝子

の形質発現 (ジャイルス),細胞分裂機構 (-ーゼソバーグ)に関する研究討議を行なっ

た.
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研究費の面では特別推進研究 ｢細菌細胞の分裂に関する研究｣(代表者,広田),特定研

究 (1)遺伝工学的手法によるイネ科植物への窒素固定能の付与 (代表者,広田),絶合研

究 ｢大腸菌 K-12株をもちいた生体高分子生合成に関する給合的研究 (代表者,西村)等

の研究課題について文部省の科学研究助成費の交付をうけた.

研究の面では次の研究について主な進展があった.

1) 大腸菌のDNA複製開始領域の構造と機能との対応に関する研究 (広田･安田･山

田･西村(昭)･杉本･岡･高浪):我々はDNA複製開始領域を含むDNA断片を京大･

化研の高浪,岡,杉本らとの共同研究によって解析して次の成果を得た.すなわち,複製

開始領域内に存在する制限静索識別部分を制限酵素をもちいて切断後,エキソヌクレアー

ゼを働かせることにより,その切断塩基末端から消化を行なわせた.この消化反応条件を

調節することによって,エキソヌクレアーゼ Slによって消化される消化の度合を加減す

ることによって,種々の度合に塩基数を失った変異体を分離することができる.このよう

にして消化した結果できる種々のDNA断片をクT,-ソ化し,各クp-ソの塩基配列を決

定した.この結果,複製開始能を持つクp-ソと失うクT,-ソのそれぞれ2群の塩基配列

が得られた.これは245対の塩基配列が大腸菌染色体の自律的複製の開始に必要で充分で

あるが,その塩基配列の一部を欠くクローンは複製開始できないことをしめす.

第1図に示したように,invitro組換え法によりDNA複製開始領域の245塩基対に

ある各制限酵素の ｢識別領域｣へ,次の塩基対の欠失 (△)または塩基対の挿入変異を起

させた.(a)BglII-2へ GATCの 4塩基の挿入を起させてもDNA複製開始能を持つ

(Ori+)が BglII-1とBglIト2問にはさまれる16塩基対の欠失を起させるとOri-と

なった.さらに Ban E1-3に GATCの 4塩基の挿入,4塩基の欠失,15塩基の欠失

を起させると Ori-となった.また AvaII位に GACの3塩基,ACの 2塩基対の挿

入,さらに 3,4,5,6,7,8塩基対の欠失を起させるとそれぞれ Ori~となった.また

HindIIL1位に AGCTの4塩基の挿入,あるいは 5,7,8塩基対の欠失を起させると

Ori-となったが,12塩基対の欠失を起させた場合は Ori+となった.

｢塩基の挿入と欠失｣により,著しい複製能の欠損が起ること,さらに 245塩基対の両

末端において ｢挿入と欠失｣が起った場合には,その大部分は Ori~となる.しかし稀に

は一部の変異体は 0ri+となる現象を見出した.我々は以上の事実を説明するために次の

モデルを考案した.

以上の現象は次の事実をしめしていると考えた.すなわち,1)245塩基対の中にエソ

コードされた複製開始能には｢極性｣がある.さらに,2)この複製開始額城中へ ｢挿入と

欠失｣を導入したクローソについて各塩基対の闇の相対的位置を比較するとOri+と0rid

間でそれが著しく変化する. ところが,3)｢上記の挿入と欠損を起させることによって

Or卜 となった塩基部分｣に突然変異を誘起させることによって ｢塩基置換｣した場合に

は,置換による Ori欠損は起らない.

以上の ｢変異と 0ri 機能の対応｣の現象を ｢識別フレーム･モデル｣によって説明す

ることに成功した.すなわち,複製開始領域DNAはその役割が全く異なる2種の DNA
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種から成立している.その1ほ ｢DNA複製開始蛋白によって識別される塩基配列｣であ

る.その2は上記の複製の識別塩基配列域間の ｢距離を決定する塩基配列｣である.前者

の塩基配列は識別の特異性を決定するためにその塩基配列に,置換変異,欠損変異,挿入

変異のどれが起きてもOri-となると予測される.しかし後者の塩基配列に塩基の置換が

I
もしもこの第2の距離を決定する塩基配列に欠失と挿入が起った場合には,その結果とし

て識別域問の距離が変化するからOri~になると考える.我々はこれを ｢識別フレ-ム･

モデル｣と呼ぶ. このモデルにJよれば Ori機能の極性変異,塩基の挿入と欠失変異によ

って Ori機能は失われているはもかかわらず塩基置換変異によってその 0ri機能は失い

難い等の現象をうまく説明できる.そのうえ,Oriのどの位置のどの塩基に欠失や挿入を

起させた場合に,それが Ori+になるか Ori一になるかという｢Oriの機能に関する厳し

い予見性｣をもっている (Molec.gen.Genet.,178,9-20(1980);Progr.Nucl.Acid

Res.&Molec.Bio1.,26,33-48(1980)).

2) DNA複製開始蛋白 (イニシェーク～)をコードする構造遺伝子 (dnaA)を含む

染色体断片のクローニング及びその物理的地図の決定 (村上 ･井口･山岸 ･小閑･広田):

京大 ･理 ･生物物理の村上,井口,LLl岸,小閑らとの共同研究によって,RnaA遺伝子

をもつlgtdnaA ファ-ジを分離した.これからDNAを抽出し,jgtdnaAファ-ジ

の染色体の物理的地図を-テロ･デュプレックス法によって確立した.この結果DNA複

製開始を行なうイニシェ-クー蛋白質をコードする遺伝子,dnaA,とその周辺の染色体

の物理構造を明確にすることができる.さらにこのファージがコードする dnaA遺伝子

を含む染色体片の上に位置する構造遺伝子群がコードする遺伝子産物の解析を行なった.

その結果 dnaA蛋白とその周辺に位置する遺伝子のコ-ドする産物を同定し,さらにそ

れら蛋白の分子量を決定することができた (Molec.gen.Genet.,180,235-248(1980)).

3) 大腸菌の細胞分裂の分子機構 (鈴木(秀)･田村 (俊)･西村 (行)･溝口･広口･U.

シュワルツ):ペニシリンは細胞分裂を触媒する蛋白質である ｢ペニシリン結合蛋白質｣

に特異的に共有結合する.このペニシリンの性質を利用して細胞分裂を行う蛋白質の研究

を行った.我々の作成した ｢大腸菌の細胞分裂 の多重温度感受性突然変異体｣と,｢ペ
ニシリ1/結合蛋白質 la,lb,と3をコードする構造遺伝子をもつ合成プラスミド (pLC-

plasmid)｣を組合せて作成した系統から作った抽出液をアンピシリン･セファロース･

アフイニティクT,マトグラフイにかけ,これを中性ヒドpキシルアミンによって溶出する

ことにより,｢大腸菌の細胞分裂を行なう蛋白質｣のうち,la,lb,及び 8の性質の同定

に成功した (FEBIJS-Letter110,245-249(1980);Proc.Natl.Acad.Sci.,77(8),4499-

4503(1980)).以上の 3)項の研究成果についての立ち入った要約については昭和 54年

度の和文年報を参照されたい.

北米合衆国,タフト大学のパー ク教授との共同研究により,ペ ニシ リン結合蛋白･

5(PBp-5)に欠失突然変異を起したために,PBIL5のペニシ1)ン結合活性を失った突然

変異体を発見した.さらにその遺伝子座,pfvの位置を決定した.pfvは Iip遺伝子



60 国立遺伝学研究所年報 第 31号



研 究 の 概 要 61

座とIeuS遺伝子座の間に位置し,14.0分に位置することを明らかにした. またこの欠

卸 こよりペニシ1)ソに高感受性となることを発見した (J.Bacteriolり143(1),531-534

(1980)).この現象はP】;IL5が細胞の生長と分裂に必須の反応過程に関っていることをし

めている.今後,この反応過程を解析することが,細胞分裂の分子機構を明らかにする鍵

となると考えられる.

4) 大腸菌の高分子生合成 (西村 (行)･R.スターングランツ･J.ワソ･広田):当

研究部では約5,000株の独立に生起した温度感受性突然変異体を分離した.国内外の研究

者との共同研究によってこの変異体の欠損を系統的に同定し,大腸菌の高分子生合成の遺

伝的機構をあきらかにする研究を行なっている.本年度には トポイソメラーゼ Ⅰ型の a,-

蛋白質の生合成とその役割に関する研究に著しい進歩を見た.すなわち,北米合衆国 ･ニ

3.-ヨーク州立大学のR･スターングランツ,--バード大学のJ･ワンらとの共同研究

により,上記の温度感受性突然変異体のコレクションの中から aI一蛋白質を欠損した突然

変異体を異出ttた.与の変異体は a･一蛋白質の構造遺伝子 (top)に欠漁をおこしたために

W一蛋白質を欠いている. この遺伝子座は 25分に位置し trp オペ7,ソとpyrEの間に

あり,OysB遺伝子に隣接する.この事実に着日して cySB遺伝子に欠失をおこしその

欠失が隣接遺伝子へ連続した変異体について al-活性を探した結果,top遺伝子を完全に

欠失した変異体を見出すことに成功した.以上の突然変異に関するアイソジェニック系統

を作成し,aJ一蛋白質の欠損に由来する変異体の表現型を解析した.top~変異体は正常に

DNA複製を行なう. しかしトランスポゾン (TnlO)によるトランスポジションに欠損

をもち,ラクトース･オペpソの転写に阻害をうける.幾分放射線感受性をしめす.有性

生殖, トランスダクションによる DNA組換え機能は正常である.しかしreoA10p-の

重複変異体は致死効果をもっている.これらの現象の発見により,今迄その役割の知られ

ていなかった a)-蛋白が トランス･ポジションや DNA修復, カタボライト･レプレッシ

ョン等に重要な役割を果していることがあきらかとなった (Proe.Natl.Åead.S°i.USA

印刷中).

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では,主とし

て進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研

究を行なっている.本年における研究活動および人事を要約すると次のようになる.

第1研究室では昨年に引続き集団遺伝学の立場から分子レベルにおける進化と変異の問

題を扱った.特に本年はDNA塩基配列の比較から進化速度を推定する統計的方法を節究

し,新しい有用な方法を見出したのでこれについて発表した.多重遺伝子族における同時

進化の集団遺伝学的研究については,これを免疫グロブリンのアミノ酸変異の問題に応用

して新しい知見を得たほか,座位間の連銀不平衡を求めることにも成功した.

部長木村は 10月 8日-10月 11日京都で行なわれた第 7回国際 CODATA会議に
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招待され,"Dataonourevolutionaryheritage"と題する講演を行なった.室長太田

朋子 (原田)は 1月 8日に大磯プリンスホテルで行なわれた第2回遺伝学セミナーの講

師として招待され ｢集団遺伝学から見た多重遺伝子族の進化｣と題し講演した.また,太

田は多重遺伝子族に関す る集団遺伝学的研究をまとめ ÈEvolutionandVariationof

A(ultigeneFamilies''と題するモノグラフをドイツSpringer-Verlagから出版した.

第2研究室では細分化された集団の遺伝的構造について数理的研究を行なったが,特に

本年は分集団の消滅と他からの移住による再構成とがひんぽんに起る場合には全体として

の集団の有効な大きさが著しく減少することを明かにした.また,集団遺伝学で用いられ

る拡散モデルを計算機によって数値的に扱う新しい方法を開発しこの応用を試みた.その

他,分子レベルで変異を扱うための複合ステップモデルを考案しその解を求めることに成

功した.室長丸山毅夫はICRP(InternationalCommissiononRadiologiCalProtection)

会議出席ならびに遺伝学に関する調査研究のため昭和 55年 3月 15日-昭和 55年 3

月 26日の期間,連合王国-出張した.

人事の面では,丸山室長が 3月 16日付で生理遺伝部長となり,集団遺伝部から生理

遺伝部へ移り,それに代って,部長木村が第2研究室長を兼任することになった.また,

第2研の研究員として青木健一を 10月1日付で採用した.青木は東大･尾本教授の下で

人規学を修めた後,渡米留学し, ウイスコソシソ大学遺伝学教室の Crow教授の下で集

団遺伝学を研究し,1980年 5月,`̀Thenecklacemodeloftheevolutionofaltruism

inahomogeneouscontinuoushabitat''と題する論文により博士号 (Ph.D.)を受けたも

のである.また,理研ライフサイェソス推進部の舘野義男研究員が集団遺伝部非常勤研究

員としてDNAやタンパクの一次構造の比較をもとに電子計算機によって系統樹を作った

り,中立説の検討を行なう研究に協力した.

外国からの来訪者の主なものはウィスコンシン大学 J.F.Crow教授 (3月 25日-4

月 9日)および米国シティー･オブ･ホ-プ･メディカルセンター S.Ohno教授 (ll

月 13日-11月 14日)である.また,モスクワのソ連科学 アカデ ミー遺伝研究所の

Y.P.Altukhov博士が学板の援助により共同研究のため 5月 15日-5月 31日の期間

滞在した.

第 1研究室 (太田)

1) 弱有害遺伝子が突然変異圧の下で小集団中に固定するまでの平均時間 (木村):一

つの遺伝子座を考え,野生型遺伝子をA,それから毎代一定の率 Vで生ずる突然変異遺

伝子杏A/とする.3遺伝子型 AA,AA/およびA/A′の相対適応度を1,1+hおよび
1+8とし,有効な大きさ N.の任意交配集団の内に突然変異遺伝子 A′が初め頻度pで

存在したとして,それが非可道的突然変異圧(A-A′)の下で集団中に固定するまでの平
均世代数 T(p)を求める式を拡散モデルの方法によって導いた.この式を用い,突然変異

が有害 (a--8′,S'>0)であるとし,次の3つの場合,すなわち (i)完全優性 (8-h-
-8′),(ii)完全劣性 (8--8′,h-0)および (iii)優劣関係のない (8--8′,h--S′/2)

場合について,p-0とした時の平均固定時間ず(o)の比較検討を行なった.その結果,
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もし4Nev>1であれば 亨(o)は有害突然変異が優性の時の方が劣性の時より短かいが,

もし4Nev<1であれば F(o)は逆に劣性の時の方が短かくなることを見出した.また,

一般に Nes'>10であれば テ(o)は非常に大きくなり,有害遺伝子の固定は事実上起ら

ぬと見て良いことも明らかにした.本研究においては,解析的な扱い以外に,モソテ カル

p法による模擬実験によっても,理論をたしかめた.特に討算時間を短縮する上で極めて

有効な 〝pBeud0-Samplingvariable''法 (PSV法)を考案し,この方法の検討も合わせ行

なった.詳細は PNAS77:522-526(1980)に発表した.

2) DNA (または RNA)塩基配列の比較から分子進化速度を推定する統計的方法 (木

村):ごく最近になって,DNA の塩基配列が各種の遺伝子について急速に決定できるよ

うになり,過去 1,2年の間にデータが急速に蓄積しはじめた.これに伴い,相同な塩基

配列の比較から進化を論ずることが盛んに行われるようになった.そのため相同な塩基配

列間の進化的距離を推定する簡単な方法の必要性が高まってきた.本研究では,進化の過

雀荘お吐る塩基の置換による_差をプリン同志,または-ピリミジン同志の置換による差 (第

Ⅰ種または tranSition型)およびプ1)ソとピリミジンの問での置換による差 (第 ⅠⅠ種ま

たは transverBion型)の2つに区別して考える.いま,相同な2つの塩基配列を比較し

たとき,両配列の間に Pおよび Qの割合 (相対頻度)で第 Ⅰ種および第 ⅠⅠ種の差を

示す塩基座位が存在するとしよう.この時,両配列の間の進化的距離を塩基座位あたりの

平均置換数で表わしたものを 且 とすると,その推定値は

K-寸nf(1-2p-Q)～,F好 )
によって求められる.もし,両配列に対応する種が共通の祖先から分岐してから現在に至

るまでの時間 T(午)が分っておれば,座位あたり一年あたりの進化速度は k-K/(2T)

によって与えられる.この方法をコドンの第3番目の塩基座位だけに適用したときは,進

化距離の内の同義的な (アミノ酸に変化を起させない)置換による成分は次式で求められ

る.

Ks′-一書ln(1-2p-Q)･

詳細は J.Mol.Evol.16:11ト120(1980)に発表した.

3) 分子進化の結果としての免疫グロブリソのアミノ酸変異 (太田):多重遺伝子族に

ついての集団遺伝学的解析結果にもとづいて,免疫グロブリン可変債域のアミノ酸変異を

統計分析した.Kabatらの編纂した資料を用いアミノ酸配列を比較したとき,相同なア

ミノ酸座位でアミノ酸が同一である割合 (均一係数)を計算した.種内および種問均一係

数を,枠組領域ならびに超可変領域にわけて算出し,二親域の均一係数の間に高い相関の

あることを示した.また,進化的に受け入れられた突然変異率 (すなわちアミノ酸の進化

における置換速度)は,超可変領域では枠組領域のほぼ8倍であるとの推定を得た.そし

て種内における超可変性は,このような高い置換速度の必然的な結果であると結論した.

詳細は J.Mol.Evol.15:29-35に発表した.



64 国立遺伝学研究所年報 第 31号

4) 免疫グTlブ1)ンその他の多重遺伝子族におけるアミノ酸座位の間の連鎖不平衡 (太

田):免疫グロブリンなどの多重遺伝子族の遺伝的変異に関して,考えねばならないこと

の一つに,アミノ酸座位の間の連鎖不平衡の問題がある.たとえばⅤ額域の二アミノ酸座

位を考え,それぞれに2種現のアミノ酸が存在しているとき,ラソダムに組合わさってい

れば4種現のV額域ができるが,2種煩のアミノ酸が完全に連銀していると2種塀のⅤ償

域しかできないこともある.この問題を集団遺伝学の手法を用い解析した.連鎖不平衡を

表わすのに用いた量は,二座位で共にアミノ酸が同じとなる確率が,それぞれの座位が独

立であると仮定した場合より平均してどれ程大きくなるかという量で identityexeessと

呼ぶ.この量が,多重遺伝子族の進化要因である不等交叉,突然変異,遺伝的浮動のつり

合った平衡状態で,どうなるかを解析した.ついで,免疫グロブリンのⅤ僚域のアミノ酸

配列から実際の identityexcessを推定し,不等交叉率,突然変異率などに現実的な値を

仮定した理論結果と比較した.そしていわゆるサブグループと呼ばれているⅤ領域の間で

はかなり自由に組換えが起っているとの結論を得た.詳細は Genet.Res.36:181-197に

発表した.

第 2研究室 (木村)

1) 多数の分集団から成る種において,分集団の消滅と移住によるその置換えが頻繁に

起るとき,遺伝的変異性と集団の有効な大きさはどうなるか ?(丸山･木村):(a)無性

繁殖を行なう半数生物の場合.集団 (種)が n個の分集団 (系統)から成り,各分集団

の単位時間あたりの消滅率を )とする.また,1つの分集団が消減すると,それは他の分

集団によって置き換えられるものと仮定する.いま,突然変異率を遺伝子座あたりγと

し,遺伝子は突然変異を起すごとに新しい対立遺伝子を生ずることを仮定する `̀無限対立

遺伝子モデル"を用いて計算すると,平衡状態における変異性 (対立遺伝子顕度の2乗の

和を1から引いたもの)は

2Nev/(1+2New)

となる.ここに Neは集団の有効な大きさを表わし,

Ne-舟+n/(21)+nNv/i

となることが証明される.ただしガは分集団の大きさの調和平均を表わし,また,n≫1,

すなわち集団は多数の分集団 (系統)から成るものと仮定する.

(b) 有性繁殖を行なう二倍体生物の場合.分集団の間の移住率 (個体交換率)を m,

各分集団の消減率を ).とする.個体の移住率はどの分集団の間でも同じであることを仮

定すると (集団の島モデル),集団の有効な大きさは

Ne-舟+n/[4(V+i+帆))+nN(V+m)/(V+i+仇)

によって与えられる.詳細は PNAS77:6710-6714参照.

2) 集団遺伝学における拡散過程の数値解法とその応用について (丸山･高畑):集団

遺伝学における重要な問題は多くの場合,ライトや木村による遺伝子頻度を拡散近似する

方法によって定式化できるが,すべての場合にその厳密解をうることはむずかしい.普

た,電子計算機を利用したモデル集団の模擬実験は問題を解く葡力な手段であるが,より
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現実的な模擬実験をするには長い時間を要する場合が多い.こうした事情のため,効率よ

く模擬実験を行なう方法の開発は今後の集団遺伝学の発展にとって有用なものと思われ

る.ここでは与えられた拡散方程式に等価な確率差分方程式を計算機を利用して数値的に

解く方法を提案し,いくつかの具体的な問題への応用を試みた.この方法は境界条件の取

り扱いに関して,応用数学的に未解決な問題点もあるが,この方法によって,いままで扱

えなかった問題も比較的短時間のうちに処理することが可能になった.概要は数理解析研

究所講究録 385MathematicalProblemSinBiology-'80,73-79に発表した.

3) 複合ステップ中立突然変異モデル (高畑):1966年以来,電気泳動法は生物集団の

遺伝的変異を検出するため多様な生物種に適用されてきた.標準的な電気泳動法はタンパ

ク質分子の電荷の違いに基づいて分子を識別するため,これによって求められる遺伝的変

異は従来の数学モデルでは必ずしも満足に記述できないと考えられた.1973年に太田と

木村によって提出されたステップモデルはこの事情を理論的に組み込んだものである.し

かしながら,その後,電気泳動法の改良が進み,いままで区別できなかった対立遺伝子も

検出できるようになった.こうした隠れた対立遺伝子の検出がどの程度集団の遺伝的変異

の量を増加させるかは,理論的にも興味のある問題である.本研究では拡張したステップ

モデルに基づき隠れた対立遺伝子の存在がどれ程多型の量に寄与するかを解析し,その結

果をショウジョウバェのキサソチソ脱水素酵素座の観察デ-タと比較した.この遺伝子座

では,通常の電気泳動法で区別される対立遺伝子が平均して6つの異なる隠れた対立遺伝

子からなる複合体であり,その変異の増加量は,木村による中立突然変異浮動仮説から容

易に期待できることを示した.詳細は J.Mol.Evol.15･.13120(1980)に発表した.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行ない,遺伝子の配列や構造,さらに遺伝子

に含まれる複製や転写や翻訳の開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明ら

かにすることを目標として研究を進めている.

研究職員のほか日高操,加藤明,高岩文雄,山口和子,島田浩幸,寺部真人,東藤直樹,

土星祐子,高野かよ子,古市正人,榊原久美子,軸足博之,中野芳朗らが研究に協力した.

研究員下遠野邦忠は引続きウィスコンシン大学の Temin教授の研究室で研究を続けた.

杉浦室長は第 6回細胞質因子の基礎的研究 ワークショップ ｢植物を供与体とする組換

え DNA実験の基礎技術｣を主催し,1月14日-18日の 5日間にわたって当部で遺伝

子クローニング技術の実習を行なった.実習生は,10名で,4名の招待講師によるセミ

チ-も合せて行なわれた.

研究員篠崎は 9月 30日～10月 2日西独-イデルベルクで開かれた第 6回 EMBO

シンポジウム LLAlolecularBiologistslookatGreenPlants"に出席し,タバコ葉緑体

rRNA遺伝子の構造と発現について発表した.

本年度に行なわれた研究の概要を項目別に下に記すが,これには文部省科研費ならびに

科学技術庁特別研究調整費の援助を受けた.
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第 1研究童 (三浦)

1) キウT)モザイクウイルス遺伝子 RNA の部分構造 (日高･三浦); キウ7)モザイク

ウイルス (CMⅤ)は遺伝子が多分散で,5種の一本鎖 RNA (分子量は RNA1;1.23×

108,RNA2:1.13×108,RNA3:0.83×108,RNA4:0.33×108,RNA5:0.1×106)に

分かれている.これらについて5/末端側及び3'末端側とも非暗号翁域の塩基配列を調べ

た.これらの RNAはいずれも5/末端に Capを含むので,これを化学的に除去し,ヌ

クレオチドキナーゼを用いて 【82p] リン酸でラベルした.アルカ1), 1)ボヌクレア-ゼ

(Tl,U乞)で部分分解したのちゲル電気泳動を行ない,Ⅹ線フイルムでオートグラフを行な

ラ.この結果 G,A,ピリミジンの配列順序を知る.一方,アルカリ部分分解物を pH7

及び pE3.5で二次元的に電気泳動してラジオオートグラフをとり,CとUの判別を行

なった.3′端側は 【82PlpCp を RNA リガ-ゼにより結合させたのち,化学的に部分分

解し,5/端側の場合と同様の分析法により塩基配列を調べた.

5′端のキャップ構造を含む塩基配列 mTGpppG-U-Uは共通であったが,タソバク合成

開始信号 A-U-Gの位置は RNA断片によりかなり異なり,RNA1,2では 56番目,

RNA では 77番目,5では 11番目であった.RNA4はコ-トタンパク質の情報を持

っている.コートタソバク質の N末端構造を調べてRNAの塩基配列との対比が必要と

思われたが, コ-トタンパク質はタバコモザイクウイルスなどと同様 アセチル化してい

た.そこで,阪大蛋白研の成田耕造教授及び綱沢進博士と共同研究によりN 末端数個の

アミノ酸配列分析を行なった.その結果 Ac-Met-(Asx)2という配列であることがわかっ

た.RNA4の 5'端から77番目に最初の AUGがあるが,そこからタソバク合成が始

まるとすれば AUG(Met)-GAD(Asp)-AAU(Asn)となるのでこの部位からタソバク合成

が始まることを確認できた.タソバク合成開始信号A-U-Gより上流 5/端寄りにはリボ

ソ-ムに結合すると思われる18SrRNAの3/端に相補性を示す塩基配列がRNA1,2,4

ではみられたが,RNA5にはそのような配列が認められなかった.RNA1,2,4,の 5/

端から A-U-Gまでの非暗号領域も CMV-0株と Y株とではそれぞれ数個の塩基の違

いしか認められなかった.

3′端の塩基配列は RNA1-4についてかなりの範囲にわたり共通性が高く,3′端か

ら10番目までは完全に一致するとともに異なる株 (0)の分析をした Symonsの結果と

も全く一致する.このことは 3′端付近が RNAの複製に際して複製酵素の鋳型識別に関

係しているためと考えられる.

CAIV材料は日本専売公社中央研究所久保進博士,高浪洋一博士に調製していただいた.

2) 真核細胞系 mRNA の 5/末端付近の構造とタンパク合成の関係 (山口･日高･三

浦): 真核細胞系の mRNA は一般的に 5/末端にキャップを持つが,タンパク合成開始

信号 A-U-G までの間の距離や塩基組成はまちまちである.その間の部分が顕著な二次

構造をとる場合や 18SrRNAの3/末端に相補的な塩基配列が存在する場合もあるが,そ

れらがあまり顕著でない場合もある.これらの構造とタンパク合成 (とくに開始時)の効

率との関係を調べた.
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mRNA としては量的に使用できる植物ウイルス RNAや試験管内で調製できる蚕細胞

質多角体病ウイルス (CPV)の mRNA などを用いて実験を行なった.これらの mRNA

の構造的特徴は次のようである.

キウ7)モザイクウイルス (CnAV)は分節した一本鎖 RNAをもつがRNA4はコートタ

ンパク質の情報をもち,5′端から最初のA-U-Gまでの76個の塩基配列の中には rRNA

に相補的構造や-アピン構造を含んでいる.CMV の RNA5ほ末同定タンパク質の情

報をもち 5/端から A-U-Gまでがわずか 10塩基で,しかも非常に単純な構造である.

rRNAに相補的な構造は含まれていない.プロムモザイクウイルス (BAtV)は4分節の一

本鎖RNAを遺伝子とするが,RNA4はコートタンパク質の情報をもち,5/端からA-U-

Gまでがわずか 9塩基である.しかしこの間にはrRNAに相補的な構造が含まれている.

網状赤血球から調製された invitroタンパク合成系に mRNAとラベルしたアミノ酸,

lSHJLeu,【8Ss】Metを加えて合成されたタンパクを電気泳動で調べた.CMV-RNA4の

productは分子量 28,000でコ-トタソバクと一致する.そしてこれらは非常に大量に合

成される.一方,CMV-RNA5の productは分子量 7000で,mRNAの大きさから考

えて妥当な大きさのタンパクであるが,合成量は極めてわずかである.BMV-RNA4と

CMV-RNA5ほ 5/端から読み始め信号 A-U-Gまでが 9塩基と 10塩基でほとんど同

じサイズであるが,前者には1)ボソ-ムに結合し易い配列があってそのためにタンパク合

成が盛んに進行するように考えられる.

AIU-G の前の非暗号領域の塩基配列はタンパク合成開始複合体形成に大いに関係して

いる可能性があるので上記のmRNAのタンパク合成開始複合体形成能を定量的に比較す

ることを試みた.rメチル BH]ラベルした CPVmRNAをタンパク合成の鎖伸長阻止剤で

あるシクロ-キシミドとともに小麦肱の invitroタンパク合成系に加えて incubateし

たのち,グリセリン密度勾配遠心により80Sのタンパク合成開始複合体の形成をみること

ができる.この複合体形成時に CPVmRNA と等モル量の非標識 BMV-RNA4または

C班Ⅴ-RNA5を加えたところ前者は CPVmRNAによるタンパク合成開始複合体の形成

を約 60% も阻害するのに反し,後者は数 % ぐらいまでしか阻害しなかった.この結果

は mRNAの読み始め信号 A-U-Gの前にrRNAに相補的な配列があると効率よくタン

′iク合成開始複合体を作るが,このような配列がないと効率が悪いことを示している.

有核細胞系では mRNA の 5/端にキャップ構造があり,これがタンパク合成開始複合

体の形成効率を非常に高めていることは以前に報告したが (本年報 27,51(1977);28,57

(1978):下遠野ほか Proc.Nat.Acad.Sci.USA742734-2738,(1977)),これに加えて非

暗号領域の 1)ボソ-ム結合部位も開始複合体の形成を著しく促進すると考え られる.

CMV-RNA4の場合非暗号債域は 76塩基もあるが,この部分は-アピソ様の構造をと

れる場所があり,このために 5′端と開始コドンA-U-Gの間を短くすることが可能であ

る.また,ウシのコルチコトロピン/β1)ポトロピソ前駆体のmRNAの 5′端付近の構造

を京都大学医学部沼正作教授,中西重患助教授,中村正広博士,井上章博士との共同研究

により分析したところ,5′端より128個もの長さの非暗号鏡域があることがわかった.
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しかし,しっかりした二次構造をとる可能性が示され,リボソーム結合配列を開始暗号の

すぐそばに近付けることができる(Eur.I.Biochem.113,58ト539(1981)).このように
非暗号額域が長い場合には高次構造が mRNAの機能部位の位置を調節しているようにみ

える.この高次構造自体がタソバク合成開始に直接関与しているかどうかははっきしない

が,非常に単純な短い非暗号領域の比較によって,有核細胞系でもリボソーム結合鶴城の

存在はタンパク合成開始効率を高めるといえよう.

3)非鹿癌原性パポバウイルスKの遺伝子解析 (添田･軸塵):パポバウイルス発癌遺伝

子の由来,および腫癌原性との関係を知るため,非腫癌原性のパポ/くウイルスKのDNA

構造解析を行ない,次の結果を得た.1)Kウイルス DNAは T抗原のうち,SmallT,

largeT.および 外殻蛋白質 VPl,VP2,VP3をコ-ドできる.DNA塩基配列から予想

される各遺伝子のアミノ酸配列は,他のパポバウイルス,SV40,ポリオーマウイルス,

BKVと高度の相同性をもっている.したがって,Kウイルスも他のパポ/(ウイルスと同

一起源をもつと結論できる.2)しかし,Ⅹウイルスはポリオーマウイルスと異なり発癌

遺伝子 middleTをコ-ドできない.これはポリオーマウイルスが largeTの介在配列

部分に middleTをコードできる DNA断片を獲得したからと解釈さる.以上の結果は,

ポリオーマウイルスの middleTが癌状態の維持に関与するというこれまでの説を裏付け

る.一方,Kウイルスの複製原点にはポリオーマウイルスに見られない反復配列等があり,

非腫癌原性との関係に留意する必要がある.

Kウイルス DNAは米国 NIH,K.K.Takemoto博士から供与された.また,遺伝子

解析に生理遺伝部長丸山毅夫博士の協力を得た.

4)BKウイルスの肝島瞳誘発変異株 DNAの塩基配列 (添田):BKウイルスを-A

スター脳内に接種すると脳室鹿癌,搾島塵,骨肉連等を誘発する.このうち,揮島塵の誘

発頻度の高いサンプルからクT,-ソWt501,Pm625Pm522を得た.これら変異株の

遺伝子構成の相違と腫癌原性との関係を調べるために,変異領域DNA塩基配列を決定し,

比較した.

ウイルス DNAを制限酵素で切断すると 4つの断片 (HindIII-A,B,C,D)を生じた.

このうち,Pm622と525は HindIII-C に DNA欠失があり,したがって,この断片

の I)NA塩基配列をみた.

1)HindIII-Cの大部分は蛋白質をコードできない非コ-ド飯域である.これらは初期

遺伝子部位,DNA複製開始点,後期遺伝子部位に分けることができ,その変異は後期遺

伝子部位にあった.2)Wt501と原株の Gardner株の塩基配列は一致していた.後期遺

伝子5′末端の非コード領域の塩基配列は,61塩基対の反復配列(tandemrepeatedsequ-

ence)が 3個並んでいる.これが基本構造であるが,Pm522と525はいずれもこの一

部を欠失していた.特に,Pm522の欠失は著しく,3つの 61塩基対のうち,わずか 8

つの29塩基対を残しているにすぎない.3)反復配列の遺伝子機能は不明であるが,BK

ウイルスでは反復配列の長い亜株ほどウイルスの増殖性が高く,道に腫癌原性は弱くなる.

このことから反復配列は宿主の特異性を規定する役割をもつと推察される.
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本研究は東京大学医科学研究所内田清二郎教授,国立予防衛生研究所渡辺純江氏との共

同研究で行なわれた･ .
5)内在性発癌遺伝子め活性化擁構 (添田･古市):EarveymllrineSarCOmaViruBL

(耳a-MuSV)は,マウス白血病ウイルスがラット正常細胞中の発癌遺伝子 (SarC)を組換え

によって獲得した C型 RNA腫癌ウイルスである.組換えの結果,腫疹原性をもつよう

になるので,この系は sarcの活性化機構研究に使用される.ウイルスの複製中間体であ

る環状 DNA を大腸菌を使い純化増幅し,構造解析を行なった.ラットおよびマウス中

SarCの存在は,この DNAをプp-プとしてサザソ法を用いて検出した.

Ha-MuSVDNAは587塩基対のI)NA配列を3コピ-含んでいた.これはウイルスゲ

ノムの両末端に由来するLTR(longterminalrepeat)であり,RNA合成のプロモ-メ

ー配列,ポT)A伸長に関する認識部位を含む.LTRの下流には DNA合成のプライマ

-となる tRNAProの結合部位(図1)とmRNAのスプライシングの認識部位がある.

他方,ラットの正常細胞中には sarc遺伝子が数コピー存在するが LTRはマウス,ラ

ットDNA中には検出できなかった.このことは白血病ウイルスのLTRがスプライシン

グを通して SarCを活性化し,細胞癌化を行なうことを示唆した.

本研究の一部は米国 NIⅡM.A.nqartin博士,細胞遺伝部第 2研究室長森脇和郎博士

の協力で行なわれた.
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第 2研究童 (杉浦)

1) タバコ葉緑体rRNA遺伝子の転写開始額域の構造解析 (篠崎･東藤･杉浦): 葉緑

体16SrRNA遺伝子の 5'側に存在する転写開始領域 (プT]モーター)の構造を調べるた

めにプロモーター額域を含む組換えDNApTClの 1.9MdEcoRI断片を用いて塩基配

列を決定した.図 1にはプt,モーター領域を含む B8tEIIからPvuIIまでの 766塩基

対の DNA断片の非コード鎖の塩基配列を示す.原核生物の系ではプロモーターに Pri-

bnowboxとよばれる共通構造がみられるが,この構造が16SrRNA遺伝の上流に存在

することが明らかになった.一方 BBtEIIからPvuIIまでの 766塩基対の DNA断片

を鋳型に用いて大腸菌 RNAポリメラーゼによるinvitroでの転写突放を行なったとこ

ろ,PvuII切断部位から240ヌクレオチドと460ヌクレオチド上流から転写が開始する

ことが示された.塩基配列から16SrRNA遺伝子の約 230ヌクレオチ ド上流にバリン

tRNA遺伝子 (図 1)が存在することが示されたが,上記の転写実験は,tRNA遺伝子

の上流に転写開始部位があることを示唆している.

Bstf:ⅠI nlnfI
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図 1 タバコ葉緑体 16SrRNA遺伝子上流の塩基配列

2) タバコ葉緑体 16SrRNA遺伝子の全塩基配列の決定 (東藤 ･移浦): 葉緑体 16S

rRNA遺伝子の大部分を含むクローンpTCP6の 1.9MdEcoRI断片と3/端の一部を含

む 2･8MdEcoRI断片を用いてタバコ集線体の 16SrRNAや全塩基配列を決定した (図
2).大腸菌の 16SrRNA(1542ヌクレオチド)と比較すると,1485ヌクレオチドと若干

短く,また 75% の塩基配列の相同性があることが示された.原核生物のmRNAの末端

には 16SrRNAの 3′末端と相補的な配列が存在するが,タバコ葉緑体16SrRNAにお

いても特徴的な配列(CCUCC)が3'末端に存在することが明らかになった.また原核生物

の系でタンパク合成に関係すると考えられている 16SrRNA上の特別な構造が葉緑体
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図 2 タバコ葉緑体 16SrRNA遺伝子の全塩基配列

上段は大腸菌, 下段はタバコ葉緑体 16SrRNAの塩基配列,⊂コ 内は
共通部分を示す.

16SrRNAに存在することが示された.

3)タバコ葉緑体 4.5S 7)ボソーム RNAの全塩基配列の決定 (高岩 ･杉浦):4.5S
rRNAは顕花植物の葉緑体 リボソ-ムに存在するRNAである.タ′てコ葉緑体より4.5S

rRNAを電気泳動で精製し,5/末端はポ1)ヌクレオチドキナーゼと【γBBp]ATPで標識し
一万3′末端は RNA I)ガーゼと r82pJpCpで標識し,各々限定分解してポ1)アクリルア
ミド電気泳動で塩基配列を決定した.4.5SrRNAは103塩基よりなり,5/末端は水酸基

であった.図 3にこのRNAの二次構造モデルを示す (NucleicAcidsRes.8:4125-
4129に発表).



72 国立遺伝学研究所年報 第 31号

,?
q
os
ou
軸

が

㌔
7

UAUらUA UC
C

A

o
C

G

IO
A

A
C
U
U
G

A

U
G
A
A

CU

G

G

<<O
-0

㌢

粥
u
G
A
C
G
U
｡
uA
ぱ

AU…

U
A

u

､ノ

30

u
A

CU
G
G
A
A
G

5

cG

欝

｡H
ー

㌫

CG
A
ら

G

A

c
A
G

A
C

A

A
G
A
c
5
㌔
∪

■ヽ.′3HO

図 3 タバコ葉緑体 4.5SRNA の二次構造モデル

4) タノミコ葉緑体tRNA遺伝子のクローニング (加藤 ･杉浦).･ タバコ葉緑体DNAの

EcoRI断片のうち,タバコ 【5/82p]4SRNA と-イブ1)ッドする断片は,4.0,2.8,2.2,

1.9,1.4,1.1,1.0,0.9,0.8,0.7,0.5,0.4Mdの 12種である.葉緑体 DNAの EcoRI

完全分解断片と部分分解断片 (5-7AId)杏,pBR325をベクタ-として,4SRNAと-イ

ブ1)ッドする DNA断片をクローン化した.1.4Mdを含む pTC211の塩基配列を調べた

とろ, アス′ミラギソtRNA遺伝子が存在することが明らかになった. この遺伝子は 5S

遺伝子の約800塩基対後方に位置している.DNA塩基配列より推定された tRNAの構

造を図 4に示す.

5)植物の1)ボソ-ムRNA遺伝子の構成 (杉浦): 植物細胞の DNAは核,葉緑体お

よびミトコンドリアに存在し,その含量はおおざっぱに言って1桁ずつ低下する.各細胞

内器官のDNAには固有のrRNA遺伝子が存在する.植物細胞全体から抽出した全DNA

から核と葉緑体の rRNA 遺伝子を区別して検出できるようにサザン･-イブI)ッド法を

改良した.この手法で,イネ肱より抽出した全DNAの EcoRI断片中より,プロプラス

チドの 23S,16Sおよび 5SrRNA遺伝子は共に7.5Mdの断片に存在することを明らか

にした (農業技術研究所の大野清春氏との共同研究で,PlantSeieneeLetters18:13-17,
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図 4 タバコ葉緑体のバリン (左)とアスパラギン (右)tRNA

1980に発表).ついで,ユ.)花粉母細胞より抽出した全 DNAの EcoRI断片中より,細

胞質25Sと17SrRNA遺伝子は複数の 2.5Md断片に存在すること,およびプラスチド

RNAは 1.9,3.2,2.2Afdの各断片に存在することを示した (カルホルニア大学の堀田康

雄氏との共同研究で,Plant&CellPhysio1.21:112911182,1980に発表).また,ソラ

マメの葉緑体 rRNA遺伝子は,2.1,1.33,1.16Mdの各断片に存在することも示した.

さらに,ソラマメは従来4.5SRNAが見出されないとされていたが,1.16Md断片に4.5S

RNAに相当する遺伝子が存在することを明らかにした(CurrentGenetics2:95-96,1980

に発表).

K.遺伝実験生物保存研究施設

本施設には植物,動物および微生物保存研究室がおかれている.その設立の一般的目的

は遺伝学の研究に有用な生物系統を収集保存し,その特性の開発的研究と共に遺伝学研究

上の有用な系統の育成を行なうことである.昭和 49年に植物保存研究室,51年に動物

保存研究室,および 53年に微生物保存研究室が開設し,以来,保存施設は種々の運営上

の問題を克服して職員と設備の両面に発展を続けてきた.本年は岡施設長の退官の後,普

田細胞遺伝部長が施設長を併任し,動物保存研究室を森脇細胞遺伝部第研究室長が併任し

た.微生物保存研究室の研究員として西村昭子が発令された.

本施設の運営について所内外からの助言と協力を得るため設けられた｢系統保存委員会｣

昭和54年度全体会議通算第3回が昭和 55年 1月25,26日に開催され,系統保存に関す

る種々の問題が討論された(岡施設長 ･会議記静 ま別に保存).55年度の第 1回委員会は
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それぞれ各部局毎に開催することとし,植物分科会は 8月 22日,ネズミ分科会は 9月

22日,ショウジョウ/1ェ分科会は 9月 16日に,およびカイコ分科会は 12月 22日に

ぞそれれ遺伝学研究所おいて開催され,保存系統の選択,保存上の問題点などについて有

意義な討論が行なわれた.55年度の第 2回委員会は全体会議および分科会を持つことと

し,56年 8月 20日に遺伝学研究所において開催する予定である.

動物保存研究室野口研究員は 6月 24日より7月 27日までテラトーマに関する国際

シソポジウムに出席のため米国へ出張した.

植物保存研究室 (藤井)

研究室の最も重要な保存業務はイネの遺伝資源の特性開発である.本年は栽培種 68系

釈,野生種 49系統と検定系統 154を栽培し佐野が中心となって研究を行なった.ムギ

塀の保存は藤井が担当し,サクラ,アサガオは従来通り非常勤研究員古里,笠原両博士の

指導により応用遺伝部の宮沢と田村が担当した.アサガオは保存系統の自殖による純系化

を進めている.

研究生として志崎ますみ (東邦大理)が参加し環境変異原の植物に及ぼす遺伝的影響の

研究に協力した.

イネの窒素固定の研究 (藤井 ･佐野 ･井山･広田)

(a) イネの板圏の部位とアセチレン還元能との閑保･.イネの板圏の窒素固定能に関し

てはプラスチック製コップに一本椿で植物を栽培し,根圏状態を乱すことなく出穂期にア

セチレン還元能を測定する方法で窒素固定能を正確に評価することができる.ここでは圃

場に栽培した植物による実験の為に根圏部位の窒素固定能について検討を加えた.水田に

栽培した C5444系統を用いて根圏土壌を植物体との遠近,表面からの深さによって縦,

横各 6.25cm,高さ5cm の直方体に切りとり,それぞれの区画についてアセチレン還元

能を測定した.表面から5cm迄の根圏では,それより深い層に比べて還元能が著るしく

高く,かつイネに近い部分で高かった.表面から5-15cmでは根からの距離にかかわら

ず還元能は表層 5cm の値の1/5程度であった.従って圃場栽培のイネで窒素固定活性を

調査する場合はイネの株に近い表層土壌について測定することによって評価できる.

(b) 根圏土手の窒素固定菌: イネを栽培した板圏土壌より分離した菌 (東大応徽研駒

形教授の協力による)について種を同定する為に胞子形成能,形態,べん毛,英膜の有無

などについて調査が進められた.また窒素固定活性の高い6系統の内3系統はプラスミド

を持つことが明らかとなった.このことは,根圏土壌から分離された窒素固定菌による遺

伝子操作の可能性を示したものである.

(C) 無菌苗への感染: 土壌または砂を沸した試験管を滅菌し,これにC5444系統の滅

菌種子をまいて無菌百を栽培した.この系統は高い窒素固定活性を示したインド原産の栽

培雀である.この無菌百に板圏から分離した6系統の窒素固定菌の感染実験を行なった.

4系統は全くアセチt/ソ還元能が見られなかったが,2系統(CO-C-8,NG-13)を感染させ

た無菌首では還元能が認められた.イネ取囲には多種の窒素固定菌が存在するがイネとか

かわり合って窒素固定を行なうのは特定の菌である.即ちマメ科植物での植物と菌との場
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合と同じく,イネでも双方の遺伝子組合せが必要なことが明らかとなった.なお4系統の

菌ではアセチレン還元能は見られなかったが,単独の菌種のみでは窒素固定能を現わせな

い例もあるので更に検討を要する.

2) ダイズによる発がん物質の突然変異 (藤井): ダイズ で219系統は不完全優性遺伝
子 Y11により-テロ植物が識別できる.そして変異原処理による体細胞突然変異は,節,

逆突然変異はそれぞれ黄色および線色の斑点として,体細胞突然変異は主として黄色と線

色とが隣接した二重斑点として検出される.すなわち環境変異原物質の植物遺伝子に及ぼ

す影響の研究に好適な実験系であり,すでにAF12の変異原性を確かめた.発がん物質は

その80% 以上が突然変異性のあることが知られている.しかしメチオエソの誘導体であ

るエチオニンは発がん物質としてよく知られており特に肝臓がんを高頻度で誘発するが,

その突然変異性については枯草菌では陽性の結果がえられているのに対し,他の細菌や動

物実験では統一した結果がえられていない.植物における影響を検討する為ダイズを用い

て実験を行なった.まず 1-20mg/mlの濃度による処理を行なったが5mg/ml以上の濃

度では葉が肥厚,萎縮して調査不可能であった.次に 1.5-2.0mg/mlの濃度範囲で実験

したところ,1mg/ml以上の濃度において明らかな変異斑の増加が認められた.しかし黄

色,緑色,二重斑点の頻度分布は無処理区のそれと変らず,特異的な突然変異誘発効果は

ないようである.次に変異誘発に対する最低濃度を知る目的で行なった 0.05-0.2mg/ml

による実験では変異斑の増加は見られなかった.即ちエチオニンによる突然変異誘発は

0.5mg/ml以上の濃度で増大することが明らかとなった.

3)普通稲とグラべリマ稲との種間雑種における不稔性の遺伝子 (佐野):T65(日本型

普通稲)を反復親として,WO25(グラべ1)マ稲)に種間戻し交配を行ない,不稔性同遺伝

貿系統を育成して,種間雑種花粉不稔性の遺伝分析を継続してきた(年報 30号 66貢).

この花粉不稔性は T65とWO25の遺伝子型を SaSa,SSとし,Fl(Sa/S)に生ずるSa

をもつ花粉のみが致死となると仮定するとよく説明される.このような遺伝子作用の存在

を強く示唆する事例が,花粉形質であるモチ性遺伝子を用いて明らかとなった.モチ性に

ついて-テロ個体の花粉では,≡-ド反応によってモチ性とウルチ性の分離が容易に観察

される.Sに強く連鎖したウルチ性遺伝子 (wu+)をもつ系統とS4-wa;との Flは約

50% の花粉不稔を示し,花粉でのモチ性とウルチ性の分離は 0.085:1となった.このこ

とは花粉不稔によって Saと共に W∬遺伝子をもつ花粉が退化することを示している.
逆に S-W∬/Sa-wx+個体では花粉でのモチ性とウルチ性の分離は 1:0.038となりwx+

遺伝子がSa遺伝子と共に除去された.Sと W∬座の連鎖価は花粉の分離から直接推定
でき約 3.7% と考えられる.

4) 普通稲とグラべリマ稲の自然交雑における方向性 (佐野): 西アフリカでは普通稲

とグラべリマ稲とが種々の相対頻度で混植されている.両種問の自然交雑がどの程度起る

かを確める目的で,湿植実験を行ないその後代のFl個体出現頻度を調査した.前年度に

両種共各2系統を用いて短日圃場に 10×10em の栽植密度で普通稲,グラべリマ稲を交

互に移植した.4系統とも7月下旬から8月上旬に開花し,成熟後各 10個体から種子
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をラソダムに採集し,本年度,各系統約 800 個体を栽培した.Flの判定は稔性,葉音,

巴などによって容易に判定できた.その結果グラべリマ稲後代からかなり高い自然交雑率

(5.53%,0.72%)が見出されたが,普通稲後代からは全く Fl個体は観察されなかった.

このことは混椎条件下において自然交雑が起ること,および花粉の移入は主として普通稲

からグラべリマ稲-の方向で起ることを示している.この原因については,花粉の量,柱

頭の長さ,開花時間などが関係すると考えられる.

5) 稲の雑種不稔性遺伝子とアイソザイム遺伝子の連鎖 (Second･佐野): 種間雑種不

稔性遺伝子を持つ同遺伝質系統を育成する目的で,日本型普通稲 (Oryzasaliva)108を

グラペ7)マ稲 (0.glaberrima)WO25に反復戻し交配しB8F2から 2系統を選んだ.こ

の 2系統,両親,2系統と108 との Flについて,PGIのアイソザイムを調査した.

108は AIB色Cl,wo25は A8BIClの遺伝子型を持っている.同遺伝質系統のうち,一方
は 108と同じであったが,他方はA8B2Clをホモに持っていた.これは,Pgi-A座位は
グラべリマ稲の持つ種間雑種不稔性遺伝子と連鎖していて,共に108の遺伝的背景の中に

導入されたことを示唆する.またこれらの遺伝子の問には組換えも起ることがわかった.

Alと A8が支配するバンドは電気泳動における移動度が異なるが,温度抵抗性は同じで

あった.A8B2Clを持つ同遺伝質系統と 108とのFlでは,AlとA3のバンドの中間に
1本のバ ソドが現われた.

動物保存研究室(森脇)

動物保存研究室では脊椎動物からネズミ,無脊椎動物からショウジョウバェとカイコの

重要系統の保存と特性開発に関する研究を行なうことを目的にしている.

ネズミ系統の保存は森脇室長(兼任),野口研究員,船津研究補助員と細胞遺伝部の協力

によって行なわれた.昭和 55年 1月の系統保存委員会における協議の結果,最低限維

持すべきものとしてラット7系統,マウス 22系統が決められたが,保存経費の不足及び

飼育室空調の不備のためこの計画はまだ完了せず保存系統の一部を細胞遺伝部で飼育した.

またラット系統については実験動物中央研究所に SPF化を依板した.研究活動としては

野口研究員により BIO系に誘発したテラトマ～の移植性の検討およびテラトーマ細胞と

正常腫細胞との集合キメラの作成等が進められている.これらの研究には多量長治 (大阪

大学大学院)および花岡和則(三菱化成生命科学研究所)が特別研究生として参加している.

ショウジョウ/くェ系統は井上研究員が担当し昭和 55年 1月および 7月の系統保存香

員会で討議された線に沿って保存事業が進められている.研究活動としては井上研究員に

ょってショウジョウバェ野生集団染色体多型は季節的変動にする研究や殺虫剤抵抗性の遺

伝的分析,新しい遺伝形質を導入した系統の育成等が進められている.

カイコ系統の保存は楠田研究員,鬼丸研究補助員と形質遺伝部の協力によって行なわれ

た.昭和 55年 1月および 12月の系統保存委員会で維持系統の検討が行なわれこの結

論に従って維持事業を進めている.一方研究活動としては楠田･鬼丸によってミトコンド

1)ア DNA のクローニングによる構造解析が進められた.

(1) マウス奇形腫幹細胞と正常肱の集合キメラ (花岡,野口).･ 最近 Fujii&A(artin
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(1980)や Stewart(1980)はキメラマウス作成法のひとつである集合法 (8細胞期雁との

接着による)によって embryonal carcinoma 細胞と正常涯の融合腔を作り,少なくも

blastocyStにまではその発生が進むことを報告した.この方法は blastocy8tを用いる注

入法に較べ特別な装置を必要としないことや操作が簡単なことから将来重要な手法となる

と考えその追試を行なった.

奇形腫細胞としてほ BIOA,BIO系統マウスからそれぞれ実験的に誘発して得られた固

塾腫 (OTTIOA-5,OTnOSn-3)および 129/Svterから自然発生的に生じた固型腫 (STで

2)から取ったクローン株細胞 (クローニングは阪大徴研,西宗,松代らとの共同研究によ

る.表参照),ならびに F-9細胞を用いた.

8-12細胞期の正常腰を ICR,Balb/CとDBA/2の Fl,C3HxC57BLのFェマウスの

いずれかのマウスの卵管から取り出し,0.5% プロナーゼ処理によりその透明符を除いた.

フィトヘマグルチニンを含む modifiedPBSの滴の中に約 20コの奇形腫細胞の塊を置

き,2個の歴で両側からはさむ様に押えつけ接着させた.約 10分後,培養液で3回洗い,

37oC,5%CO2下で培養した. この方法により実験で用いた 8種の奇形腫細胞はそのほ

とんど全てが正常腔と相互に接着し,24-48時間後には全体の 80% 近 くが blastocySt

にまで発生が進んだ (表1参照).F-9と311については glucosephosphatei80meraSe

(Gpi-1)のアイソザイムマーカーを利用して実際に奇形腫細胞が肱中に含くまれているこ

とを確認した.現在これらの融合肱を偽妊娠させたマウスの子宮内に移植し,キメラマウ

スを作ることを試みている.

表 1

teratocarcinoma cellline aggregate blastocySt blaEko)cyst

OTTIOA-5 A 211

A β323
Bβ721

0でTIO/Sn-3 10Sn-1
10Sn-2

STY-2 311

0TT6050 F9

別

15

か

39

11

58

9

1

55
14
17
27
00
防
舵

l

66

溶

射

69
00

95

鋸

(2)BIO奇形腫の Ⅱ-2コソジェニックマウスにおける移植性 (野口･多足): em-

bryonalcarcinomacellは初期旺や生殖細胞に特異的な F-9抗原は持っているが,主要

組織適合性抗原 (H12)は持っていないとされ,従って H-2の haplotypeを異にするマ

ウスにも移植が成立する場合のあることが知られていた.

BIOマウスには H-2遺伝子座のみを異にし他の遺伝的 backgroundが均一な,いわ

ゆる Ⅱ-2コソジェック系統が存在するが,我々は昨年 BIOA (Ⅱ-2a)から多能性奇型庄

OTTIOA-5を取ったのに引き続き,本年はBIO/Sn(II-2b)から多能性の奇型腫OTTIOSn-3
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を作成することに成功した.これらの奇型瞳を Ⅱ-2haplotypeを異にするコンジェニッ
クマウスに移植LH-2の違いの移植におよぼす影響を調べた.その結果 allogeneicBIO
マウスでは, これらBIO奇型睦はことごとく拒絶され移植継代は不可能であった.この

事実は従来の説と相対立するものであり,これらの新しく取れた BIOの春型瞳の幹細胞

の性質がこれまでの寄塑瞳のものと異なっていることを示唆した.embryomaleareinoma.

cellは alkalinephoSphataBe活性が高いとされて来たが OTTIOAの固型庫から幹細胞

の培養を得,これらにつきazo-dyeカヅプル法で酵素を組織化学的に染色したところ,酵

素活性の高い細胞も存在したが大部分は活性の低い細胞であった.西宗ら (阪大徽研)紘

OTTIOA-5 より多数の多分化能を有するクp-ソを取り出したが,それらの alkaline

phoSphataSe活性を調べたところ従来の embryonalcarcinoma細胞のように高い酵素

活性を示すクp-ソの他に,それよりずっと低い活性しか持たないクp-ソが兄い出され

た.正常発生肢においては多能性細胞は分化と共に alkalinephosphataSe 活性を失い

I-2抗原を発現しはじめる.城石ら (細胞遺伝部,別記)はそれらのクp-ソ内で正常核

形を持ち低い酵素活性を示す株,A211につきその Ⅱ-2抗原を調べた.その結果 A211

細胞は多能性を示すにもかかわらず,わずかではあるが検出可能なレベルの H-2抗原を

表現していることを見出した.もしこれらBIO奇型瞳の幹細胞のほとんどがH-2抗原を

有するA211の様な細胞で占められているとすれば,冗-2の異なるマウスに移植不可能

なことは良く理解出来る.

3) 新しい遺伝形質を導入した ショウジョウバエ系統の育成 (井上):遺伝学的に重要

と考えられる形質を探索し,この遺伝子をもつ実験系統を確立する.i)日本には存在しな

いが世界的に共通に見られるキイロショウジョウ/:-の第3染色体上の多型的逆位,Jn

(3R)K,を 1979年ナイロビのサソプルから抽出し,系統化を完了した.ii)mass一mate

で毎代維持された Oregon-R 系統を遺伝的にさらに純度の高い系統にするために pair-

mateを開始し,現在 43代を経過した.iii)去年にひき続いて山梨勝沼のキイpショウ

ジョウ,(ェ集団からCyとSbの Balancer染色体を用いて第 2と第3染色体を抽出し,

その染色体異常の系統化を行なっている.致死遺伝子をもつ染色体を避けて,なるべくホ

モの状態で維持できるように開発を進めている.

4) 殺虫剤抵抗性の遺伝的分析 (井上): 環境汚染物質の生物相への影響を調べるため,

農業の殺虫剤として広く普及している有機燐酸系のダイアジノソとスミチオソのショウジ

ョウバェ-の影響を調査している.これまでの生理的効果の分析に続いて,殺虫剤抵抗性

の育成機構について調べた.1978年に勝沼からサンプルした第2染色体ホモ26系統から

なる実験集団をつくり, ダイアジノン30ppm スミチオン45ppm を飼料中に授与して

1年間 (約 24世代)集団を維持した.各薬剤に対する抵抗性は各集団に育成されたが相

互の交叉抵抗性に差が生じた.ダイアジノソ処理集団は対照区に比べて3倍のダイアジノ

ソ抵抗性が育成されると同時に,スミチオソに対する交叉抵抗性も対照区の1.5倍育成さ

れた.これに対してスミチオン処理集団のスミチオン抵抗性は対照区の約2倍になったが

ダイアジノン抵抗性は育成されなかった.一万,1980年栃木県の果樹園からサンプルされ
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た 100のi80-female系統について行なった感受性テストでは,両薬剤に対する抵抗性は

系統間で正の相関がみられた (r-0.294,a.I-86,p<0.01).自然界では混合殺虫剤が散

布されているため,両薬剤の抵抗性に関する選択が同時に働いた結果であろう.

次に,抵抗性を持つ個体を正常培地で飼育した場合の生育度を調べたところ,ダイアジ

ノン抵抗性個体もスミチオン抵抗性個体も対照区に比べて産卵力がそれぞれ 14%,39%

低くなったが,発生速度はそれぞれ 4%,8%速くなった.いずれも有意な差であった.

なお,生存率には有意な差は見られなかった.

5) ショウジョウバェ集団の季節変動 (井上): キイロショウジョウバエ (D.肌elan0-

gasler)の自然集団における染色体多型と集団密度の関係,特に越冬による bottle-neck

の影響の有無をを調べるため,1978年 6月から1980年 11月まで三島市夏梅木でショ

ウジョウバェの月別サンプルを行なった.年間を通じて 23種,12,329個体が採集され,

多くの種に個体数の季節変化が見られた.採集個体数は月間平均温度と正の相関があり

(r-0.853,a.I.=10,p<0.01)冬期には著しく減少した. しかし夏の高温期にも一時的な

減少が認められた.D.melanogaSterは 5番目に多く採集された種で,6月と11月に

集団の peakがあり,12月から翌年の4月までほとんど採集されなかった.同胞種の

D.Si肌ulanSは年に 1回9月にpeakがあり,両種の関係は河西･渡辺 (1977)とは逝

になった.その他の種では D.i仇nigranSが 6月と11月に D.aurariaが 6月に

それぞれはっきりした繁殖期のpeakを示した.また D.curvioepsは秋から冬にかけて

繁殖期があり,多くの種が peakを示す春から秋にかけては,ほとんど野外で発見されな

かった.

3年間にわたるD.肌elanogaSterの逆位頻度の調査を総括すると,Zn(2L)tと Zn(3R)p

が最も高頻度に現われ,次いで Zn(2R)NS,Zn(3L)P,Zn(3R)Cが出現した.10種類の

多型的逆位の月別顔度は互いに高い相関が見られ (r>0.848,a.I.-10,p<0.01),各種の

多型的逆位がある程度同調的に環境の変化に反応していた.しかし,これらの多型的逆位

の平均頻度をみると夏梅木サンプルでは 1978年は夏高頻度塑 (6%-16%-6%)であっ

たが,1980年は季節を通して一定 (ll-12%)であった.また大場サンプルでは 1979年

は年間 12-13% で一定であったが 1980年は春高頻度型 (11%-9%-8%)であった.

このように多型的逆位の頻度は季節を通して一定ではなく,ある範囲内で変動はするが年

周期とは一致せず,越冬による特別な効果は検出できなかった.

6)カイコミトコンドリアDNAのクT,一二ングによる構造解析 (楠田･鬼丸): カイ

コでは染色体の遺伝的構成がかなり詳しく解析されているにもかかわらず核外遺伝子に関

する情報はなきに等しい.核外遺伝子の一つで酸素呼吸に必須なミトコンドリア遺伝子は

この穎粒が交配しないので遺伝学的解析ができなかったが最近DNAを抽出し塩基配列を

決定することによりこの親粒のもつ遺伝情報を解読することが可能になったのでカイコの

ミトコソドリア遺伝子に関してもこの方向からの分析を開始した.カイコ卵より単離した

ミトコソドリア DNAは 14.5Ebpの大きさを持ち制限酵素 PStIで3つの DNA断片

(7.1Kbp,6.2Kbp,1.2Kbp)に切断されるが,さらに今後の分析を容易にするために純粋
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で大量の DNAを得ることを目ざしてこの DNA を大腸菌-クp-ソ化することを試み

た.PstIで切断したミトコソドリア DNA を同酵素で開環したプラスミドpBR822に

DNA 7)ガーゼで連結して大腸菌株 ⅡBIOlに形質転換した.35個のテトラサイク])ソ

耐性でアンビシ1)ソ感受性の形質転換体についてミトコンド1)アDNAをプローブとして

コ｡ニーハイプ1)ダイゼ-ションを行なったところ7個の陽性なコロニーが検出された.

それぞれの形質転換体から取り出したキメラプラスミドをPstIで切って調べると7.1Kbp

(pBmt24-2)と6.2Kbp(pBmt13)および 1.2Kbp(pBmt30-35)の各 DNA断片を

含んだクローソと6.2Kbpと1.2KbpのDNA断片をいっしょに含んだクローン(pBmt

24-1)が得られたことが判明した.そのうちpBmt24-1とpBmt24-2に関しては SalI,

BanHI,BglII,SstI,PStI,KpnI,EcoRI,ⅡindIIIの切断点をマップすると同時に両

者を合わせて図 1に示すようなミトコンド1)ア DNA全体の切断地図を作製した.この

DNA上には 8種類の制限酵素の切断点が合計23カ所存在しているがそのうち 16カ所

はミトコンドリア DNAの半分に相当する7kbpの額域に局在しており,この部分の塩

基配列がのこりの部分に比べて変化に富んでいることが示唆された.またこの8塩析の制

限酵素のうち5種現は認識部位の6組の塩基対の4組がG-Cからなることから切断点の局

在する部分はGICに富み,もし仮にこのDNAにも複製起点を含むAITrichなcluster

が存在するならば切断点の粗なのこりの部分にあることが予想された.

ThephysicalmapofsilkwormrntDNA･

微生物保存研究室(杉浦)

微生物保存研究室は,主として当研究所で開発され使用されている大腸菌,枯草菌,サ
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ルモネラ菌およびそれらに感染するファージとプラスミドを中心として保存と特性開発の

研究を行なう目的で,昭和 53年 1月に発足した.本年度は微生物保存付属棟の建築に着

手した.

枯草菌の保存は変異遺伝部に,大腸菌の多くの保存は微生物遺伝部,プラスミドの多く

の保存は分子遺伝部に協力を仰いだ.またラン藻菌株の保存も始め,広島大学大学院生の

富岡登がこれに協力した.

1)T4DNAリガ-ゼの高度精製法 (移浦): フア-ジT4感染大腸菌が産生するDNA

リガ-ゼは,二本鎖 DNA上のニックの開銀反応以外に,完全に塩基対した二本鎖 DNA

末端同志の結合反応 (blunt-endligation)も触媒する.そのため,組換え DNA の実験

や DNAの化学合成に広く使用されている.T4DNA リガーゼがプル-･デキス トラン

に結合することを見出したので,ブルー･セファロースカラムクロマトグラフィ-で精製

する方法を開発した.この方法で得られた酵素標晶は,従来の方法では除去できなかった

不純物を除くことができ,電気泳動的に均一であり,F5/-82pl(dT)10の分解でみる限りヌク

レアーゼ活性は検出されなかった.従って,この酵素標品は遺伝子クローニングなどに極

めて有用と考えられる.この研究は鈴木美枝氏の協力のもとに行なわれ,Anal.Biochem.,

108:227-229,1980に発表した.

2) ラン藻のリボソーム RNA遺伝子 (富岡･杉浦): ラン藻は,クロロフィルを持っ

て光合成を行なう微生物で,種によっては空中窒素固定能も持つ.ラソ藻は,2000種も

存在すると言われ,生物進化を考える上で興味ある生物であるにもかかわらず,今まで遺

伝学的研究がほとんどなされていなかった.そこで,新しい遺伝学的手法である遺伝子ク

ローニングや DNA塩基配列の技術を用いて,まず rRNA遺伝子の解析から進めること

とした.Anaeystisnidulans,Anabaena variabiliSとAnabaena oylindricaから

DNA抽出法を確立した.CsCl平衡密度勾配遠心法で精製した DNAを各種制限酵素で

完全分解し,0.7% アガロースゲル電気泳動で分画した.次に (5′32p)rRNAをプp-ブ

として,サザン･-イブリッド法で rRNA遺伝子を含む DNA断片を検出した.その結

果,AnacyStisnidulanSでは PStIの5.3,4.2メガダルトン,AnabaenavariabiliSで

は EcoRIの 2.6,2.4 メガダルトン,Anabaenacylindrioaでは EcoRIの 1.9,1.7

メガダルトンの各 DNA断片に rRNA遺伝子が存在することが明らかになった.さらに

詳細な解析を行なうため, これらの DNA断片を大腸菌を宿主としてクp-ニソグする

こととし,文部大臣にラソ藻を供与体とする組換え DNA実験計画の承認申請を行なっ

た.

3)領域 IPa遺伝子群を運ぶ 1導入ファ-ジの解析 (米田): 一連の IPa導入77-
ジ,親ファ-ジ Igt,親プラスミドpLC36-11の DNAを抽出して,制限酵素 EcoRI

消化により,分析した.読-イブリッドプラスミドpI.C36-11は,2つのEcoRIsiteが

存在し,環状DNAなので,2つの断片 (7.1kbと約22.Okb)を与えた.ljla6は,3つ

の断片を与え,2つの Igt断片と1つの 6.8kbのそう入断片を持つ.ljla69は,4つ

の断片を持ち,}jla6も持つ 2断片 (lgtの Left-armと6.8kb)に加えて,約 13.6kb
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の right-armと,7.1kbの断片を持つ.遺伝子分析の結果により,この7.1kb断片に

J払U,jlZIA,jlaW,jlaV遺伝子が含まれる.それに対して,ipa691は,3つの断片を

持ち,約 31kbの大きい断片と Ijla69と共通の約13.6kb,7.1kbの断片を持っていた.

この 7.1kbの断片が,プラスミドpLC36-11と共通であった.

lJh69の高頻度で得られる欠失体の1つ,ljla69Alは,3つの断片を与え,Ajh69

と共通の両アームと,plc36-ll,}jla691,ljla69と共通の 7.1kbの断片を持ってい

た.ipa691上,PaXからjlaT の間におこった欠失体では,断片数は同じで,31kb

断片の大きさが減少し,jlaUからPaVrの間のない欠失体では,7.1kbの断片が消失し,

31kb断片の大きさが増加し,いずれも13.6kbの断片は同一であった.よって,}Pa691

では,31kb断片に jlaKから J紬T遺伝子までが存在し,7.1kb断片上にPaUから

aaV遺伝子までが存在し,13.6kb断片は,lファージの右ア-ムであることが示され

た.この 7.1kb断片が,pLC36-11の断片の 1つと同一で,祁a6に存在しないこと

から祁a6は,}gtとpLC36-11との結合体で,頭部に収まらないため DNA欠失に

よって形成されたと推定された.

以上の知見に基づき,}jla691と Mochaオペロンを持つ IPa52Alを EcoRI切

断-Ligase再結合により,簡域Ⅰ遺伝子群を Mochaオペロンのプロモーターに結合させ

た .

4)大腸菌 Fla一突然変異体のべん毛中間体の同定 (米田): 大腸菌べん毛形成に欠損

のあるFla~突然変異体の膜分画を電子顕微鏡観察した.親株 (Fla')は,べん毛せんい

-フックー基部構造を持っていた.PaD,PaS,Par,Bbc,hag変異体には,フック～

基部構造を検出した.jhE変異体は,ポ1)フック-基部構造を形成した.jlaK変異体は,

基部構造を持っていた.Pan,jlaU,Pay,βaY変異体には,基部構造の中間体に相当

,する構造が検出された.PaÅ,jlaB,PaC,jlaG,jlaH,Pal,jlaL,jlaN,PaO,JlaP,

PaQ,PaR,jlaW,jlaX,βbA,jlbB,jlbD 変異体には,べん毛構造の中間体あるいは,

不完全産物に相当する構造体は,検出されなかった.jlaZ変異体は,1株は,不完全基部

構造,1株は,構造なしであった.これらの結果により(1)単純なものから複雑な構造へ

集合が進み,(2)特定の遺伝子変異体で,ある中間体が集積するなら,その遺伝子は,次の

より複雑な中間の形成に必要という仮定をおくと,集合順序を並べることができる.この

図は,既知の転写の相互作用地図とよく対応することがわかった (電子顕微鏡は,国立基

生研鈴木孝仁氏の協力による).
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A. 研 究 業 績

著 書

天野 悦 夫 1980:実験系概説植物系,環境変異原データ集 1:6-7.サイエンティスト

社 (東京).

藤沢敏孝 ･杉山 勉 1980･.Nematocyte differentiation from interstitial cells

newiy-introducedintointerstitialcell-deficienthydra."Developmental

andCellularBiologyofCoelenterates'',319-324.EIsevier(Amsterdam).

Griぽn,B.E.･添田栄一･B.G.Barrell･R.Staden 1980:Sequenceandanalysisof

polyomavirusDNA,DNA tllmOrViruses. L̀MolecularBiologyof

TumorViruses"(ed.byJ.Tooze,2ndedition)PartII:831-896.Cold

SpringHarborLab.(NewYork).

井原正昭 ･草薙昭雄 ･遠藤 徹 1980:体細胞分化.植物遺伝学Ⅰ:169-180,裳華房

(東京).

賀 田恒 夫 1979:環境発ガンの生体検知系.生活環境と発ガン,179-185,朝倉書店

(東京).

賀 田恒 夫 1980:変異原の防除,修復テスト.環境変異原実験法 (田島弥太郎他編):

4ト56,講談社サイェソティフイク (東京).

賀 田恒 夫 1980:変異原とその防除.生物による環境浄化 (有馬 啓他編):146-155,

東京大学出版会.

賀田恒夫 ･石館 基 1980:変異原データ集 (1),1-350サイェソテイスト社.

木村 資生 1980:ContributionsofpopulationgeneticstOmolecularevolutionary

studies."GeneticsandEvolutionofRNA Polymerase,tRNA and

Ribo80meS",(ed.,S.Osawa,andothers):4991518. Universityof
TokyoPress.

木谷義明･広野好彦･天野悦夫 1980:乗換の遺伝的基礎.植物遺伝学Ⅰ:47ト530.裳

華房 (東京).

黒 田行 昭 1980:細胞分化と器官形成, コソ虫類.現代生物学大系 11a,発生 ･分化

A (沼野井春雄監修,金谷晴夫他編):243-254,中山書店 (東京).

黒 田行 昭 1980:染色体分類法.新小児医学大系7b.出生前小児科学Ⅱ (有馬正高他

編):48-59,中山書店 (東京).

黒 田行 昭 1980:染色体地図.新小児医学大系7b.出生前小児科学Ⅱ (有馬正高他

編):69-81,中山書店 (東京).

黒 田行 昭 1980:培養細胞を用いる実験系と検出法,遺伝子突然変異.環境変異原実
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験法 (田島弥太郎他編):152-167,講談社サイ-ソティフイク (東京).

草薙昭雄 ･遠藤 徹 1900:染色体の構造.植物遺伝学Ⅰ･.422-442,裳華房 (東京).

Marcum,B.A.･藤沢敏孝 ･杉山 勉 1980:Amutanthydrastrain(sf-1)contain-

ingtemperature-sen8itiveinterStitialcells.`̀I)evelopmentalandCellu-

1arBiologyofCoelenterates'',429-434.EIsevier(Amsterdam).

松 永 英 1980:遺伝と人間.NEK大学講座.日本放送出版協会 (東京).

松 永 英 1980: ヒトに及ぼす変異原の予想される遺伝的影響とそのモニタリグ.環

境変異原実験法 (田島弥太郎,賀田恒夫,近藤宗平,外村 晶編),9-21,

講談社 (東京).

松 永 英 1980:InheritedtissueresistancetothegeneforretinoblaStOma.

GeneticandEnvironmental FactorsinExperimentalandHuman

Cancer.(EditedbyH.V.Gelboin,B.MacMahon,T.MatBuBhima,T.

Sugimura,S.TakayamaandI.Takebe),1611173,JapanSci.Soc.

Pres8(Tokyo).

森脇和郎･今井弘民(釈) 1980:集団細胞遺伝学 (B.ジョン著).朝倉書店 (東京).

村 上 昭雄 1980: カイコ.環境変異原実験法 (田島弥太郎他編):122-134,講談社サ

イ-ソティフイク (東京).

中込 弥 男 1980:染色体の微細構造と遺伝情報.新小児医学大系 (小林 登他編),第

7巻B:ll-お,中山書店 (東京).

中込弥男･飯沼和三 1980:染色体研究法.新小児医学大系 (小林 登他編),第7巻

B:34-47,中山書店 (東京).

中込弥 男 1980: 常染色体異常の概観･A群染色体の異常.新小児医学大系 (小林

登他編),第7巻B:2㌘-235,中山書店 (東京).

中込 弥 男 19釦:その他の常染色体異常,新小児医学大系 (小林 登他編),第7巻

B:323-327,中山書店 (東京).

太 田朋 子 1980:EvolutionandVariationofMultigeneFamilies.181p.(Lecture

NoteSinBiomathematics,Vol.37)Springer(Berlin).

太 田朋子 1980:集団遺伝学からみた多重遺伝子族の進化.遺伝学と医学 (井上英二

編)Ⅱ:109-133,共立出版 (東京).
杉浦昌弘･楠田 潤･篠崎一雄 ･高岩文雄 1980:Cloningandcharacterizationof

chloroplaStribo80malRNAgenes.ÈGeneticsandEvollltionofRNA

PolymeraSe,tRNAandRibosomeS",437-a .東大出版 (東京).
高野 純 ･藤沢敏孝･杉山 勉 1980:Growthrateandcellcycleofhydra."De-

velopmentalandCellularBiologyofCoelenterateS'',409-414.E18eVier

(Amsterdam).

田島弥太郎 1980:ChemiCalmutageneSiSinthesilkworm,inEEChemicalMutagens''

eds.F.I.deSerresandA.Hollaender.Vol.6:203-238.Plenum



研 究 活 動 85

Pub.Corp.

田島弥太郎 1980:環境変異原研究の基本的課題.環境変異原実験法 (田島弥太郎他編)･.

講談社サイ- ソティフイク (東京).

土 川 清 1980:特定座位法とスポットテス ト.環境変異原実験法 (田島弥太郎他編):

222-228,講談社サイ-ソティフィク (東京).

吉 田俊 秀 1980:CytogeneticsoftheBlackRat-EaryotypeEvolution and

SpeciesDifferentiation.256p.Univ.TokyoPress(Tokyo)andtJniv.

ParkPress(Baltimore)

論 文

Arrand,I.R.･添田栄一 ･J.E.Walsh･N.Smolar･B.E.Gri氏n 1980:Polyoma

virusDNA.SequencefromthelateregionthatSpecifiestheleader

sequenceforlatemRNAandcodesforVP2,VP3andtheN-terminus

ofVPl.I.Virol.33:619-630.

ABSemat,L.･岡 彦- 1980:Neighboreffectsbetweenrice(OryzasalivaL.)

andbarnyardgrass(Echinoohloaoru8-galliBeauv.)strains.Ⅰ.Per-

formanceinmiⅩtureandaggressivenessaSinfluencedbyplanting

density.OEcol.Plant.1(15):371-393.

安積順一 ･中込弥男･岡 成寛 ･松永 英 1980:Anewapproachintheevaluation

ofchromosomevariantsinman.II.PairsWithoutQorC(qh)

variants.Hum.Genet.55:75-79.

藤 井 太 朗 1980:Somaticmutationsinducedbyfurylfuramide(AF-2)inmaize

andsoybean.遺伝学雑誌 55:241-245.

藤 島 通 1980: マウス近交系続 の学習能力特性一弁別回避学習.実験動物 29(4):

383-390.

浜田 俊 ･吉田俊秀 1980:食虫類の核学的研究,I.ヒメヒミズおよびホンシュウヒ

ミズ (モグラ科)の核型比較.染色体 2(20):585-590.

平井啓久･森脇和郎 ･内田照章 1980:ComparativeanalysesOfJapanesewoodmice

fromtheOkiislandsandthemainlandofJapan basedonbiochemi-

calgeneticsandcytogenetics.J.Fac.Agr.KyushuUniv.25:1-8.

広田幸敬 ･山田正夫 ･西村昭子 ･岡 穆宏 ･杉本和則･浅田起代蔵 ･高浪 満 1981:

TheDNAreplicationorigin(ori)ofESCheri¢hiacoli:structureand

functionoftheori-containingDNAfragment.ProgressinNucleic

AcidResearch&MolecularBiology26:33-48.

今井弘民 ･R.H.Crozier 1980:Quantitativeanalysisofdirectionalityinmam一

maliankaryotypeevolution.Am.Nat.116:537-569.

賀田恒夫 ･平野光一 ･白須春彦 1980:Screeningofenvironmentalchemicalmuta-

gensbythereo-assaysystemwithBacillussubtilis.ChemicalMutagens
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6:149-173.

金子幸夫･坂井俊之助 ･森脇和郎･右田俊介 1980:Fl-hybridresistancetOmurine

plaSmaCytOma班OPC-70A:HybridresiBtanCCtOMOPC-70Acontrolled

byalocuslinkedtoⅡ-2.J.Immunol.125:2031-2088.

兼松宜武･原 雅子･賀田恒夫 1980: ReoaSSayandmutagcnicitystudiesonmetal

compoundS.MutationRes.77:198-116.

兼松童武 ･小林明夫･暗中大書･川原春季･黒田行昭 1980:体外培養における高等動

物細胞に対する金属化合物の影響.第Ⅳ報 各種重金属化合物抵抗性細胞の

コPニー形成について,歯科基礎医学会雑誌 22:331-346.

兼松宣武･黒田行昭 ･川原春草 1980:体外培養における高等動物細胞に対する金属化

合物の影響.第Ⅴ報 各種重金族化合物抵抗性細胞の細胞間接着性について.

歯科基礎医学会雑誌 22:392-399.

勝木元也･村上昭雄 ･渡辺 格 1980:モザイク解析によるカイコの発生運命予定域の

研究Ⅰ.体節表皮および神経節.動物学雑誌 89:269-276.

加藤旋夫･原田正史･土屋公宰･森脇和郎 1980:Absenceofcorrelation between

DNA repairinultravioletirradiatedmammaliancellsandlifespan

ofthedonorSpeCieB.Jap.J.Genet.55:99-108.

河 原孝 忠 1980:家禽類,特にウズラにおけ る神経異常突然変異.実験動物 29(1):

93-98.

河西正興 ･渡辺隆夫 1980:GeneticvariationsofcourtshipsongOfDro80Phila

nelanogasterandD.8inulane.遺伝学雑誌 55:235-240.

河内 卓 ･小松多貴江 ･賀田恒夫 ･石館 基 ･佐 木々本道 ･杉山武敏 ･田島弥太郎

1980:Results0frecentstudiesontherelevanceofvariousShort-

termscreeningteStSinJapan.`̀ThePredictiveValueofShort-term

ScreeningTestsinCarcinogenicityEvaluation'',253-267.

河内 卓 ･矢作多貴江 ･賀田恒夫 ･田島弥太郎 ･石館 基 ･佐 木々本道 ･杉村 隆

1980: Cooperativeprogrammeonshort-term aBSay8forcarcinogeni-

cityinJapan."AlolecularandCellularAspectsOfCarcinogenScreen-

ingTests",323-330.

木 村 幣生 1980:ASimplemethodforestimatingevolutionaryratesofbase

Substitution8throllgh comparativestudiesofnucleotidesequences.

J.Mol.Evol.16･.111-120.

木 村 資生 1980:AveragetimeuntilfiⅩationofamutantalleleinafinite

poplllationundercontinuedmutationpressure:Studiesbyanalytical,

numerical,andpseudoISamplingmethods.Proc.Natl.Acad.Sci.USA

77:522-526.

米田好文･沓掛和弘 ･飯野徹雄 1980:DefinitionofadditionalAagellargenesin
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ESCherichiacoliK12.Genetics94:277-290.

工藤一郎･早津彦哉･横井山晶子･黒田行昭 1980･.Effectofbi8ulfiteon cell-t0-

8ubstratum adhesionofChinesehamsterCellsinculture.I.Pharm.

Dyn.3:74-79.

楠田 潤 ･篠崎一雄 ･高岩文雄 ･杉浦昌弘 1980:Characterizationofthecloned

ribosomalDNAoftobaccochloroplast8. Molec.gen.Genet.178:1-7.

沓掛和弘･飯野徹雄 ･米田好文 ･山口 滋 1980:Functionalhomologyofjlagenes

betweenSalmonellatyphinuriumandESCheriohiacoli.Molec.gen.
Genet.178:59-67.

Appl.Probり12:274-275.

丸山毅夫･木村資生 1980:GeneticvariabilityandeLrectivepopulationSizewhen

local extinctionandrecolonizationofSubpopulation8arefrequent.

Proc.Natl.Acad.Sci.USA77:6710-6714.

松 永 英 1980:IIereditaryretinoblastoma:Hostresistanceandsecondprimary

tumorB.J.Natl.Cancerlnst.65:47-51.

松永 英･塩田浩平 1980:Ectopicpregnancyandmyoma uteri:Teratogenic

eだectsandmaternalcharacteristics.Teratology21:6ト69.

松永 英 ･塩田浩平 1980:Searcllformaternalfactorsassociatedwithmalformed

humanembryos:AprospectiveStudy.Teratology21:323-331.

松 永 英 1980: Retinoblastoma:Hostresistanceand13q-chromosomaldeletion.

Hum.Genet.56:53-58.

松 永 英 1980:Onestimatingpenetraneeoftheretinoblastomagene.Hum.

Genet.56:127-128.

松谷悦哉･黒田行昭 1980:Effectofcella880Ciationoninvitrochondrogenesis

ofmesenchymecellsfromquaillimbbuds.CellStructureandFunc-

tion5:239-246.

峰沢 満 ･森脇和郎･近藤恭司 1980:Thethirdalleleofsupernatantisocitrate

dehydrogenaseofmouse,Id-lc,originatesfromAsiancontinent.逮

伝学雑誌 55:389-396.

森島啓子･岡 彦- 1980:Theimpactofcopperpollutionon water foxtail

(AbpecurusaequalisSOBOIJ.)populationsandwinterweedcommuni-

tiesinricefieldB.Agro-Ecosystems6:33-49.

森脇和郎 ･城石俊彦･宮下信泉･神田尚俊 ･今井弘民 1980:Int,er8ub8peCieShybrid

ofmouseaSatoolforstudyinggeneticsystem governingtumor

development.GannMonograph25:165-176.

村上 昭 ･井口八郎･広田幸敬 ･小閑治男･山岸秀夫 1980:Characterizationofthe
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dnaAgenecarriedbyLambdatransducingphage.Molec.gen.Genet.

180:235-247.

室伏 誠･及川 借･西川昇平･吉田俊秀 1980: Cytogenetical studie80n fishes,

III.Multiple8eXChromosomemechanisminthefi1efiBhStephanolepis

cirrhifer.遺伝学雑誌 55:127-132.

中込弥男 1980:Onthenew policyforreportsonchromosomal anomalies.

Ⅱum.Genet.53:427.

中込弥男･鈴木康之 1980: ReplytotheletterofPrietoetal.concerningour

paperonacaseOf13q;18qtranSlocation.Hum.Genet.53:283.

中込弥男･田中哲郎･橋本武夫 ･久山万寿子 ･丸山正人 1980:InterStitial deletion

l弛inamalformedboy.Ann.G6nit.23:49-51.

並木満夫･鵜高重三･大沢俊彦･辻 啓･賀田恒夫 1980:Formationofmutagens

by80rbicacid-nitritereaction･.effects0freactionconditionsonbiologi-

calactivities.MutationRes,73:21-28.

西村善文･高橋慎一郎･山本 毅･坪井正道･服部征雄･三浦謹一郎･山口和夫･大谷初

市･畑 辻明 1980:Onthebase-stackinginthe5'-terminalcapstruC-

tureofmRNA:afluore8CenCeStudy.NucleicAcidsRes.8:1107-

1119.

西村行進･鈴木秀穂･広田幸敬･∫.T.Park 1980:A mlltantOfESCheriohiaooli

defectiveinpenicillin-bindingprotein5andlackingD-alaninecarboxy-

peptidaseIA.J.Bacterio1.,143:53ト534.

野 口武彦 1980:Primordialgerm Cellproliferationanditsrelationtotera-

tocarcinogenesisinmice.GANNA(OnographCancerRes.25:79-87.

岡 穆宏･杉本和則･高浪 満･広田幸敬 1980:ReplicationoriginoftheEseheri-

chiaoouX-12ctlrOmOSOme:thesizeandstructureoftheminimum

DNA segmentcarryingtheinformationforalltOnOmOuSreplication.

Molec.gen.Genet.178:9120.

岡 成寛･中込弥男･実績順一･松永 英･五十嵐良雄 1980:A new approach in

theevaluationofchromosomeVariantsinman. ⅠⅠⅠ. Pairswith

establishedQorCvariableSites.Hum.Genet.55:327-331.

大野清春･杉浦昌弘 1980:HeterogeneityoftheribosomalRNAgeneclustersin

rice.Chromosoma(Berl.)76:85-89.

大沢俊彦･石橋春枝･並木満夫･賀田恒夫 1980:Desmutagenicactionsofascorbic

acidandcysteineonanewpyrrolemutagenformedbyt.hereaction

betweenfoodadditives;sorbicacidandsodium nitrite.Bioctlem.

Biophys.Res.Comm.95:835-841.

太 田朋子 1980: Aminoaciddiversityofimmunoglobulinsasaproductof
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molecularevollltion.J.Mol.Evol.15:29-35.

太 田朋 子 1980:LinkagedisequilibriumbetweenaminoacidsitesinimmunO-

globulingenesandothermultigenefamilies.Genet.Res.36:181-

197.

大塚栄子･三端哲雄 ･長尾圭子 ･上村春樹 ･西川 諭 ･移浦昌弘 ･池原森男 1980:

Elongationofoligonuclcotidesin the3/-directionwithactivated

mononucleotidesandtheiranalogsusingRNAligase.NucleicAcids

Research8:601-610.

酒井寛一 ･千葉 茂 ･松浦 尭 ･井山審也 1980:北海道 における樹種の先駆性指数の

研究.91回目林論:225-226.

酒泉 満･江上信雄 ･森脇和郎 1980: Allozymicvariationinwildpopulationsof

thefish,Oryziaslatipes.Proc.Jap.Acad.56:448-451.

佐野芳雄 1980:Adaptivestrategiescomparedbetweenthediploidandtetraploid

formsofOryzapunotata.植物学雑誌 93:171-180.

佐野芳雄 ･森島啓子 ･岡 彦- 1980:Ⅰntermediateperennial-annualpopulationsof

OryzaperenniSfoundinThaiandandtheirevolutionarysignificance.

植物学雑誌 93:219-305.

佐野芳雄 ･朱 権原 ･岡 彦- 1980:Geneticstudiesofspeciationincultivated

rice,2,CharactervariationsinbackcrossderivativesbetweenOryza

Sativaand0.glaberrima:M-Vlinkageandkeycharacters.遺伝学

雑誌 55:19-40.

城石俊彦 ･森脇和郎 1980:GeneticregulationoftheexpressionofH-2K.5anti-

genonerythroidcellsbyⅡ-2Kend.J.Immunogenet.7.･325-331.

添田栄一IJ.R.Arrand.B.E.Gri氏n 1980:PolyomavirusDNA.Thecomplete

nucleotide8equeneeOfthegenewhichcodesforthepolyomavirus

capsidproteinVPlandoverlapstheVP2/VP8genes.J.Virol.33:

606-618.

添田栄一･J.R.Arrand･N.Smolar･J.E.Walsh･B.E.GrifRn 1980:Codingpo-

tentialandregulatorysignalsofthepolyomavirusgenome.Nature

283:445-453.

添田栄一･丸山毅夫･J.R.Arrand･B.E.Gri氏n 1980:Hostdependentevolution

ofpapovaviruses,BKV,SV40andpolyomavirus.Nature285:165-

167.

杉浦 昌弘 1980:Existenceofthegenefor4.5SRNAinbroadbeanehloroplast

DNA.CurrentGenetics2･.95-96.

杉浦 昌弘 1980: PurificationoftheT4DNAligaBebybluesepharosechromat0-

graphy.Anal.Biochem.108:227-229.
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杉浦昌弘･大野清春 1980:Detectionofthepropla8tidribosomal RNA genesin

riceembryos.PlantScienceLetters18:13-17.

杉浦昌弘･堀田康雄 1980:EcoRIanaly8iBOfnuclearandplastidribo80malDNAs

inlily.Plant也CellPhySio1.21:1129-1132.

鈴木秀穂･Y.VanHeijcnoort･田村俊秀 ･溝口順三 ･広田幸敬 ･J.VanⅡijenoort

1980:InvilropeptidoglycanpolymerizationcatalyBedbypenicillin

bindingproteinlbofEeCherichiacoliK-12.FEBSLet.110:245-249.

高畑 尚之 1980: Compositestepwi8cmutationmodelundertheneutral muta-

tionhypothesis.J.Mol.Evol.15:13-20.

高岩文雄･杉浦昌弘 1980: Thenucleotidesequenceof4.5Sribo80malRNAfrom

tobaccochloroplasts.NucleicAcidsResearch8:4125-4129.

高岩文雄･杉浦昌弘 1980:NucleotideSequencesOfthe4.5Sand5Sribosomal

RNAgenesfromtobaccochloroplasts.Molec.gen.Genet.180:1-4.

高岩文雄 ･杉浦昌弘 1980:Cloningandcharacterizationof4.5Sand5SRNA

genesintobaccochloroplaStS.Gene10:95-103.

高岩文雄 ･東藤直樹 ･杉浦昌弘 1980:MolecularcloningofanEcoRIfragment

whichcontains4.5Sand5SRNAgenesintobaccochloroplasts.逮

伝学雑誌 55:12ト125.

高村継彦･渡辺隆夫 1980:Furtherstudies0nthelethalhybridrescue(Lhr)gene

ofDrosophilaSinulanS.遺伝学雑誌 55:405-408.

田村俊彦･鈴木秀穂 ･西村行進 ･溝口順三･広田宰敬 1980:Ontheproce8SOfcel-

1ulardivisioninESCherichiaooli:Isolationandcharacterizationof

penicillin-bindingproteinsla,lb,and3.Proc.Natl.Acad.Sci.USA.
77:4499-4503.

土川 清･原田和昌 1980: マウスの仙骨異常発現におよぼす母体への放射線照射およ

び化学物質投与の影響.静岡実験動物研究会会報 14:2.

土川 清 ･吉田元子 1980: アT)ザ1)ソレッド染色によるマウス骨格標本の迅速作製法.

静岡実験動物研究会会報 14:9.

柳沢桂子･漆原秀子･藤本弘一 ･城石俊彦･森脇和郎 1980:Establishmentandchar-

acterizationofCelllinesfromhomozygousbrachyury(T/T)embryos

ofthemouse.Differentiation16:185-188.

矢崎和盛･三浦謹一郎 1980:Relationofthestructureofcytopla8micpolyhedroSiS

virusandtheSynthesisofitsme88engerRNA.Virology105:467-
479.

米川博通 ･森脇和郎･後藤 修 ･渡辺潤子･林 純一 ･宮下借泉･M.I..PetraS･田頭勇

作 1980:Relation8hipbetweenlaboratorymiceandthesubSPeCie8

MuS 伽uSCulusdonestiousbasedonrestrictionendonucleaSeCleavage
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pattern80fmitochondrialDNA.遺伝学雑誌 55:289-296.

菅 田俊 秀 1980:Karyotypeoftheindianspinymouseresultedfromthetandem

fusionofsomeofthehousemouseChromosomes.Cytologia45:753-

762.

吉 田俊 秀 1980:Studies0nthekaryotypedifferentiationoftheNorwayrat,

Ⅰ.TranslocationbetweenthepairnoS.1and12chromo80meSinthe

LewiSStrainrat.Proc.JapanÅead.56(B):268-272.

吉 田俊 秀 1980:StudiesonthekaryotypediだerentiationoftheNorwayrat,

ⅠⅠ.Amosaicratcarryingthetranslocationandinversionofpair

no.1chromosomeswithanoteontheirtransmissiontooffspring.

Proc.JapanAcad.56(B):822-327.

吉 田俊 秀 1980:Studiesonthekaryot.ypedifferentiationoftheNorwayrat,

ⅠⅠⅠ.Segregationofo鮎pringfromthe1/12tran81ocationheterozygotes

andfertilityofthetran810cationhomozygotes.Proc.Japan Acad.

56(B):437-442.

吉 田俊 秀 1980:StudiesonthekaryotypediぽerentiatiQnOftheNowayrat,

rv.SegregationandfertilityoftheNorwayratSwithinversion

pairno.1.Proc.Jap.Acad.56(B):897-403.

吉 田俊 秀 1980:SegregationofkaryotypesintheF2generationofthehybrids

lxtweenMauritiusandOceaniantypeblackratswithanoteon

theirlittersize.Proc.JapanAcad.56(B):557-561.

青田俊秀 ･B.B.Parida 1980:Karyotypeevolution,speciesdifferentiationand

environmentalmutagen.Proc.JapanAcad.56(B):79-84.

吉田俊秀 ･多産長治 1980:StudiesoninterSpeCi丘chybridizationintherodents.

ⅠⅠⅠ.ArtificialinseminationbetweenRaltuSnOrVegicuS,R.annandalei

andR.losea.Proc.JapanAcad.56(B):14ト145.

B.その他の発表文献

天野悦 夫 1980: トウモロコシに よる環境変異原検索 システム.変異原と毒性 第

12集:66-79.

井 上 寛 1980:農薬･重金属の昆虫に与える影響.遺伝 34(10):22-28.

今井弘民･森脇和郎 1980:体細胞分裂と減数分裂,遺伝 34:4-7.

今井 弘民 1980:核型進化と減数分裂の接点.遺伝 34:30-39.

賀 田恒 夫 1980: 自然田子による変異原の抑制.遺伝 34(6):49-54.

賀 田恒 夫 1980:変異原･がん原の検出と防除.化学と生物 18:474-476.

賀 田恒 夫 1980:突然変異からみた発ガン物質についての考え方.健康管理 7:4-15.

賀 田恒 夫 1980:遺伝子の突然変異.臨床医 6(2):21-23.
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河 原 孝 忠 1980:実験動物として飛躍的発展をしたニホンウズラ.動物と自然 10(8):
24-30.

河 原 孝 忠 1980: 日本鶏の生い立ち.季刊水墨画 No.13:54-55.

河 原 孝 忠 1980:家鶏の由来と愛玩鶏の育種.1.家鶏の由来.鶏の研究 55(8):118-
120.

河 原 孝 忠 1980:家鶏 の由来 と愛玩鶏 の育種.2.愛玩鶏の育種.鶏の研究 55(9):

119-121.

河 原 孝 忠 1980:外国の鳥･日本の鳥.文芸春秋 58(9):85-86.

河西正興 ･渡辺隆夫 1980･. ショウジョウバェ進化の新モデル.科学朝日40(4):64-68.

木 村 資 生 1980:分子進化の中立説.サイエンス1月号 10(1):32-42.

木 村 資 生 1980:-集団遺伝学著の世界観.三愛新書三愛会.第 20集:9-46.

黒 田行 昭 1980: 動物細胞を用いた場合の mutationとtransformationの相関.変

異原と毒性 10:24-88.

松 永 英 1980: 真核細胞の分断されている遺伝子とされていない遺伝子.遺伝 34

(4):28.

松 永 英 1980:計画生育と中国遺伝学.世界と人口81:41-44.

松 永 英 1980:医学における遺伝学の重要性.診断と治療 68(9):1-5.

三浦藍一郎 1980:遺伝子の構造.数理科学別冊 ｢生命の窮極｣:8-20.

三浦謹一郎 1980:DNA の選択的分解.高分子 29:692.

森 島 啓 子 1980:重金属 ･除草剤の植物に与える影響.遺伝 34(10):5-9.

森島啓子 ･佐野芳雄 ･岡 彦- 1980:Observations0nWildandcultivatedrices

andcompanionweedsinthehillyareas0fNepal,IndiaandThailand.

SpecialReportfromNationalInstituteofGenetics,pp.97.

森 脇 和 郎 1980:

中込 弥 男 1980:

中込 弥 男 1980:

定 家 義 人 1980:

添 田栄 一 1980:

添 田栄 一 19釦:

添 田栄 一 1980:

実験用マウスの系統の生い立ち.動物と自然 10:8-ll.

ヒトの染色体地図.小児科 Mookll:67-77,金原出版 (東京).

Catcry症候群.MedicalTribunelll27:7.

遺伝子と突然変異.化学教育 28(6):505-509.

パポバウイルス DNA のもつ遺伝情報.代謝 ｢痛 '80｣17:75-93.

パポバウイルスの発癌遺伝子と癌蛋白質.化学と生物 18:586-592.

真核細胞と遺伝子発現と介在配列.日本農芸化学会誌 54:779-784.

添 田栄一 1980: ポリオ-マウイルスのT抗原遺伝子.週刊医学 のあゆみ 115:793-

800.

高畑尚之･丸山毅夫 1980:集団遺伝学における拡散過程 の数値解法とその応用につい

て.数理解析研究所講究録 385.Mathemat,ical ProblemsinBiology-

/80.pp.73-79.

田島弥太郎 1980; トリチウム研究の現状と将来.放射線生物研究 15(2):19-27.

渡 辺 隆 夫 1980:化学変異原のショウジョウバエによる検出実験.変異原と毒性 11:
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74-82.

山本雅 敏 1980: -テロクロマチ ン と サテライ ト DNA-その生物学的機能-.科学
50:308-317.
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藤 井 太 朗
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藤 島 通
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学 会 等 名 称

G eneticandbiochemical characterization of
w axymutantsincereals

AflOwSystem forautomatedanalysis0fmaize
pollen
Geneticandbiochemicalcharacterization of
waxymutantsinCereals

花粉形質の自動分析の試み

動物細胞に対する分化誘導物質Ⅰ.探索法の確立

イネ Acp-1座支配のアイソザイム群の生育過程に
伴う変動

ダイズによる発がん物質の突然変異性の検出

ダイズで219系株による鼻薬の突然変異性と突然変
異頻度の推定

ヒドラ神経細胞の分化調節機構

マウスの複合学習能力に関する選抜実験-弁別回避
学習一

醗酵食品に含まれる抗変異原因子の検索

キウリモザイクウイルス外被タソバクmRNAのタ
ンパク合成開始部位の構造

U.ofTenn.
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U.ofTenn.(Enoxville)
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青 山 学 院 大 学
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東 京 大 学

NIEH/EPAConference

NIEH/EPAConference

Dept.AgT.andPros.
Genetic8Seminar

日本遺伝学会第52回大会

日本癌学会第39回大会

日本遺伝学会第52回大会

日本遺伝学会第52回大会

日本環境変異原学会第9
発表会

発生生物学会第13回大会

日本動物心理学会第40回大会

日本環境変異原学会第9回研究
発表会

日本生化学会第53回大会
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林
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亜
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分節遺伝子をもつキウ1)モザイクウ
イルスRNAの
両末端近傍の塩基配列

大平肺吸虫(Paragon
i
肌u80hirai)における逆位
を伴ったC-バンド多
型

DissectionofEscherichiacolioriginofDNA
replication

StructuralandfunctionalpropertiesofESCheri-
chiaeoliDNAreplicationorigin

カイコ精原精母細胞における化学物質誘発突然変異

ENUによるカイコ特定座位突然変異誘発実験

種分化における核型分化の理論的考察

食品中に存在する突然変異抑制田子

ヒト遺伝症 ataxiatelangiectaSia(AT)細胞抽出
液の invitrocomplementation

Primeractivatingenzymedeficiencyaninvitro
compleme.ntationoftheenzymeactivityincell-
freeextractsfromataxiatelangiectasia
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U.S.A.
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TennesseeU.S.A.

富 山 大 学

岡山県総合福祉会館

富 山 大 学

福岡郵便貯金会館

富 山 大 学

Univ.ofSussex

日本ウイルス学会第28回総会

日本遺伝学会第52回大会

1980ICN-UCIJASymposium
on"MechanisticStudie80f
DNAreplicationandgenetic
reeombination"

Gatlinberg Symposium on
"DNA-multiprotein interac-
tions"

日本遺伝学会第52回大会

日本環境変異原学会第9回大会

日本遺伝学会第52回大会
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井 上 正
下位香代子
加藤雅 元
志崎ますみ
定家 義人
賀 田恒 夫

井 上 寛

井 山 審也

軸 最 博 之
添 田栄 一
E.E.
Takemoto

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫
望 月 肇

定 家 義 人

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫
井 上 正
横井山晶子
望 月 峯
金子 健二
南方 宏 之

賀 田恒 夫

抗突然変異因子の作用機構に関する研究

オナジショウジジェウバェの染色体異常

他殖性作物の集団に対する同病交配の遺伝的影響

他殖性生物の小集団における個体選抜 (シミュレー
ション)

パポバウイルスDNAのもつ遺伝情報Ⅲ非腫癌原性
EウイルスのDNA塩基配列

環境変異原に関する研究

変異原性試験の現状と問露点

農芸化学と遺伝学の接点としての `̀突然変異論"

トリチウムβ線照射によるDNA損傷に関する研究

Environmental mutagens,desmutagens and
antimutagens

ヒトおよび動植物体内の抗突然変異因子の検出と意
義

Envirironmentalmutagens,deSmutagenSand
antimutagenS
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富 山 大 学
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日本環境変異原会第9回研究発
表会

日本遺伝学会第52回大会

日本育種学会第57回講演会

日本育種学会第58回講演会

日本遺伝学会第52回大会

日本農芸化学会第52回大会受賞
講演

'80化学物質安全シソポジウム

日本農芸化学会中部支部講演会

日本放射線影響学会第23回大会

SouthAsianConferenceon
DetectionandRegulationof
EnvironmentalA(utagenB
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日本環境変異原学会第9回研究
発表会

2ndFederationofABiant!nd
OceanianBiochemiBtS

読

国
幹
林
部
亜
習
冷
頚
令
串

部

3)
叫



描/Hl

萎鮎 掛
河 原 孝 忠

河 原 孝忠

河 原 孝 忠

河 原 孝 忠

河 原 孝 忠

木 村 資 生

米 田好 文

芸栗穿き)
黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

ベん毛欠失突然変異株のフラジェソ,フックの定量

葉緑体 tRNA遺伝子のマッピング

ウズラの飼育温度および日長に対する適応性

ウズラの高温環境に対する耐性

ウズラ暗色羽神経異常突然変異の生産能力と適応性
鰭

ウズラの家禽化に関する研究

野生ウズラ系統の騒音感受性に関する遺伝学的分析

Dataonourevolutionaryheritage

大腸菌べん毛遺伝子領域Ⅰを運ぶ Iaaファージの
解析

大腸菌べん毛形成の順序

Znvitrocharacterizationofembryonic.cells
from Dro80Phila nelanogaeler in prlmary
culture

AnalysisofgeneactionsinembryogeneSi80f
Drosophilanelanogaslerbyinvitroclllture

MutagenicactivityofaminoacidpyrolySiS
products0nembryonichumandiploidcellsin
culture

培養細胞における亜硫酸の毒性に対するビタミンE
の影響一細胞の増殖性および接着性を指標として一

体外培養によるショウジョウバェ生殖細胞の形成過程の研究

10.9
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3.31

4.1

6.12

7.23

10.9

10.6

12.ll

8.4

8.10

9.4

9.22
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東 京 大 学

京 都 会 館

筑 波 大 学

東 京 農 工 大 学

都 市 セ ン タ ー

豊橋勤労福祉会館

帯 広 畜 産 大 学

KyotoInterational
ConferenceHall

富 山 大 学

京 都 会 館

国立京都国際会館

比 叡 山 荘

軽井沢プリンスホテ
/レ

東京パ レスホテル

静 岡 大 学

日本生物物理学会第18回年会

第3回日本分子生物学会年会

東南アジア地域の家禽に関する
研究会

日本畜産学会第71回大会

日本家禽学会1980年度春季大会

日本畜産学会東海支部昭和55年
度シソポジウム

日本鳥学会昭和55年度大会
7thInternationalCODAでA
Conference

日本遺伝学会第52回大会

第3回日本分子生物学会年会

16thlnternationalCongress
ofEntomology

SymposiumonL̀A(olecular
andDevelopmentalBiology
inlnsect8''

US-JapanC00perativeNed.
Sci.ProgramL̀A(utagenBand
CarcinogensintheDietand
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笥

袷

節

世

くp-J
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丸 山毅 夫

丸 山 毅夫

丸 山 毅夫

丸 山 毅夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅夫

丸 山 毅 夫

堅塁豪 芸‡

松 永 英

松 永 英

キイpショウジョウパェの雌不妊突然変異の体外培
養による解析

MammaliancellcultureSyStem8indetecting
mutagensandcarcinogens

アミノ酸熟分解物による培養ヒト2倍体細胞の突然
変異誘発

サザン･-イブリッド法

力イコミトコンド1)アDNAの単離と制限酵素によ
る構造解析

カイコミトコンドリアDNAの単離と制限酵素によ
る構造解析

連銀不平衡問題の数値解析について

DNA塩基配列の比較によるウイルスゲノムの分子
進化

分子進化についての数学的モデル

電子計算椀による分子進化の解析

DNA塩基配列と分子進化の数学的モデルについて

集団遺伝学からみた分子進化

集団遺伝学の数学的モデルについて

p8udie(21)異常を示したダウン症候群の一例

58年前の認知の無効を請求した事件の親子鑑定例

発がん (網膜芽細胞腫)遺伝子に対する組織抵抗性

10.7
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1.15

10.7

10.14

3.20
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4.17
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9.16

9.17
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Univ.of
Philippines
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国立遺伝学研究所
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東 京 大 学

英国サセックス大学

米国 ミズ リー大学

米国テキサス大学

米国テキサス大学医
科学大学院

米国マサチューセッ
ツ大学

〟

米国カリフォルニア
工科大学

仙 台 市 民 会 館

長 崎 市 民 会 館

仙 台 市 民 会 館

日本遺伝学会第52回大会

SoutheastA8ianConference
onDetectionandRegdation
ofEnvironmentalMutagenB,
CarcinogensandTeratogenS
日本環境変異原学会第9回研究
発表会

第6回 ｢細胞質因子｣ワークシ
ョoJプ

日本遺伝学会第52回大会

日本生化学第53回大会

生物学セミナー

第12回スタットラ-記念シンポ
ジウム

遺伝学セミナー

遺伝学セミナー

数学セミナー

動物学セミナー

生物学セミナー

日本人類遺伝学会第25回大会

第64次日本法医学会総会

日本人類遺伝学会第25回大会
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松 田宗 男
今井 弘民
戸張よし子

森 島啓子
IJ.
Assemat

森 島啓子

森 島啓子

森 田和 良
賀 田恒 夫
並 木 満 夫

森 脇和郎

森 脇和 郎

護JA博濃
松 田洋一
宮下信泉
M.L.
Petras

マウスの減数第 1分裂中期における性染色体対合の
早期分離現象の遺伝的解析

アナナスショウジョウバェ雄の組換とキアズマの関
係

体外培養による間充織細胞の軟骨分化におよぼすレ
クチンの作用

ガ ソ マ 線 照 射 を 受 け た DN A の 晴 乳 動 物 細 胞 抽 出 物

によるin vitro 修復

イネとヒエの生育における近隣効果:その機作に関
する実験

植物における適応戦略としての繁殖様式

環境撹乱に対する野生稲集団の反応

ゴボウに含有する変異原不活化因子 (Desmutagen)
について

野生マウスを用いた癌化の遺伝的要田の探索

PositionoflaboratorymiceinMus肌uSOulus
SpeciesfromgeneticalViewpoints
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4.4
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10.16

ll.28
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富 山 大 学

静 岡 大 学
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東 京 農 業 大 学

弘 前 大 学

佐 賀 大 学

岡山県総合福祉会館

札幌パークホテル

Palaisdes
CongTeS,Paris

日本遺伝学会第52回大会

日本遺伝学会第52回大会

日本動物学会第51回大会

日本放射線影響学会第23回大会

日本育種学会第57回講演会

日本生態学会第27回大会シソポ
ジウム

日本育種学会第58回講演会

日本環境変異原学会第9回研究
発表会

日本癌学会シンポジウム ｢癌と
遺伝｣

4thlnternationalCongress
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大 沼 昭 夫
深瀬与惣治
玉 沢 享
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GeneticBtatu80fJapanesewildmouse,Mus
nusouluS mOloeSinus

Y染色体の部分的欠損をもつBIO,BR系マウスの
特性

GeneticstatusofJapanesewildmouBeand
immunologicalcharactersOfitsII-2antigen･

日本産野生マウス H-2遺伝子を導入した BIO コ
ンジェニック系統の抗原特異性

イ-スト摂取によるショウジョウバェ卵の筋化率の
低下について

ウイルスゲノムの特性

タバコ細胞 mRNA のキャップ構造

カイコにおけ るモザイヅク個体の発生遺伝学的研
究:性モザイヅクの解析

放射線のカイコ隆子発生に及ぼす生物学的効果

カイコ卵母細胞の減数分裂に伴 う化学物質誘発突然
変異感受性の変動

12.6

6.20

7.10

10.16

SandbjergSlot,
Denmark

富 山 大 学

比 叡 山 荘

熊 本 市 民 会 館

広 島 大 学

京都教育文化センタ
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東 京 大 学

国立遺伝学研究所

東 大 臨 海 実 験所

富 山 大 学

2ndWorkshoponMolecular
Genetics0ftheA(ou8e

日本遺伝学会第52回大学

18tHIEIInternational
SymposiumTeratocarcinoma
andCellSurface

第10回日本免疫学会総会

日本発生生物学会第13回大会

京大ウイルス研第20回シンポジ
ウム

日本生化学会第53回大会

日本動物学会中部支部例会
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日本遺伝学会第52回大会
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萎 鮎 慧 ‡

中込 弥 男

中込 弥 男

中込 弥 男
飯 沼和三
松 原貴 子

カイコ生殖細胞の低線量域における線量一突然異変
頻度関係

白死座位内の組換え頻度 (予報)

カイコ第一連関群における新しい8つの劣性致死突
然変異 体 の座位について

カイコ生殖細胞における化学変異原物質による遺伝
的障害の定量的研究Ⅱ.低濃度域におけるマイコト
キシン誘発突然変異実験

トラギス科魚類の染色体

マウスを用いたエチルニトロソウレア (ENU)の特
定座位試験 (予報)

性染色体と性分化異常

染色体領域における最近の進歩

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究(5).
動原体の不活性化現象及び定量的手法の染色体分析
-の応用

tRNA修飾塩基Qの生合成及びその壊能について

I-2コンジェニックBIOマウスから取れた正常核
型のテラトカルシノーマ
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(東京)

関 東 逓 信 病 院
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京 都 会 館

広 島 大 学

日本放射線影響学会第23回大会

日本蚕糸学会東海支部第35回研
究発表会

同 上

日本環境変異原学会第9回大会

日本水産学会55年度春季大会

日本環境変異原学会第9回研究
発表会

第178回最新医療ゼ ミナール

総合臨床こん話会

日本人類遺伝学会第25回大会

日本分子生物学会第8回年会

日本発生生物学会第13回大会
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新 しいマウステラトーマの開発とその有用性

AnattempttoeStabliShdiploidteratocarcinoma
celllinesfromBIOH-2congenicmice

マウス奇形腫の実験的誘発における宿主要国の研究

制限辞素による切断からみたコムギ及び-ギロブス
の細胞質オルガネラDNAの特性

熱帯アジアにおける野生.稲の生育の条件とその分布

ピべ リソと亜硝酸の反応より生成する変異原

ショウジョウバエの活動 リズムの解析

アフリカに分布するショウジョウバエ数種の活動 リ
ズム

集団遺伝学からみた多重遺伝子族の進化
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10.4

10.7

1.8

静 岡 大 学

比 叡 山 荘

京王プラザホテル

富 山 大 学

東 京 農 業 大 学

福岡郵便貯金会館

静 岡 大 学

富 山 大 学

大磯プリンスホテル

日本動物学会第51回大会

1stHIEIInternational
SymposiumTeratoearcinoma
andCellSurface

日本癌学会第39回大会

日本遺伝学会第52回大会

日本育種学会第57回講演会

日本農芸化学会

日本動物学会第51回大会

日本遺伝学会第52回大会
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下位香代子志崎ますみ加藤雅之井上正定家義人
賀田恒 夫

篠 崎 一 雄

枯草菌胞子形成開始の遺伝解析

細胞内分化と突然変異

天然林における先駆樹種と先駆性指数の研究:熱帯
多雨林と温帯林の比較

Oryzasalivaと 0.glaberrinaの種間における
Fl花粉不稔性の遺伝分析

イネにおける適応戦略と競争

共存する栽培稲種間の相互作用

塩化コ′ミル トの抗突然変異作用

遺伝子クローニング法

クp-ソ化した葉緑体 ])ボソ-ムRNA遺伝子の構
造と発現

OrganizationandExpressionofTobaccoChloro-
plaStrRNAGenes

日本産野生マウス H-2抗原の抽出及び精製

パポバウイルスの遺伝子構成の相違と発癌
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4.3
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10.16

10.8

富 山 大 学 教 養 部

岡山県総合福祉会館

佐 賀 大 学

東 京 農 業 大 学

富 山 大 学

佐 賀 大 学

富 山 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学
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富 山 大 学

学 士 会 館

日本遺伝学会第52回大会

日本環境変異原学会第9回研究
発表会

日本育種学会第68回講演会

日本育種学会第57回講演会

日本遺伝学会第52回大会
(シンポジウム)

日本育種学会第58回講演会 撃

冷

日本遺伝学会第52回大会
辞

第6回 ｢細胞質因子｣ワークシ 轡
ヨッブ

第53回日本生化学会大会

6thEMBOAnnual
Symposium

日本遺伝学会第52回大会
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発癌遺伝子と癌蛋白

発癌遺伝子と癌蛋白

パポバウイルスの遺伝子構成とトランスフォーメ-
ショソ

ウイルス性発癌遺伝子と内在性発癌遺伝子

IIarvey8arCOmaViruBiDNAの反復配列とその擁鰭

BK ウイルスの拝島腫誘発変異株のDNA塩基配列

発癌性ウイルス の ゲノム構造, パポバウイルス の
DNA構造

ネズミ肉腫ウイルス (HaSV)の遺伝子解析

組換えDNA実験を安全に行なうために

イネの1)ボソームRNA遺伝子

酵素による組換えDNA実験技術の進歩

4.1

4.19

5.31

7.10

8.7

10.13

12.9

2.18

4.8

7.1

福 岡 大 学

川 崎 医 科 大 学

九 州 大 学

京都教育文化センタ

県立福島医科大学

東 京 大 学

久 留 米 市 民 会 館

国 立 教 育 会 館

京 都 会 館

名 古 畳 大 学

東 京 大 学

竹 橋 会 館 (東京)

日本農芸化学会昭和55年度大会

第21回日本生化学会中国四国支
部稔会

第17回日本ウイルス学会九州支
部総会

第20回京都大学ウイルス研究所
シンポジウム

第23回全国医学生ゼミナール

第53回日本生化学会大会

第28回日本ウイルス学会総会

｢細胞質因子｣公開シソポ ジ ウ
ム

第3回日本分子生物学会年会

生物学セミナー

日本植物生理学会1980年度年会

票 髭 ;"IApl頚 管禦 警官
A

トーl
乏

団
粒
秘
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価
雪
静
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令
海
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杉 浦 昌弘

杉 浦 昌弘

萎 窪 芸 蓋 ‡

杉 浦 昌弘

杉 浦 昌弘

移 浦 昌弘

杉 浦 昌弘

杉 山 勉

遺伝子工学と育種

葉緑体遺伝子のクローニソグと構造解析

タバコ葉緑体 リボソ-ムRNA遺伝子の構造と発現

植物のリボソームRNA遺伝子の比較

光合成能力の向上と遺伝子工学

クPPブラス トDNAの遺伝的構成

美禄体 1)ボソームRNA遺伝子の構造解析

光合成と遺伝子工学

Rolesofhead-activationandhead-inhibition
potentialSin pattern formation ofhydra;
Analysis0famulti-headedstrain

ウズラ (Coturni∬Coturnia;3'aponioa)卵黄タン
パク質の新たな個体変異

家禽系統と野生系統のウズラの卵黄蛋白質多型

タバコ葉緑体 4.5SrRNA,5SrRNA遺伝子の全塩
基醍列

葉緑体 リボソームRNA遺伝子の微細構造

8.5

9.26

10.2

10.7

10.31

ll.ll

12.5

12.23

12.28

10.16

ll.6

4.8

10.7

国立遺伝学研究所

学 士 会 館

東 北 大 学

富 山 大 学

共 済 ビ ル (札幌)

国 立 教 育 会 館

放射線医学総合研究
節

基礎生物学研究所

シア トルセ ンター

郡 山 会 館

岐 阜 大 学

東 京 大 学

富 山 大 学

静岡県農業教育研究会実技藷習
会

｢生物生産の場における生理的･
化学的制御｣B系ワークショッ
プ

日本植物学会第45回大会

日本遺伝学会第52回大会

Jr胡 揺 0㌔lKFB:yVT･/efug,B9A' 雪

｢細胞質因子｣公開シソポ ジ ウ
ム

第12回放医研シソポジサム

1980年光合成シンポジウム

アメリカ動物学会1980年年会

日本家禽学会1980年度秋季大会

日本畜産学会東海支部昭和55年
度研究発表会

日本植物生理学会1980年度年会

日本遺伝学会第52回大会 ト▲l=〉Vl



描 :封

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

悲 誓套劉
東
篠
高
士
杉

富
日

樹
雄
雄
子
弘

直

一
文
祐
昌

藤
崎
岩
鼻
浦

ilriJI.I,･当

嘉畠l和誓‡

喜 畠l元学)

土 川 清

渚 醤竪蓑)

ヒドラの生長速度と細胞周期について

Naturallyoccurringmutagens

Riskevaluationinchemicalmutagenesis

Regulatorymechanismsofchemicalsubstances
inJapan

Presentstatusandprogram ofradiobiological
tritiumreSerChinJapan

蚕腫子に対するトリチウム水内部照射の突然変異効
果

葉緑体 rRNA遺伝子の構造と発現

ラン藻 Anavaena variabiliS(IAMA4:3)における
ニトロゲナーゼと水素代謝の関係

マウスの仙骨異常発現におよぼす母体への放射線照
射および化学物質投与の影響

アリザリンレッド染色によるマウス骨格標本の迅速
作製法

優性致死損傷に対する修復能とその誘導

正道不等交配率とショウジョウバエの種分化

10.29

10.30

10.14

10.8

12.9

4.8

6.20

6.20

ll.29

10.8

広 島 大 学

Univ.ofthe
Philippines

Univ.ofthe
Philippines

Univ.ofthe
Philippines

日本原子力研究所

富 山 大 学

京 都 会 館

東 京 大 学

静 岡 薬 科 大 学

岡山県総合福祉会館

富 山 大 学

ト･▲
日本発生生物学会第13回大会 ま

SoutheastAsianConference
onDetectionandRegulation
ofEnvironmentalMutagens,
CarcinogensandTeratogenS
SoutheastAsianConference
onDetectionandRegulation
ofEnvironmentalMutagens,
CarcinogensandTeratogens
Southea各tASianConference
onDetectionandRegulation
ofEnvironmentalMutagens,
CarcinogensandTeratogen8
Sym po8ium onFusionFuel
Handling.USIJapanFusion
CooperativeProgram

日本遺伝学会第52回大会

第3回日本分子生物学会年会

日本植物生理学会1980年度年会

静岡実験動物研究会第8回研究
発表会

∫

日本環境変異原学会第9回研究
発表会

日本遺伝学会第52回大会

圃
斡
柿
餅

傭
雪冷
頚

帝

都

部
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葉菜重器‡
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男雄秀

鳩

恒
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恒

博
和

信
俊
勇

治昭俊

削
上
削

削

横
井
賀

横望月
田

川
脇
藤
下
石
頭

田上
田

賀

米
森
後
宮
城
田

吉村書
青 田俊秀

吉 田俊秀

雄豚致死能をもたない SR系統ついて

真核細胞系 mRNAの 5′末端付近の構造とタンパ
ク合成の関係

キイロショウジョウバェ雄における染色体対合の細
胞遺伝学的研究

キイロショウジョウバェのSegmentalaneuploidy
(部分的異数性)とその応用

アデノウイルス粒子,コア及びヌクレオプロテイソ
の構造の電子顕微鏡による観察

蚕細胞質多角体病ウイルスの粒子形成と遺伝子複製
の関係について

Ataxiatelangiectasia細胞における DNA修復

AT細胞の生化学的特性

ミトコンドリアDNAからみた日本産野生マウス集
団の外様性

カイコにおける卵巣移植した雄個体の配偶子形成に
ついて

核型進化と種の分化

染色体と生物進化

ドブネズミにおける核型分化

10.6

12.ll

10.8

10.9

10.30

12.ll

12.2

ll.6

4.3

4.12

5.22

10.1

富 山 大 学

京 都 会 館

富 山 大 学

富 山 大 学

久 留 米 市 民 会 館

京 都 会 館

全 共 連 ピ ル

京 王 プ ラ ザ

富 山 大 学

信 州 大 学

国立渡伝学研究所

大阪環境医学研究所

横浜市教育文化セン
ター

日本遺伝学会第52回大会

日本分子生物学会第3回年会

日本遺伝学会第52回大会

日本ショウジョウバエ研究第1
回大会

日本ウイルス学会第28回総会

日本分子生物会第3回年会

日本組織培養学会第50回研究会

日本癌学会第39回総会

日本遺伝学会第52回大会

日本蚕糸学会第50回大会

日本動物学会中部支部例会

大気汚染学会近畿支部発がん部
会

染色体学会第31回年会

頚

冷

鞘

瞥
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青 田俊 秀

曽 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊秀

舌 田俊 秀

青 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

モーリシャス型とオセアニア型クマネズミの雑種に
おける 核型分離

動原体切断に基づく核型進化

KaryotypeevolutionandSpeciesdiircrentiation

Chromosomepolymorphi8m andspeciesdiffer-
entitiation

Cytogeneticsofrodents

ChromosomepOlymorphismintheblackrat

表型的および内部構造的核型 (核型に基づく生物進
化の問題点)

インドトゲ-ツカネズミと-ツカネズミにおける培
養細胞の増殖性ならびに細胞遺伝的比較

静 岡 大 学

富 山 大 学

Dept.Botany
tJniv.Calcutta
(India)

Dept.Zoology
tltkalUniv.
(India)

Dept･Zoology.
Univ.Kalyanl
(India)

Dept.Zoology
Univ.My80re
(India)

国立教育会館(東京)

全 共 連 ビ ル

日本動物学会第51回大会

日本遺伝学会第52回大会

GeneticsSeminar

BiologySeminar

GeneticsScmiar

GeneticsSemiar

日本細胞生物学会第㍊回大会

日本組織培養学会第50会研究会

Eg
姓
淋

餌

場
賀冷
頚

や

欝

潔
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研 究 活 動

D. その他の研究活動

海外における活動

109

氏 jB I 内 容 l渡 航 先 l期間
下遠野邦忠

藤浮 敏孝

鹿田 幸敬

丸山 毅夫

天野 悦夫

野口 武彦

松永 英

森脇 和郎

丸山 毅夫

篠崎 一雄

黒田 行昭

賀田 恒夫

吉田 俊秀

田島弥太郎

井上 正

賀田 恒夫

杉山 勉

RNA 腫癌ウイルスの分子生物学的研究
のため

ヒドラ間細胞の分化機構の解析のため

生物のバク-ソ形成の分子機構に関する
国際共同研究並びに遺伝学に関するシン
ポジウム出席のため

国際放射能防御委員会(ICRP)会議出席
のため

第12回スタットラI遺伝学シンポジウム
に出席並びに遺伝学の調査研究のため

環境汚染物質の花粉による検出法に関す
る会議出席並びに遺伝学の調査研究のた
め

テラトーマに関する国際シンポジウム出
席並びに遺伝学的調査研究のため

中国の人口･家族計画事情の調査並びに
人類遺伝学に関する調査研究のため

第4回国際免疫学会及び第2回マウス分
子遺伝学ワークショップ出席並びに噂乳
簸遺伝学に関する調査研究のため

テキサス大学において,タンパク多型と
種分化の数学的モデルの研究及び調査の
ため

EMBO第 6回シンポジウム出席及び調
査研究のため

東南アジアにおける環境変異原がん原 ･
催奇原に関する研究のため

∫
インドにおける野生ネズミ叛の集団細胞
遺伝学的研究のため

東南アジアにおける環境変異原がん原 ･
催奇原に関する研究のため

アタキシア症に関するワークショップに
出席のため

第2回アジア･オセアニア生化学会連合
会議並びにインド生化学会年会に出席の
ため

アメリカ動物学会 1980年会に出席のた
め

アメリカ合衆国

〟

ドイツ連邦共和
国 ･アメリカ合
衆国

連合王国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
カナダ国

アメリカ合衆国

中華人民共和国

フランス国 ･ス
ペイン国 ･オラ
ンダ国 ･連合王
国 ･ドイツ連邦
共和国 ･デンマ
ーク国

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和
国･スイス国

フ ィリピン国

〟

イ ン ド 国

フ ィリピン国

連 合 王 国

イ ン ド 国

アメリカ合衆国

53.9.1-
56.4.30

54.12.1-
56.3.31
55.2.23-
55.3.29

55.3.15-
55.3.27
55.4.9-
55.4.27

55.4.30-
55.5.19

55.6.24-
55.7.12
55.6.27-
55.7.10

55.7.19-
55.8.17

55.8.4-
55.9.24

55.9.24-
55.10.12

55.10.18-
55.10.28
〟

55.10.21-
55.ll.9
55.10.23-
55.ll.1

55.ll.3-
55.ll.10

55.12.11-
55.12.20

55.12.26-
56.1.1
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ほかの機関における講義

氏 名 担 当 大 学 期 間 担 当 科 目

村上 昭雄: 真義農工大学鮮 部非常勤 55･4･1-55･10･15 家蚕発生学特論

大学院食 晶工業 化学

賀田 恒夫: 名古屋大学農学部 H 55･10･16-56･3･31 彦裂詐 )(D"A の

三浦謹一郎: 東京大学医科学研究所0 66･4･1-56･3･31 ウイルスの核酸

d 大阪大学理学部 0 55.4.1-56.3.31 遺伝生化学
H 千葉大学理学部 8 55.9.1-55.9.30 生化学特別講義I

d 名古- 学理学部 8 55･10･16-56･3･31 墓筋 婁轄 #416

m 京都大学農学部 8 55･10･16-56･3･31 菜琴管 学特別講義
杉浦 昌弘: お茶の水女子大学理学部〝 55.10.8-56.3.31 生物学特論ⅩⅠⅠ

添田 栄一: 九州大学医学部 q 55.4.1-56.8.31 ウイルス学

q 東京大学医科学研究所H 55･4･1-56･3･31 芸事遥遠三品 宗達

U 東京虹 大学農学部 n 55･10･16-56･3･31 慧駅 疫学科特別講
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VI.研究材料の収集と保存

遺伝実験生物保存研究施設 (以下保存施設と略する)の設立以来,研究材料の収集保存

業務の大部分は保存施設にゆだねられたが,保存施設における人員と設備の不足のためそ

の一部は各研究部において行われている.以下に,植物,動物および微生物の系統保存の

現状を,各系統群の由来と特色,保存系統数などについて簡単に記述する.

A.イネ属系統 (Oryてa)(植物保存研究室)

1) 野生種および栽培種

昭和 82年ロックフェラー財団の援助の下に開始された ｢栽培稲の起原の研究｣以来,

積極的に熱帯各国から収集を続け,野生種については世界最大の収集となっている.これ

らは遺伝資源として保存され変異の研究に利用されるが,その一部は多数の形質について

遺伝特性が調査されている.

種 名 分 布 系統数

栽培種

0.8ativaL. 全世界 4,404

0.glaberri肌aSTD:UD. 西アフリカ 301

栽培型近捷野生種

0.perennieAEoENCE 全世界 421

0.breviligulataCEEV.etRoEER. 西アフリカ 115

逮耕野生種

0.060inalisWALL.
0.minutaPRESL

O.punctataKoTSCEY

-0.eiohingeriPETER

O.latifoliaDESV.
0.altaSwALL瓦N

O.grandigluniSPROD.
0.australienSiSDoAllN

O.brachyanthaCEEV.etRoEHR.

0.ridleyiHooE:.

0.longigluniSJANSEN

O.neyerianaBAILL.
0.tiBSerantiCEEV.

0.perrieriCAhltJB

O.ooarotaiaRoxzl.

南アジア

∫
アフリカ

東アフリカ

中南米

南米

∫

北オース トラリア

西アフリカ

南アジア

ニューギニア

南アジア

酉アフリカ

マダガスカル

南アジア

E

鮎

19

15
釘

3

7

8

10

6

16

か

2

1

1
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南米

2) 同遺伝賞系統

台中 65号の遺伝背景をもち種々の特定遺伝子を含む 19系統を保存している.これら

は7回以上の戻し交雑ののち選抜されたもので,含まれる辻伝子は次の通Dである.横瀬

遮伝子:wa;,jお,l9,g,nl,bo,gl,k,Ph,alおよび d之,早生遺伝子:EA,Ebぉよ

び n,および Fl不稔性に関する4遺伝子.

ち.コムギとその近簿種 (植物保存研究室)

1) 野生および原始的栽噂系統

京都大学の研究者により中近東その他世界各地から収集された多数の系統妊京都大学植

物生殖質研究施設に保存されているが,その中ゲノム構造などが確定され重要と考えられ

る 146系統を本研究所に重複保存している.その内訳は次の通りである.

種 名 ゲノム式 系統数

TruicunI属

T.aegilopoidesBAL.

T.仇OnOCOCCumL.

T.urartuTⅡtJAlAN.

T.dicocooidesK6rn.

T.dicoccun ScEtlL.

T.duru伽 DESF.

T.orientatePERC.

T.perSioun VAV.

T.turgidunL.
T.pyramidalePERC.

T.poloniou仇IJ.

T.tinopheeviz那 k.

T.araratioumJAEUBZ.

T.speuaL.

T.aeStivu肌L.

T.oo肌PaCtun ⅡosT

T.SPhaeroeocou仇 PERC.

T.仇aChaDEK.etMEN.

SynthesizcdhexaploidB

AegilopS属

Ae.u竹もbellulataZIItJK.

Ae.ovatai.

Ae.triariSlataWILLD.

AA

〝
〟
AABB

r

DD

二

j;州

,
苧

肝
肝

1.
11肌小

W

C

C
C

F'
tl
E)

C

C
C

cyD
CO
1

CYD
4

4

1

3

2

1

1

2

1

3

8

4

1

1

7

○0
6

7
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Ae.colunnariSZEtlK.

Ae.biuncialieVI8.

Ae.variabilisEIO

Ae.triuncialiSL.

Ae.caudaぬ L.

AC.¢ylindrieaHosT

Ae.co竹も08aSIBTE.etSM.

Ae.uniariStataVI8.

Ae.nuticaBoISS.

Ae.spelbidesTAtJSCE

CtLCtLAle班c

CuCuA(b班b

CtCtLSbSb

CtLCtLCC

CC

CCDD

MAl

AかA(tL

MtMt

SS

Ae.longisSi仇aScEw.ctMUscE. SISI

Ae.bicornie(ForSk.)JAUB.etSp. SbSb

Ae.squarroBaL. DD

2

1

7

6

1

3

3

cc
1

cc
3

2

7
Ae.crassaBoISS. DD虹crMc' 2

Ae.venlrioosaTAUSGE. DDAA▼M▼ 6

この他に Hordeun3'ubalumLりH.puSSillunNtJTT.,H.nurinu肌L.,a.gu8-

80neanunPARI..,a.sponbneun KocE,a.hexasti¢umKoczI,SecaleeerealeL.,

および HaynaldiavillosaSGEtJR.に属する 30系統を保存に加えている.

2) 二倍体コム半の央糸変異系統

T.monoooc¢umvar.PaveSCenSの 1系統から放射線によって誘発された葉緑素異常

および形態的変異を示す変異体約200系統を保存している.その大部分は単純劣性遺伝子

をもっている.

C. アサガオ (Pharbltisnil)系統 (植物保存研究室および農場)

アサガオ系統の収集保存は故竹中要博士によって昭和30年頃から姑められ,昭和41年

同博士の没後は農場が保存を継続して きた. 昭和 49年以後は迭改大学笠原基知治教授

(非常数)の協力を得てその整理を続けている.現在保存中の系統数は 駆2であって,そ

の中に含まれる主要な遺伝子は次の通 りである.

花型遺伝子型:fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),epr(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),ce

(石畳咲),wr(締咲),8(桔梗咲),ot(渦咲),仇(立田咲),ac(甫天咲),pi(八重咲),

dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

菓型遺伝子型: co(丸薬),Gb(草葉),dl(笹葉),仇(立田菓),ac(南天菓),fe(獅子乗),

cf(油菜),B,a(林風葉,(優性 ,劣性)),py(乱菊菜),sr(鼻薬),dy(婿輪業),cp

(縮緬薬),nw(柳菓),con(-デラセア菓),p(孔雀葉),bv(総だぬぎ),re(洲浜葉).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目線),BP(吹掛絞),Mr(覆輪),Bz(吹雪),Ry(事故),Su-

Mr(覆輪抑圧).tw(花筒色抑圧),.形(辛),dt(雀斑),Ln(立筋),Bt(粂斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(帯化),V(恋人),ea･cb(白種子),br(褐色笹子),cat



114 国立遺伝学研究所年報 第 31号

(象牙養子),yれ(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム･イエt2-),Su-

Cy(クリーム･イエTl一抑圧),¢肌(打込み),lp(Jト人),re+de(大輪(押葉)),re+

dy+Gb(大輪(恵比須莱)).

花色に関する連伝子は未整理であるが,本年度は主にその調査を行った.

D. サクラ (Prunusspp.)とその他の花木 (植物保存研究室および

農場)

サクラの品種は故竹中要博士が ｢染井吉野｣の起原などの研究のため収集し農場がその

管理と接木繁殖に当ってきた.現在保存中の系統数は178であって,その中重要なものは

済州島産のヤマザクラ (染井吉野の原種に近い),船原音野と鞍馬桜 (自然の変異株),≡

島桜,伊豆吉野などの人工交配による選抜種である.また木の花桜,八重大島,各種の菊

桜など園芸品種として貴重なものも含まれている.品種名は年報 29号等に記載されてい

るので省略する.なお,ツバキ (Ca肋ellia3'aponioavar.hortensiB)70品種を保存し

ている.これらの管理は昭和48年以来,浜松市フラワーパ-ク古里和夫園長 (非常勤)の

指導を受けている.

E.淡水ヒドラ (ZIydra)

A) チクビヒドラ (Hydranagnipapillaぬ)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (Pel仇alohydrarobuSta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

F･ ショ.ウジョウバエ (DrosoL,hih) (878系統 ･9集郎

昭和 27年,当時の生理遺伝部長,駒井卓博士によって始められて以来,必要に応じて

純系及び突然変異系統を外国からとり寄せ,また随時,野生型系統を追加して現在にいた

っている.保存種は数年前までは D.伽elanogasterであったが,新たに D.8inuknS,

D.ananaSSae,D.nauritianaの諸系統が加えられた.重要系統の開発研究として,現

在 D.nelanogaSterの自然集団から染色体異常系統を抽出し系統の確立を行なっいる.

1. キイロジヨウジヨウバエ (Dro80Philanelanogas加r)630系統,9集団

A) 野生型系統 (326)

1) 純系 (5)

ORiNJG,Sa肌arkand,Canわn-S,Florida-9,Hikone-R

2) 地理的系統 (41)

3) iso-female系統

1976年 勝沼 (90)
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1976年 沖縄 ･石垣島 (190)

B) 突魚変異型系統 (111)

1) Ⅹ 染色体 (43)

B,flu&乱r･.-,i,V,VSe/,W,wa,wa机,yW,yB&3If･.-,y'YBS/OR-X &

yf:-,we,y,y2,ywnf&uf:-,n,I,ywnf,fS(1)N/FMb,Df(1)bby

Sl2/FMb,ywn r榊 fB/FMC,CIB/dor,Bask(M-5),y wra/FM8,yw IB

r8帥/FMC,ySCOhoov/FMG,fuI/CIB,New BinSC,FMI,y2cvvI,LV

(1)260~1/FMb,DjU)B皇83~20/zn(1)SOTtn(1)AM so一car,Df(1)ot皇68~42y/FMb,Df(1)

N8/FMl,Df(1)N284~80wch/FMA,Df(1)N264-105/FMb,Df(1)SVrDp(1;I)101spl

&2lf:-,Df(1)W乞$8~lly/Zn(1)dl-49 vyHwn294,Dt(1)W288~42y/FMl,Df(1)

W288~4Sy/FMb,Df(1)W288148ysobSPIDp(1;3)WVCO&2げ:-,Df(1)rst2/FMl,Df

(1)808wa/Dp(1;3)soJ4.

2) 第2染色体 (38)

apr,bw,al,vgbw,bwVl/SMICy(K&K),bwVl/SMICy(AKY),bwyl/SMI

Cy(IGJ),bwVl/SMICy(OR-Nm);bwVl/zn(aL)CyCyL,en,cnbw,da/SMI

Cy,dpcnbw,L2,nw2/zn(CL)CyZn(CR)NS,prcnia;/SM5Cy,rbl,SpBl/SMI

Cy,SpBIL/SMICy,SD-5/SM-1Cy,SD-72/SM5Cy,NH-8/SMICy,Sp

SD-5/SMICy,SSpSD-rB/SMICy,SpNHlS/SKICy,ira-9/SMICy,vg,l

(a)mC/SKICy,M(a)B/SMICy,l(a)glonbw/SM5,bw6/Cyen2L4sp2,eddp

cl,80,0nVgbw,aprvg,l紹 bw,vgD/SM5Cy,Df(CR)vgB/SM5Cy,DftCR)vgO/

Zn(aLR)RevB,Df(BR)vgC/SM5Cy,ea;dSSXastX/SMICy.

3) 第3染色体 (14)

cu,elユ,M(a)hS8r/In(CL)PMe,Pr/TMCSb,Pr/TMaSb(KTN),Pr/TM3Sb

(IGJ),Se,eBeand/TMS,st,egg,rucu¢a,eyn,sbd2bx8pba;/TMl,Ubx180

4) 第4染色体 (3)

ey雪,eyR,ey.

5) 混合染色体 (13)

cn;St,vgSe,Onbw;rie,Base;bwyl/SMICy;TMeSb/Ubu,Su(8)皇;bw,BaSC;

P伽 Sb･,Xa,Znso･,SMICy/P肌;Sb/Ubx;spaPOt,SMICy/Pn;TMSSb/Pr,

bw;st.V;bw,sbd全bが/Xa,bw;cd,pba;/Xa.

C) 標準型第2染色体ホモ系統 (60)

D) 染色体変異系統 (133)

1) Zn(BL)i
2) tn(aR)NS

3) Zn(BL)W

4) Zn(BL)i+tn(CR)NS

5) その他

67沼勝

.～7
7

1

1

4

lhl
1

1
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Zn(aR)45E;60A, tn(aL)91A;80E, Zn(CL)8Sapporo,

Zn(aL)AMiShi仇a. Zn(BR)一組B;58EMiBhin¢,
In(aL)iOgaSaWara, tn(aL)iFukuoka.

E) 実験集改 (9)

須 山 1962 1集団

勝 沼 1963 J,
赤 添 1974 ′

勝 沼 1976 2集団

石塩島 1976 2H
赤 汲 1977 1 q

石盤島 1973 n
2.7ナナスシヨジョウバェ (DrosophihananasSae)(50系統)

A) 野生型系統 (12)

B) 央点変異型系統 (38)

1)Ⅹ 染色体 (6)

kk,wany,W y,y,CtT,vg

2) 第 2染色体 (15)

bw,ana,bee,bpea,a,cabw,eyg,Se,Od,cdbwb,Ptpea,Lb(B)/Dl

(A),M(a)rob/Dl,DI皇/M(a)91.Dl色/pu乞

B) 第3染色体 (ll)

not,pe.bripo,M-¢pa;,ri,ru,rubri,bs,Rfnot,Supbriru,Trrupが

4) 第4染色体 (1)

bbB7~r

5) 浪合染色体 (5)

bSe;Pが,apea;briru,I;cd,ase;briru,n81;apea

3.オナジショウジヨウJtェ (Dro80PhilasinulanS) (123系統)

A)野生型系統 (109)

1) 地方種 (37)

2)i80-female系統 (72)

B) 突裁変異型系統 (14)

1) Ⅹ 染色体 (4)

W,V,yWIV

2) 第 2染色体 (4)

net,bw,apn,Lhr

S) 第3染色体 (3)

St,88,8

4) 浪合染色体 (3)

V;bw,bw;st,y;bw;St

4.DTO80PhilamaZLrltiana(52系統)

A) 野生型系統 (50)
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B) 突然変異型系統 (2)

cnbw,on.

5.他種 (23種)

D.auraria,D.biauraria,D.triauraria,D.quadraria,D.takahashii,D.

luleBCenS,D.paralulea,D.yakuba,D.erecla,D.teissieri,D.bipeotinab,

D.parabipectinaぬ,D.nalerkouiana,D.kikkawai,D.laeteicornis,D.SuZukii,

D.viriliS,D.anerieana,D.tea;ana,D.liuoraliS,D.albo桝ican8,D.hydei

G. コナマダラメイガ (EL)hestlakiiniellakilgれ)

NCR(wild)

b/a

nl/仇l

α/α

H. カ イ コ (BombyxmoriL.)

突然変異系統 92系統 (71遺伝子)

自然または人為的に発現した突然変異で,卵 ･幼虫 ･蛸 ･成虫の各時期に亘っている.

人為的誘発床としては,各種放射線や化学物質などがある.これらの系統は染色体の連関

検定やその他遺伝学的分析を行うために使用される.

第 1 連関群

第 2連関群

第 3 連関群

第 4 連関群

第 5連関群

第 6 連関群

第 8連関群

(oS;Ge;Seh.,e;Vg;od)

(p;+p;pM;pS;pSa~1;pSal2;GrB; Y;oat)

(len ;le仇l;ze)

(L;Spc)

(pe;pet;ok;re;re‡;oo)

(ECra;EEL;EN;EN′;EMcNs;EHENM-1;b2)

(st;+ae;be)

第 9連関群 ((a)

第 10連関群 (wl;.Jl;W2;W.;WO古;wa;wb;Dew)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (¢九)

第 14連関群 (Nl_1;Nl_2)

第 15連関群 (Sly)

第 16連関群 (ctS)

第 17連関群 (抽)

第 18連関群 (elp)
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第 19連関群 (nb)

第 21連関群 (rb)

第 23連関群 (Nd)

第 24連関群 (SP)

第 26連関群 (80)

そ の 他 PWa;Spl;褐色斑点蜜

B 変異型4系統;適伝的モザイク2系統

在来品種系統 12系統

古 くから育成されて来たもので,原産地は日本 ･中国 ･ヨ-ロツパなど広い範囲に亘っ

ている.ここに保存されているものはその中の一部で,放射線感受性や抵抗性の系統など

がある.

青熱;アスコリ;緋紅;漢川;金色;漸江;青白;大正白;支 108;支

108(旧);日本錦;大造

染色体異常系統

染色体異常をもつ系統で,特に性染色体に関する W 転座系統は独特のもので,カイコ

の卵色や幼虫斑紋によって雌雄を区別することができる.

転座系硫
Eiiil■iiヨI
W･Sa転座系

W 原

ZW II

Z101

Z191

Dup

Q121

C32

40系統

12
_-､( メ-､
(W･+P･p如y),(W･+P･pSaY)
( ( ′一･､
(+od･W･+P･pSay/od)
′( ＼( (
(+oa･W･+P･pSa/a+/Zoa)(雌致死,2系統)

( 〝 )( 〟 ,2 〝)
(+py･psaY/py)(2系統)
一一~~ー
(+py･psay/pYoa/pyoa)(2系統)
′{ ･､
(pSa･+pY oa)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)

その他の W 転座系 8
Eu

T 20 (W･+W2)(2系統)
Iーli:≡

0-t (W･V(+Pe欠))(2系統)

(W･V+Pe)
′･~~､ ′{､

Oh-t (W･+Pe),(W･+Pe+re)
J{･..
(W･V+00/V+Pe)

ly転座不安定系 9
,一･･一､
(W･pB)(2RR)
-lii;!l
(W･pM)(2系統)

検定用 lr転座系 9
( ノ･~~-ヽ √-ヽ

限 性 虎 蚕 (W･Ze),(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere),(W･Ze,ch,pore),

(WIZe,Ao),(W･Ze,ch,perew2),(W･Ze,pere,oo),
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(W･Ze,peSCh,od),(W･Ze,re,08,6)

ⅩⅠⅤ･ⅤⅠ転座系 7
･･'T

Grl1 (U･EKP)
′{､

GⅡ 3 (U･EN)

GH 4 (U･EH)
,･一一~~--

GE 6 (U･ENcEH/+ +)

GII8 (UIEKPED/++)
一ー■ヽ

GⅡ 9 (U･ERP/ED/+ +)

GHIO (U･ENea/+ +)

不分離 (トリソミ-を含む)系統 5系統

SM:Y (pS/pM/+P)

Ndj3 (+Pe/+re/peokre)

Ndj6 (+Pere/pere/pe+re)
ONdj (W･V(+P吹)/pere)
Ip ー iヨ
6･14型 (Nl2･ENoNc/++)

そ の 他 2系統

bew 淡;bw3

以 上 合 計 151系統

119

I. ネ ズ ミ

昭和 26年に北大理学部よりラットおよびマウス約 10系統が移されたのが系統保存の

始まりで,その後外国より輸入または持参した系統や海外学術調査で採集 した野生系統が

加わって現在のコロニ-ができた.昭和 50年より系統保存施設が発足したが,飼育施設

などの関係から,現在のところテラ トーマ高発系マウス,ラットの1系統を除いた他のマ

ウス,ラットおよび野生系統は第1ネズミ飼育舎で細胞遺伝部の責任において維持してい

る.

I. 系統維持をLている近交系マウス (HuenuSeuluSdo仇eBtious)

実験用近交系マウスの基準系統として,下記の30系を次項の Ⅱ-2congemiCマウス系

と共にバ リアを設けた飼育墓内で維持管理している.飼育室内は全新鮮空気方式による空

調装置により温度 220-26oC,湿度 40-60% に保たれており,また,微生物汚染を防ぐ

ためにラミナフp-型飼育棚を使用している.系統名,由来,兄妹交配の世代歎,毛色遭

伝子および H-2ノ､プロタイプは次の通 りである.

A/HeJ Jax-M8(1978,F?),F?+6fICR,aa,bb,cc,Ⅱ-2&

A/∫ Jax-MS(1977,F172),F172+ll,aa,bb,cc,I-2&

AKR/J Jax一MB(1979,F?),F7+6,cc,Ⅱ-2k

Atl/SsJ JAR-M8(1977F38),F38+6.aa,BB,CC,UU,冗-2q

BALB/cAnN NIH-Ms(1979,F171),F171+6,cc,ミエローマ高誘発系
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CBA/∫ Jax一触 (1978,F7),F?+8,AA,BB,CC,H-2k

CBA/CaJ JA芝-MS(1978,F?),F?+7,AA,BB,CC,lI■2k

CBA/Ab A(8-Ng-hb (1978,F75),F75+10,AA,BB,CC,rl-2k

CBA/CaIIN NIH-A(a(1979,F53),F53+7,AA,BB,CC,Ⅱ-2k

CBA/CaEN-T6NIE一MB(1979,F50),F50+6,AA.BB,CC,T(14;15),I-2k

C3H/HeJfICR JA芝-MS

155+10,

C3H/HeJ JA芝-Ab

C57BL/6J Ja芙-MB

C57BL/10Sn JA芝-Ms

C57BRIcdJ JAR-M8

DBA/1J Ja託-Ms

I)BA/2J Ja芙-Ms

(1976,F150)-Ky(1977,F151)-Ms(1978,F155),F

fICR,AA,BB,CC,ET2k

(1979,F?),F?+6,AA,BB,CC,H-2k

(1979,F?),F?+6,aa,BB.CC,Ⅱ-2b

(1977,F?),F?+10,aa,BB,CC,Ⅱ-2b

(1978,F?),F?+5,aa,bb,CC,I-2k

(1977,F94),F94+12,aa,bb,CC,dd,Ⅱ一針

(1977,F126),F126+ll,aa,bb,CC,dd,Ⅱ-2d

DM/AlS MS-Wak-MS(1978,F21),F21+10,AAbbcc

D2GI) Dr.Okuda一触 (1979,F?),F?+1,I-2g~2
ETG/GoSfSn JA芝-独 (1977,F7),F?+13,AA,bb,CC,H-2g

LPRIII/2J Jax一触 (1978,F?),F?+8,cc,E-2'

PL/∫ Jax一MB(1977,F?),F?+ll,AA,BB,cc,E-2tL

Rml/M8 Nat.InSt.Radiol.Sci-MS(1959,F?),F?+68,aa,cc,H-2f

RIII/2J JA芝-A(8(1978,F?),F?+9,AA,BB,cc,Ⅱ-2r

SJI./J Jax一MB(1977,F?),F?+ll,AA,BB,cc,pp,I-28
SM/J Jax一班S(1977,F87),F87+8,Av/Aora/a,CG,Ⅱ-2'

SWM/独 CityofHopeWed.Center-MS(T.I.Yosida,1953,F?),F?

+82,cc

SWR/∫ JA芝-Als(1977,F?),F?+10,AA,BB,cc,El2q

WB/Re Jax一MB(1978,F104),FIO4+10,aa,BB,CC,EI2Ja

YBR I)r.Ga88er-MS(1979,F?),F?+3,aa,bb,CC,Ⅱ-24

2.系統推特をしている耳-2コンジェニック系マウス

主として免疫辻伝学研究に用いる為に次のようなⅡ-2コンジェニック系統を維持して

いる.これらの系統杜,主要な H-2抗原特異性に対する抗血清を作製することが出来る

組合せで揃えられている.

BIO#

H-2■ BIO.A/SgSn.Jax-Ms(1977,F7),F?+13,aa,BB,CC

H-2b BIO/Sn,Jax→nqS(1977,F?),F?+10,aa,BB,CC

II-2bc BIO.129(6班)/Sn,Jax-MS(1977,G14F52),F52+ll,aa.BB,CC

H-2d BIO.D2/nSn,Jax一班S(1977,F?),F?十12,aa

H-2f BIO.M/Sn,Jax-MS(1977,F?),F?+10,aa
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H-2h-2Bf mO.A(2R)/SgSn,Ja芙-Ms(1977,F?),F?+ll,aa,BB,CC

Ⅱ-2h-Ssr BIO.A(4R)/SgSn,Dr.Okuda-独 (1979,F?),FT+1,aa,BB,CC

Ⅱ-2lSE BIO.A(3R)/SgSn,ChibaUmiV.-Ms(1979,F?),F?+4,aa,BB,CC

Ⅱ121~2Sf BIO.A(5R)/SgSn,JA芝-M点(1977,F?),F?+12,aa,BB,CC

H-2k BIO.BR/SgSn,JA芝-A(8(1977,F?),F?+ll,aa,BB,CC

Ⅱ-2m BIO.ARM/Sn,JA芝-Ms(1977,F?),F?+13,aa,BB,CC

Ⅱ-2p& BIO.Y/Sn,Jax-Ms(1977,G14FloJ8F59),F59+12,aa,BB,CC

E-2r BIO.RIII(71NS)/Sn,Jax-A(ら(1977,F?),F?十12,aa,BB,CC

E-2S BIO.S,ChibaUniv.-Hs(1979,F?),F?+7,aa,BB,CC

H-2tL BIO.PI,(73NS)/Sn,JmS-Ms(1980,F?),F?+3,aa,BB,CC

A系

H-2■ A/J.JA芝-Ms(1977,F172)F172+ll,aa,bb,cc

H-2b A.By/Sn,JA芝-Ms(1977,F?),F?+12,aa,bb,cc

H-2r A.CA/Sn,Ja芙-Als(1976,G2F21N5F30N5F12),F12+13,aa,

bb,cc

E-2S A.SW/Sn,Ja芙-MS(1977,F?),F?+ll,aa,bb,cc

C3Ⅱ 系

Ⅱ-2b C3H.SW/Sn,Jax一班8(1977,F?),F?+14,AA,BB,CC

Il-2J C3H.JK/Sn,Jax-Ms(1978,F?),F?+10,AA,BB,CC

II-2k C8H/EeJ,Ja芙-Ms(1979,F?),F?+6,AABBCC

H-2p C3ⅠⅠ.NB/Sn,Jax-Ms(1977,G16F40N4F18),F18+15,AABB
CC

BAIJBA

H-2b BALD/BOla,01a-Ms(1980,F?),F?+1,cc

H-2d BALB/C(u-csd),08-独 (1978,F?),F+3,cc

H12k BALB/KOla,Ola-Ms(1980,F?),F7+1,cc

BIO.A(3R)/0la,01a一MB(1980,F?),F?+1,aaBBCC

BIO.A(4R)/0la,01a-MS(1980,F?),F?+2,aaBBCC

BIO.HTG/Ola,Ola-Aqs(1980,F?),F?+1,aaBBCC

BIO.HTT/0la,01a-Ms(1980,F?),F?+1,aaBBCC

BIO.S(7R)/0la,Ola-MS(1980,F?),F?+1,aa】∋BCC

BIO.S(9R)/Ola,Ola-A(8(1980,F?),F?+2,aaBBCC

BIO.T(6R)/0la,01a-M8(1980,F?),F?+1,aaBBCC

3.系統推持しているテラトーマ高発系マウス

129系 (精巣性テラト-マ高発系)129/Sv一cch/C(37+3,3%),129/Sv-SICP(?+5,5,

5-10%),129/Sv+Ay(?+5,<1%),129/Sv-terlHiline](?+6,30-40%),129/Sv-

ter【Loline】(7+6,5-10%)
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LT系 (卵巣性テラトーマ高弟系)LT/Sv(?+4,50%),LTxBJ(19+5,100%)

カッ内は兄妹交配による世代数ならびに腫蕩頻度を表わす.

4.系統維持 Lている央鈷変異系マウス

系 統 名 突然変異適伝子 n(豊富憲)% 遺伝的- 世 代 数 備 考

Blotpo 芸:競 tatlyly(P｡) ' C57BL/10 F55NIF5

BIO･BRYdelfarct怒 mdOe;eOtT.en(Yde.) Y C57BL/10 ?F19NIF4豊 最 澄
BIO.BRに見

BIO.ap alopeciaperiodica(ap) ? C57BL/10 N3Fl 出された･

･-tf PurfatCehdy(芯㌢(T卜 17(ⅠⅩ) 9 9

Je jerker(je) 19(ⅩⅠⅠ) 7 9

BIO.W'cch

Ay

B･t
別

加
F

Viabledominant
spotting(Wy)- 5(ⅩVII)
chinchilla(cch) 7(VIII)
Lethalyellow 2(V)

light(Blt) 4(VIII)

Steel(Sl) 10(ⅠⅤ)

furlesB(fs) 13(ⅩIV)

falter(fa) ?

C57BL/10 NIFl

129

LT

淵

-

-

5.系統維持 している純系ラッ ト (RaltuS nOrVegiouB)

ACT/N-独:1963年に F74で米国 NIE より持参 (吉田).毛色遺伝子は AA.CC.遺伝

研では現在 Fl14代.

Albany/Ms:1958年に Dr.Wolf (米国)より北大理 (牧野)-.同年にF8で遺伝研-.

毛色は caca.遺伝研では現在 F60.

Bu鮎lo/AIS:1956年に I)r.Jay(米国)よ‖ ヒ大理 (牧野)へ.1958年に F22で遺伝研

-.毛色遺伝子は aaochh.遭伝研では現在 F75.

Fischer/Ms:1956年に Dr.Jay(米国)よ= ヒ大理 (牧野)-.1958年に遺伝研-.毛

色遺伝子は co.遺伝研では現在 F122.別名 FiScher-344.

Long-Evans/Ms:1956年に米国 PacificFarmより北大理 (牧野)へ 同年に遺伝研-.

毛色は aaCChh.遺伝研では現在 F61.

MIG-ⅠⅠⅠ:三島市郊外で捕獲した灰白色毛ブ ドウ色眼野生ラットと CastleBlackratの

交配より (吉田,1958年).毛色遺伝子は aaBBCCHHpnp桝 遺伝研では現在 F44.

Wistar/Ms:1944年に東大農学部 (増井)より北大理 (牧野)-.1951年にF8で遺伝

研-.毛色遺伝子は aaeohh.遺伝研では現在 F84.

Wistar-King-A/MS:1953年に WiStar研究所よりF148で北大理 (牧野)へ.同年辻

伝研へ.毛色遺伝子は AAcchh.遺伝研では現在 F210.
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Wistar-King-S/Ms:1969年に米国より昭和医大-.1970年に遺伝研-.毛色遺伝子は

aacchh.遺伝研では現在 F28.

LEO:大村実験動物より入手した LewiS系とLongEvanS/Msの交雑より.核型杜正常.

毛色遺伝子は aaCChh.F5.

LET:大村実験動物より入手した Lewi8系ラットの1頭に第1と第 12染色体対の転座

が発見され, それとLong-EvanS/Ab 系の交雑より相同の転座染色体を持つ個体を選

んで転座系統として樹立.毛色は aaCChh.F6.

LEN:上記の系統より第1染色体逆位 (メタセントリック)の個体が生じたので,その相

同染色体個体を選んで逆位保持系統を樹立.毛色は aaCChh.F5.

6.突鉄変異ラット:LEM系よLJ生じた無毛突然変異 (ba)

7.その他飼育繁殖中の野生ネズミ類

&.ハツカネズミ頬

種,及び亜種名 略 号 採 集 地 歪腎 宗 採集時期

Musearoli

Muscervicolor

Musleggada

Musspretus
MusnuseuluS
M.n .donesticus

CaトLob
Ca1-Okn
Cry-Lob
Crv-Chn

Leg-Per

SPE/4.SSP

M.Don-Mrt

M.I)om-SOY
M.Don-Pgn
M.Don-IJbl

M.竹も.urbanuS M.Urb-Bdw

M.帆.bactrianuS 班.Bac-Afg

M.Bac-Lab

M.仇.CaStaneuS M.Ca白-Qzn
M.CAB-Tch

M.subsp M.Sub.OgS
M.n.subeP. M.sub.PKNJ

M.sub.PEN-ⅠI
M.sub.LCH
M.sub.TNⅡ
Af.Sub.TRF

M.m.仇OlosSinus Aq.Mol-NSb

Loburi(タイ国)
沖縄

Loburl(タイ国)
Chai-Nat(タイ国)
Peradenia
(スリランカ)

南スペイン

Maurit,iuS島
SeqchelleS島
region(カナダ)

(集団飼育) 1978年 7月

(集団飼育) 1978年 7月
(集団飼育) 1978年 7月

(集団飼育) 1978年 11月

Fl 1980*

(集団飼育) 1978年 11月
(集団飼育) 1978年 11月
(集団飼育) 1978年 9月

L.Belanger(カナダ)(集団飼育) 1979年 9月
Bandarawela
(スリランカ)

Kabul
(アフガニスタン)

Lahore(パキスタン)
Quezon(フィリピン)
台中(台湾)

小笠原,父島

北京(中華民国)

北京(中華民国)

蘇州(中華民国)

敦燈(中華民国)

吐春蕃(中華民国)

中標津(北海道)

M.Mol-Ten 手稲(北海道)

M.Mo1-Oma 大間(青森県)

(集団飼育) 1978年 11月

F6 1976年 11月

F6 1976年 11月
F5

(集団飼育)

(集団飼育)

F2 1980年 10月
Fl 1980年 10月
Fl 1980*10月
Fl 1980年 10月
Fl 1980年 10月

(集団飼育)

F13
F6
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M.Mol一独m 三島(静岡県) F3
M.MoトANJ
(A(OA) 安城(愛知県) F24

班.A(ollh(my 桃山(京都府) (集団飼育)

M.Mol-Ezk 森崎(柘岡県) (集団飼育)

A(.MoトYnk 与那国島 (集団飼育)

上記のFの次に近交世代数を示 したもの以外は,集団飼育箱で繁殖維持している.

b.その他のネズミ類

インドスナネズミ(Taねraindiea):1972年インドで捕獲 (F4,2n-68).

クマネズミ (Rat細さrattuS)

ニホソクマネズ ミ (R.r.tanezu仇i):日本産 (アマミ大島)のクマネズミで野生色を

飼育 (F13.2n-42).

ホンコンクマネズミ (a.r.Pavipeotus):1972年にホンコンにて採集. 野生色毛 (F

12,2n-42).

セィ｡ンクマネズミ (R.r.kandianu8):1972年にスリランカのKandyにて採集 (F

9,2n-40).

インドクマネズミ (R.r.rufeSCenS):1978年にスリランカおよびセイシェルズ島で

採集 伊2,2n-38).

モーリシャスクマネズ ミ (R.rattuS):1978年にモーリシャス島で採集. 核型はオセ

アニア型であるが,染色体切断により 2n-42 となる.F2.

ナンヨウネズミ (RaltusexulanB):1976年にタイ国にて採集 (土屋).小型のラット

属 (F5,2n-42).

ミラルディア (Millardia 肌elbaa):1972年にインドにて採集.ラットとマウスの中

間の大きさでおとなしい (F17,2n-50).

プラティスリックス (Musplatythria;):1972年 にインドで採集. マウス大 (F18,

2%-26).

8.維持しているネズミの腫妨系統 (液体窒素中に凍結保存している)

マウスエールリッヒと腫妨 (EIJDおよび ELT)

マウスミニrZ-マ (MSPC-1,AdjPC-5,Ⅹ5568,ⅩNP,ⅩCl,nIOPC31-B,MOPC

315,AlOPC-70A,A(OPC-104E,hlOPC-315,56-6.62-1,68-4)

マウスアクチノマイシン腫癌 (Act-4,Act-7,Act-8)

マウス肝癌 (班Ⅱ129P,ntⅡ134:亜系 Ch,Ib,If,Ⅰ65,虻8,08,Se,Y)

マウステラトーマ (OTT6050,F-9,STT-2,OTTIOA-5,OTTIOSn-3,OKTB6-5,

OKTC2エー1,OKT129-1)
ラット吉田肉腫
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∫.細菌とそのファージ

1.細 菌

(1) Escherichiaooli(大腸菌) 約 10,000株:遺伝学研究に有用な遺伝子マ-

カ-を揃える.

野生株: K,B,S,C,Row

栄養要求性突然変異株: アミノ酸要求性,プリン要求性,

ピリミジン要求性,ビタミン要

求性など 4,000株

薬剤抵抗性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異

株などの変異株および Efr株: 500株

温度感受性突然変異株: 約 5,000株

(

DNA複製欠失変異株

RNA合成欠失変異株

ムレイン生合成欠失変異株

細胞分裂欠失変異株

膜蚕白欠失変異株

株

株

株

株

株

15

00

55
00

S
3

1

2

リボソ-ム蛋白変異株 79株

未同定欠失変異株 約 4,400株

＼
1
1
.~
ノ

カーボン･クラークの合成プラスミド2000 種を含む pLC-コ レクシ ョン
2000株
合成プラスミドを含む株: 500株

(2) Su 耽Onellalyphi肌 urium (ネズミチフス菌):細菌べん毛に関する達伝学的

研究に用いられた系統を主として保存している.

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

Salmonellaaborlus-equi

野生株:

無べん電位突放変異株:

TM2,LT2
150株 ピリミジン要求性など

1,000株

120株

SL23

1,000株

べん毛抗原に関する突然変異株; 150株

ESCheriehiacoliと Sal仇Onellaの展開雑種 30株

Sunonellaabony

野生株:

Hfr株:

アミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

SW 808
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ファージ抵抗性突然変異株: 20株

その他の Sal仇Onella属の細菌

GroupA,GroupB,GroupCl,GroupD,GroupE4GroupG2

Salmonellaの種間雑種 200株

(3) Serratia(垂菌)属の細菌 15株:色素産生能に関する株を保存

している.

(4) BacillusSubtilis(枯草菌)

野生株のほかにアミノ酸要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,突然

変異原検定株など約 2,000株

2.バクテリオファージ

Sal桝Onellaのフア-ジ P22,Chiなど

ESCherichiaのファージ Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,Pl,

BacilluSのファージ

Mu,BF23,P2,少ⅩtB,STl,¢80,X,

≠D,Lambda.¢x174,¢ⅠⅠ,中耳,fl,MS2,

Qβ
PBSl,SPIO,SPOl,SP02など

K.培 幸 細 胞

1.位増殖性2倍体細胞

ヒト胎児肺細胞

2.高増殖性正常細胞

ヒト胎児肺細胞

チャイニーズハムスタ-肺細胞 Don-6,クロ-ン株

チャイニーズ ･ノ､ムスター肺細胞 V79

マウス線維芽細胞

3. 高増殖性癌細胞

ヒト子宮癌細胞 HeLaS3,クローン株

ラット肝癌細胞

4.薬剤抵抗性および修復欠損変異細胞

ヒト･レヅシ･ナイハン症由来細胞 (8-アザグアニン抵抗性)

ヒト･色素性乾皮症由来細胞 (修復欠損)

シリアン･ハムスター･5-ヨ-ドウリジン抵抗性細胞

チャイニ-ズ･ノ､ムスター･5-ヨードウリジン抵抗性細胞

チャイニ-ズ ･ノ､ムスター ･金属塩抵抗性細胞

15株

10株

10株

1株

5株

3株

lo株

株

株

株

株

株

C0

5

5

溢

10
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L. ニワトリ (GaZlusgallusdomestlcus)

1.近交系統

白色レグホン種:OWl3系 (Ra代),KO-1系 (19代)

ロ-ドアイランドレッド種:KR-2系 (Ra代),

KI-1系 (lら代)

2.央銭変異系統

伴性劣性神轟異常 (Shaker)1系統

3.閉鋳群

白色レグホン種 (超多産個体混合起原)

横斑プリマスロッタ種 (超多産個体混合起原)

黒色ミノルカ種

オーストラローブ種

M. ウ ズ ラ (CoturnixcotumixJ'aL)onica)

1.央点変異系統

黄色羽,銀色羽,暗褐色乳 パンダ,黒色初生毛,伴性褐色,伴性アルビノ,暗色羽

神経異常,白色卵殻

2.開銀群

野生起原群

家禽化群
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Vn.行 事

A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月 19日 (土)に研究所を一般に公開した.

各研究部の展示及び学術映画の上映を行い,9時 30分から16時 $0分までの間に約

8,600名の見学者が来所した.

B.公開講演会の開催

国立科学博物館と共催で,一般を対象とした遺伝学公開講演会を次のとおり開催した.

日 時 昭和 55年 11月 22日 (土) 13:30-16;30

場 所 国立科学博物館講堂

講 演

(1) 環境汚染は植物にどんな遺伝的影響を与えるか

応用遺伝部室長 沖 野 啓 子

概要

水･土･大気が汚染されると,自然淘汰によって長い間には,植物の種社会の構成や,

種の遺伝的性質が変ってくる.種内の抵抗性の進化や種と種の働きあいのしくみなどの研

究に基づいて,唖社会の動態について述べた.

(2)遺伝学における数学的モデル

生理遺伝部長 丸 山 毅 夫

概要

遺伝学は,その誕生から理論的仮説とその実証という形式をとって発展してきた部分が

橿めて大きい.ここでは,進化学･生態学･育種学･人輯遺伝学などにおいて,遺伝学の

数学的モデルが果した役割と成果について述べた.
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VllⅠ. 庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本辻伝学会弟 13回大会において,国立迭伝学研

究所設立決蔑案が満場一致で可決された.翌 16年 4月に日本学術振興会内に設けられた

第 4特別委員会(遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 5月,

日本遺伝学会は,財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これらの努力が実を結び,昭和 24年 6月 1日,文部省設置法が施行されて,ここに待望

10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初は,第1(形質遺伝),第2(細胞遺伝),第3(生理遺伝)の3研究部をもって発足

し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年 9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株式

会社所有の土地 77,773平方メー トルを買取するとともに,同社の建物 4,452平方メー ト

ルを借 り受け,12月1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度には,従前の

木造の本館を鉄筋コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42年度にお

いて全嘩}三塁成した.また研究部門の構成も,昭和 27年度に形質遺伝部,細胞遺伝部,

生理遺伝部と改組され, さらに昭和 28年度に生化学遺伝部,29年度に応用連伝部,30

年度に変異遺伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集団遺伝部

及び 44年度に分子連伝部が増設されて 10部門となり,また 50年度には遭伝実験生物

保存研究施設が新設された.

B.組織 (機構と職員)

文部省設遭法 (昭和 24年 5月 31日法律第 146号)(抄)

第 2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条から第 27条までに規定するもののほか,文部大臣の所尊の下に,国

立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育稔合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度載湘所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

日本学士院
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(評簾員会)

第 16条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く.

2 評蔑見会は,それぞれの機関の事業計画,経井の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助官する.

3それぞれの機関の長は,評意員会の推着により,文部大臣が任命する.
4 評蔑見会は,20人以内の評議員で組織する.

5 評瀬貝柱,学敢経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評蔑見の推欝,任期その他評瀬見会の組織及び運営の細目については,政令で定める.

(国立辻伝学研究所)

第 23条 国立辻伝学研究所は,遺伝に関する学理の稔合研究及びその応用の基礎的研究

をっかさどり,あわせて辻伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 辻伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

文部省設覆法施行親則 (昭和 28年 1月 18日文部省令第2号)(珍)

第7飾 国立辻伝学研究所

(位置)

第 61条の 2 国立連伝学研究所の位置は,静岡県三島市とする.

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立渡伝学研究所に次の 11部を置く.

- 庶 務 部

二 形 質 遺伝 部

三 細 胞遺 伝部

四 生理 遺 伝 部

五 生化学辻伝部

六 応 用 漣 伝 部

七 変 異遭 伝 部

八 人 類漣 伝部

九 微生物辻伝部

十 集 団渡 伝 部

± 分子 辻 伝 部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設を置く.

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置く.

一 庶 務 課
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二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をっかさどる.
一 職員の人事に関する事務を処理すること.

ニ 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.
三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

大 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をつかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.
三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形栄達伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行う.

2 形質遺伝部に第1研究童及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行う.

2 細胞遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行う.

2 生理遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遭伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行う.

2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第8研究室を置き,各童においては,

前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関

する研究を行う.

(応用渡伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関すi遺伝学的研究を行う.
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2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各童においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理

論に関する研究を行う.

(変異漣伝部)

第 70粂 変異遭伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行う.

2 変異辻伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究畠を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元

素による突然変異に関する研究を行う.

(人類遺伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類遭伝に関する研究を行う.

2 人類遣伝部に第1研究童及び第2研究童を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ形質辻伝に関する研究及び統計達伝に関する研究を行う.

(微生物遺伝部)

第 72粂 微生物遺伝部においては,微生物の辻伝に関する研究を行う.

2 微生物連伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ遺伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を

行う.

(集団連伝部)

第 73粂 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行う.

2 集団辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ進化辻伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(分子遺伝部)

第 73条の2 分子遺伝部においては,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子辻伝部に第1研究室及び第2研究垂を置き,各室において柱,前項の研究につ

いて,それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関す

る研究を行う.

(遺伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 辻伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学的研究に必要な実験生物の

重要系統の維持保存及びその遭伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(遺伝実験生物保存研究施設の組織)

第 73条の4 また伝来験生物保存研究施設に長を置く.

2 前項の長は,漣伝美浜生物保存研究施設の事務を審理する.

第 73条の5 港伝英故生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究室及び微生物

保存研究室を置き,各室においては,それぞれ辻伝学研究に必要な実験生物のうちそれ

ぞれ実験動物,実験植物及び実験微生物に関し,重要系続の維持保存及びその連伝的特

性に関する基礎二的研究を行う.
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(各研究部等の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部,集団渡伝部,分子遺伝部及び遺伝突放生物保存研究施

設においては,第 65条から第 73条の3までに定めるものの株か,各部又は施設の所

掌事務に閑し,次の事務をつかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に騒する政府の添乗について,科学的
基礎資料を揖供すること.

ニ 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

るこ と.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

文部省所轄機関評議且金令

(昭和 40年 6月 20 日 政令第 216号)

改正～昭和 43年 6月 15日 政令第 170号

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15条第 1項の機関 (以下 ｢機関｣という).に置かれる評議員

会は,評議員 16人以内で組織する.

第 2条 評鼓員の任期は,2年とし, その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期は, 前

任者の親任期間とする.

2 評歳旦は,非常勤とする.

第 3条 評畿員は会長及び副会長1人を置き,それぞれ評沸点が互選する.

2 会長は,評東員会の会務を総理する.

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故あるときはその職務を代理 し,会長が欠けた

ときはその職務を行う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年とし,そ

の他の機関の評議員会にあっては1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前

任者の親任期間とする.

(議 事)

第 4条 評魚貝会は,評議員の過半数が出席しなければ, 議事を開き, 議決することが

できない.

2 評議員会の諺事は,出席した評論員の過半数をもって決し,可否同数のときは,会

長の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5粂 評議員会は,その属する機関の職員に対し, 説明, 意見の開陳又は資料の提出

を求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意
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兄を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6条 評点員会の庶務は,その属する機関において処理する.

(雑 用)

第 7粂 この政令に定めるもののほか, 評議員会の議事の手続その他その運営に関 し必

要な事項は,評議員会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

附 則 (昭和 43年 6月 15日 政令第 170号)抄

(施行期日)

1 この政令は,公布の日から施行する.
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職員定数 (昭和 55年 12月 31日現在)

所 長

農学博士 田島弥太郎

評議員 (会長,副会長のほかは五十音順) (昭 和 55年 12月 31日現在)

官 職 名 l 氏 名 任命年月日

東 京 大 学 名 誉 教 授

東 京 大 学 教 授

東 京 大 学 名 誉 教 授

大 阪 大 学 教 授

京 都 大 学 名 誉 教 授

東 京 農 業 大 学 教 授

東 京 大 学 名 著 教 授

人 口 問 題 研 究 所 長

北 海 道 大 学 農 学 部 長

東 京 大 学 教 授

原 子 力 安 全 委 員会 委 員

東 京 大 学 学 長

東 京 都 立 大 学 名 誉 教 授

東 京 農 工 大 学 長
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農学博士

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

応用遺伝部

1

1

1

l

1

2

1

1

1

0

5

7

4

7

6

4

4

9

1g

鮎

瓜

感

光

30

34

36

鵬

夫

清

夫

人

正

子

昌

夫

雄

三

恒

悦

義

雅

和

束

美豊

田

川
野

家

上

田

川

賀

土

天

定

井

原

原

芦

原

理学博士

農学博士

理学博士

農学博士

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

変異遺伝部
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人類遺伝部

文 部 教 官,部

文 部 教 官,室

文 部 技

36.4.1

45.8.16

47.12.5

微生物遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

士

士

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

敬

1
進

夫

辛

成

行

正

田

田

村

田

広

安

西

山

1

1

l

1

8

4

4

4

鵡

51

伯

E3

集 団遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

木 村 資 生

原 EEl(旧姓太fEl)朋 子

之

.1
子合

尚

健

首

畑

木

井

24.ll.30

44.4.1

1

l

1

4

0

7

1

52

防

3

分子遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

理学博士

理学博士

農学博士

薬学博士

理学博士

移 浦 昌

添 田 栄

(休)下 遠 野

篠 崎 -

6

1

1

1

1

11

7

1

4

6

l

l

舶

釘

帥

前

駆

遺伝実験生物保存研究施設

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

農学博士

理学博士

農学博士

理学博士

理学博士

農学博士

朗

彦

雄

寛

文

潤

子

治

勉

英

文

芙

大

武

芳

好

昭

喜

壱

正

井

口

野

上

田

田

村

丸

井

村

津

藤

野

佐

井

米

楠

西

鬼

玉

木

船

0

1

1

1

l

1

6

1

6

1

1

3

1

CQ
1

9

4

1

5

7

3

5

0

8

4

5

l

l

溢

血

帥

お

給

朗

曲

別

部
8
3

3
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非常勤研究旦
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受 入 部 l 氏
名 f職 名 I学位Iif用年月日

形質遺伝部
大 森 和 子

黒 木 登 志 夫

昭和 女 子 大学助教授
東 京 大 学 助 教授理学博士医学博士55.6. 1

生 理 遺 伝 部
津 野 憲 道
大 石 陸 生城西歯科大学講師神戸大学助教授

変 異 遺 伝 部

安 藤 忠 彦

乾 直 道

理 化 学 研 究 所 主 任
研 究 員

日本 専 売 公 社 中央
研 究 所 室 長

農学博士

理学博士

分 子遺 伝 部
今 本 文 男

大 塚 栄 子

大 阪 大 学 微 生 物 病
研 究 所 助 教 授

大 阪 大 学 助 教 授

理学博士

薬学博士

遺伝実験生物
保存研究施設

古 里 和 夫

笠 原 基 知 治

浜松市フラワ-メ- ク
園 長

法 政 大 学 教 授

農学博士

理学博士

名 誉 所 員

氏 名 l 職 名 称号授与年月日

原

井

脇

島

木

酒

森

大

岡

京 都 大 学 名 誉 教 授
(元 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長)

前国立遺伝学研究所応 用遺 伝部 長

前 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長

前国立遺伝学研究所生理遺 伝部 長

前国立遺伝学研究所応 用 遺伝 部 長

44.6.1

1

8

1

2

1

6

3

4

4

娼

50馳
5
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去 l 官 職 名 l 壷 ~~~~~ 位

義務職員 (庶務鮮)

職 名 任用年月日

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶務課課長補佐(栄)庶務係長

人 事 係 長

経 理 係 長

用 度 係 長

回 書 事 務 主 任

施 設 主 任

係

係

係

係

係

係

係

務

務

務

事

理

度

度

み

露

邦

利

芳

明

朝

茂

信

英

隆

す

明

三
政

啓

英

日
元

原

折

村

嵐

板

野

田

川

城

藤

本

浮

沢

上

本

山

間

田

田
川

十

北
伊

木

五

閑

其

内

越

岩

佐

山

長

梅

井

山

秋

風

岩

半

西

55.4.1

55.4.1

51.4.1

49.12.1

28. 5.19

26.4.16

36.2.1

36.8.1

87.9.1

35.9.1

39.9.1

50.3.15

48.4.1

38.12.1

45.4.1

44.4.1

51.4.16

48.3.1

48.4.10

24.9.30

退職者及び転出者
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C.土地及び建物

土 地 絶 面 積

内訳 t慧

究 所 敷 地

舎 敷 地

建物給面積 (建 面 貰)

(延べ商標)
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(昭和 55年 12月 31日現在)

106,039m皇
95.896m2

10,143m乏
ll,097m乞
16,156m2

面 積

及
育飼

室
虫

蚕
ん

本

別
養

こ

堆 肥 舎 及 び 農 夫 舎

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

自 動 串 革 庫

作 業 童

形 卵 育 駄 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(26むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 室

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転 車置場 及 び物置

特 別 蚕 室

ボ イ ラ ー 室

γ 線 照 射 温 室

操 作 室

温 室

研 修 室 ･胎 菓 庫

渡 り 廊 下

貯 卵 育 雛 舎

構 造

鉄筋コンク1)- ト造 り3階建

鉄筋コンクリー ト造り2階建

李萱かわらぶき平畳建一馳

木 造 平 屋 建 一 部 中2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 星 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 か わ らぶ き平 最 建

木 造 平 星 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室

ブロック造り及び木造平星建

嘉翠琶 ブロック造 ｡及び木)

表 監 ブロック造 り及び木‡

木 造 平 星 建

ブ ロ ック造 り一 部 地 下

鉄 骨 造 り 平 星 建

鉄 骨 遣 り 平 最 建

鉄筋コソクリー ト造り平畳建

一部鉄骨造 り木造平屋建

監雷最遠 t'- ト造 り2階建‡

鉄骨造り豆板防水モルタル塗

鉄筋コンク1)- ト造 り平星建

摺

紀

87

35
詑

105

は

119

憾

減

刑

姐

消

弧

跳

97

75

14
畑

加

8

別

l

刑

165

紀

釘
71
紀

畑

畑

119

淵

535

m

組

洞

41

218

折

75

14

脚

鵬

8

別

1
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7ァイt2ソ温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 屋

第2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

麦 温 室

図 書 館

ネ ズ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ン プ 小 量

第2ネズミ飼育室洗淋室

内部照射 実験 棟及 び
附 属 棟

桑 温 室

行 動 遺 伝 学 実 験 室

ペ レ ッ ト 温 室

遺伝実験生物保存研究棟

機 械 株

廃 棄 物 保 管 庫

ネ ズ ミ 附 属 横

力 イ コ 附 属 棟

国立遺伝学研究所年報 第 31号

鉄骨造フアイtlソ張り平屋建

墓骨道は 型スレー ト葺平屋)

プ T, ッ ク 造 り平 監 建

ブ ロ ッ ク 造 り平 最 建

-ヽl∫
一

プ

プ

ト

ト

I

I

リ

リ

ク

ク

ソ
連

ソ
連

コ
慶

コ
崖

強
平
強
平

補
り
補
り

部
道
都
造

一
ク

一
ク

骨

ッ
骨

ッ

鉄

p
鉄

p
鉄筋コンクリート造り3痩階

鉄筋コソクリート遣り平屋建

鉄 骨 造 り 平 星 建
∫ ∫

鉄筋コソクリート造り平屋建

鉄骨造 り平鹿建 ガラス張

木 造 平 畳 建

鉄骨造 り平星建 ガ ラス張

鉄筋コソクリー ト造り2階建

鉄 骨 造 り 平 畳 建

鉄筋コソクリート造り平屋建

別

は

6

8

は

川

畑

脚

5

12

91

06

㍊

93

370

謝
SS
油

2

5

1

別

は

6

8

ば

ば

鵬

阿

5

12

645

畑

33

93

789

380

46

油

脱

D. 予 算

1. 国立遺伝学研究所

1i

件 費

件 費

計

2. 国立機関原子力試験研究費
3. 国立機関公害防止等試験研究費
4. 特別研究促進調整費
5. 科学研究費
環境科学特別研究

エネルギー特別研究(核融合)

特定研究

組合研究

一般研究

奨励研究

試験研究

海外学術調査

430,232千円
303,037千円

733,269千円

38,750千円

12,338千円
8,901千円
161,510千円

12,000千円
5,700千円
93,500千円

21,600千円

25,100千円

1,460千円

1,300千円

850千円
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E. 日 誌

4月 19日 一般公開実施

4月 22日 名誉所員称号授与式挙行

6月 20日 第 42回評議員会開催

11月 10日 文部省所轄研究所長会議開催 (場所 ･富士教育
～11日 研修所)

11月 21日 国立遺伝学研究所永年勤続者表彰式挙行

11月 22日 遺伝学公開講演会実施 (場所 ･国立科学博物館)

部 長 会 議

1月 8 日 第 504回

1月 22日 第 505回

2月 5 日 第 506回

2月 20日 第 507回

3月 4 日 第 508回

3月 18日 第 509回

4月 8 日 第 510回

4月 22日 第 511回

6月 3 日 第 513回

6月 17日

7月 8 日

9月 9 日

9月 22日

10月 13日

11月 4 日

11月 18日

第 514回

第 515回

第 516回

第 517回

第 518回

第 519回

第 520回

5月 20日 第 512回 12月 16日 第 521回

1月 14日

1月 21日

1月 31日～
2月 15日

2月 21日

3月 12日～
3月 14日

3月 17日

3月 21日～
4月 9 日

3月 20日

3月 27日

4月 ⊥ 口-
4月 3 日

4月 9 日

4月 14日-
4月 15日

148

主な来訪者 (敬称略)

FranCOisChapeville,UniverSiteParisVII,France

次田鰭,EuropeanA(olecdarBiologyLaboratory,WestGermany

NeeloboINeungton,MahidoIUniversity,Thailand

I.G.Torrey,HarvardUniver8ity,U.S.A.

F.Ⅱ.Stich,B.C.CancerResearchCenter,Canada

G.P.Georgiev,InStituteofMolecularBiology,U.S.S.R.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

∫.M.Legay,UniverSitedeLyon,France

KnudNierhal18,Max-Planck-InstitlltfarMolekulareGenetik,

WestGermany

井上正順,StateUniversityofNewYork,U.S.A.

E.S.Anderson,CentralPublicIIealthLaboratory,England

直良博人,AustralianNationalUniversity,Australia
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5月 1日-
12月 31日

5月 1 日-
56年 4月 30日

5月 4 日～
57年 5月 12日

5月 12日-
7月 11日

5月 16日

6月 28日

7月 4 日～
7月 5 日

7月 15日～
9月 15日

7月 16日

7月 30日

8月 1日-
8月 2 日

8月 2 日

8月 1 日

8月 9 日

8月 9 日-
8月 10日

8月 13日-
8月 148

9月 1 日-
9月 2 日

9月 5 日-
9月 7日

国立遺伝学研究所年報 第 凱 号

GerardSecond,OiRcedelaRedlerCheScientifiqueetTechnique
Outrc-mer,FraTlCe

JosephAchermann,UniversitatZむich,Swit詑rland

WolfgangEeq,MaxIPlanck-InBtitutfarViruSfor8Chung,West
Germany

ShinAlaunglaw,Bio･MedicalRe能arChCenter,Burma

Yll.P.Altukhov,InstituteofGeneralGenetics,tT.a.S.R.

JeanR.David,LaboratoiredeBiologicetGenetiql始Evolution,
France

大坪栄一,StateUniversityofNewYork,U.S.A.

HSin-RanWu,InstituteofBotany,AcademiaSinica,Taiwan

GBrenLevan,UniversityofGothenburg,Sweden

柴谷籍弘,Commonwealth Scientificand lndustrial Research

Organization,Australia

SQrenWilkenR娼muBSen,CarlsbergLaboratory,Denmark

Jean-PierreGarel,Univer8iteClaudeBernardLyon-1,France

拡ichaelF.W.Festing,MedicalResearchCouncilLaboratory

AnimalsCentre,England

Eans.J.Eedrich,ZentralinstitutfarVerBuChstiere,WestGermany

EaroldA.Eoirman,NationalInstitutesoiHealth,U.S.A.

LarryA(obraaten,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

R.Alotltier,CentredeSelectionetd'EIevagede卓Animauxde

LaboratoireC.N.R.S.,France

Cz.Radzikow8ki,PolishAcademyofScience8,Poland

N.B.KriSlmamurthy,Univer8ityofAlysore,India

B.N.Chowdaiah,Bangaloretlniver8ity,Indi8

P.S.Chen,Univer8itatZiirich,Swi也erland

A.D也bendorfer,tJniver8it怠tZむich,Switzerland

F.J.deSerreB,MichaelD.Shelby,NationalIn8tituteofEnviron一

mentalHealthSciences,tl.S.A.

班.L Mende180hn,LaurenceLivermoreLaboratory,U.S.A.

DonaldC.Shreだler,WashiTlgtOnUmiversity,U.S.A.



9月 13日

9月18日～56年9月16日
9月 29日

10月 2日～
56年 3月 81日

庶 務

蒋同慶,他2名,西南農学院,中華人民共和国

NancyWanek,UniversityofCalifornia,U.S.A.

鹿延祥,他4名,華南熱帯作物科学院奥西試験地,中華人民共和国

白鍵,国立中興大学農学院,中華民国

101.BB141㍍ A･A･Moscona･UniversityofChicago,U･S･A･

10月 16日

10月 20日

10月 27日

10月 28日

11月 6 日

11月 12日

11月 12日～
11月 13日

11月 13日～
11月 14日

11月 18日

11月 27日

12月 18日～
12月 19日

145

L.A.Herzenberg,StanfordUniversity,U.S.A.

0.H.Frankel,W.J.Peacock,Commonwealth Scienti丘Cand

lndustrialResearchOrganization,Australia

謝順景,台湾省農業試験所,中華民国

J.Pernes,C.N.R.S.,France

許運天,胡啓徳,季継耕,板俊銘,中華人民共和国

E.Poulsen,NationalFoodInstitute,Denmark

C.C.de Nava,UniverSidad NacionalAutonomade Mexico,

Mexico

NormanH.Giles,UniversityofGeorgia,U.S.A.

大野乾,CityofHopeNationalMedicalCenter,U.S.A.

RalphRiley,AgriculturalResearchCouncil,England

A.A.Sandberg,他 3名,RoswellParklnstitute,U.S.A.

C.L.Markert,YaleUuiversity,U.S.A.

F.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第3金曜日に開

かれる.

抄 読 会

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSyJnpOBi&

外国の関係者来訪の際,随時開催,講演討論を行う.

第 157回 1月 14日 TranslationofnonSenSCOdon8inanimalcells(F.

Chapeville)

第 158回 3月 14日 Efrectoftransitionmetalsonmutagensinfood

productS(H.F.Stick)
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第 159回

第 160回

第 161回

第 162回

第 163回
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3月 17日 Mobile,disperBedgeneticelement8(G.P.Georgiev)

3月 27日 Structure and function ofprokaryoticribo80meS

(K.NierhauS)

5月 20日 Hllmanheredityandenvironment(Y.P.Altukhov)

6月 28日 AdaptationofDro80philatoalcoholicSubStrateand

theroleofADH(J.David)

7月 17日 Doubleminutes,homogenou81yStainingregionsand

C-bandleSSChromosomes-anewgeneticmechanism

inmalignantcells(G.IJeVan)

第 164回 7月 31日 Chromosomepairing,crossingoveranddi8junction

analysedbytllreedimensionalreconstructionsof

SynaptOnemalcomplexes(S.W.RasmuSSen)

第 165回 8月 13日 Ⅰnsectmetamorphosisinvitro(A.Dtibendorfer)

第 166回 9月 1 日 AcomparisonOftheinductionofspeciRclocusmu-

第 167回 9月 6 日

第 168回 9月 27日

第 169回 10月 14日

第 170回 11月 12日

第 171回 11月 13日

第 172回 11月 12日

第 173回 11月 28日

第 174回 12月 18日

tationsinwild-typeandexcisionrepairde負Cienttwo

componentheterokaryonsofNeurosporacrassa(F.J.

deSerre8)

Genetics,functionandstructureoftheSregion

productsoftheH-2complex(D.C.Shrefner)

IsricecytogeneticSgoingtobehopeless?(H.lK,Wu)

ControlmechaniSrnSOfenzymeinductioninembry-

onicretinacells(A.A.Moscona)

Geneorganizationandregulation inNeurospora:

evidencefrom cloningtheqagenecluster(N.H.

GileS)

Genesandjunksinourgenome(S.Ohno)

MutagenicityresearchinMexico(C.C.deNava)

Recentadvancesincytogeneticsofhumancancer

(A.A.Sandberg)

Constructionofnewkindanimalsbytechniquesof

geneticandembryonicengineering(C.L.Markert)

日本遺伝学会三島談話会

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 264回 1月 24日 tRNAの全合成 (大塚栄子)

第 265回 1月 21日 T4ファージタンパクの形態形成,特異的な切断 (次田胎)

第 266回 2月 2 日 昆虫の成虫原基の分化と形態形成をめぐる新しい問題 (大
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滝哲也)

第 267回 3月 28日 栽培稲の起原の研究: 今後の問題点 (岡彦-)

第 268回 4月 15日 遺伝子構造と細胞核 RNA:RNASplicingの分子構造

(直良博人)

第 269回 5月 12日 光周的計時 (太田行人)

G.表 彰

ー

r
I_
.･

表 彰 名 l表 彰 年 月 日

H.栄 誉

変異伝達部長賀田恒夫は,｢環境変異原に関する研究｣により,昭和 55年 4月 5 日

日本農学賞を受賞 した.

Ⅰ. 図書及び出版

図書委員長 (昭和 55年度)黒 田 行 昭

図 書 委 員 ( 〝 )藤 井 太 朗 ･河 原 孝 忠 ･西 村 行 進

佐 野 芳 雄 ･高 畑 尚 之 ･篠 崎 一 雄

1) 蔵 書 数

2) 55年度図書増加冊数

211冊
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4) 出 版

書 名 ト ージ数 l発 行 数 l 配 布 先

国立遺伝学研究所
年 報 第 30 号

Ann.Rep.Nationalln8t.
Genetics.No.30

国内研究棟閑,大学,試放場ほか

内外研究機関,大学,試験場ほか

付

財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立され

るにおよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行う

ことになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,書田俊秀

理 事 篠遠善人,和田文書,田島弥太郎,大島長造

事 業 概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレパラートの配布,遺伝学実験用小器具の

改良,新考案の製作及び配布,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繁殖及び配布.
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